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デザイン・配線工法を一新、価格は据置きグ

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 膳 械 が 、 優 美 で 鋪 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に一 一 一 一ー一 一

ク マ リ フ ト ( 小 型 舛 降機) の棋 F ろ し 口 の 枠 及 び1I斧

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 10伽 m 牌 板 巾 160 ・180 ・

21 伽 mの 3 種 ) を 規 格 品 と し て 制 定 し 、 全 機 種 に 採

用 し ま し た 。 五 五 は メ ラ ミ ン 樹 脂 焼 付 仕 上 げ の ポ ン

デ 鋼 板 製 で す 。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 独 特 の 短 時 川 に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工 事 を 得 ら れ る プ ラ グ イ ン 配 線 方 式 を 採 用 し

まし fニ。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 開 く 自 重 力 戸

聞 き 装 置 も 用 意

カ ゴ の 到 着 が ひ と 日 で わ か り 、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す。 ( 用 済 み 後 は 手 で閉 め て く

ださ L 、。 実用 新 案:B願中 )

⑭ 守マ' 171- tl i18 髄

・ 本 社 大 阪 市 慣 淀 川 区 東 淡 路 町 2 丁 目 4 3番 地

T E L :  06 ( 322)  5125 イそ.

・ 東京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 上 聖 子6 - 1 イ ワ ツ キ ー ビ ル

T E L :  06 ( 8 4 4 )  3030 

ｾｌ 中晃・仙 台 ・新 ， 勾 ・長 聖子 ・東 京 ・静 岡

名 古 屋 ー京 都 ・神 戸 ・大 阪 ー 土界 ー広 島

出 雲 ・高 松 ・福 岡 ・鹿 児 島 ・那 覇

- 用 途 に 応 じ た 聾 官 官 な 機 種 を 用 意 し ま し た

・ Ｑｾ 類小物用、料理問、小荷物用、般舶用その他防

ホ ・11方 爆 主1(&ど 特 殊 工 助 用 な ど。

L  - 5 ・・・・・・ 10kg 干

j  - 3 0 ・・ ・・ .  30kgf  

M - 5 0 ・・ー ・.  50kg f  

M ー 100 ・・ ー・・100kg 干

M - 2 0 0 ・ーー ・包OOkg 積

M- 3 0 0 ・...ヨOOkg積

M- 5 0 0 ・・・・・るOOkg積

S  ー 150 ・・・・・・150kg積

S  - 3 0 0 ・ . . . . 300kg積

M - H  ・・・・ ・80kg積

( 高 速 型 )

そ の 他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ 一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  

句マ・，-，ト

. カ世ログご希望の方は ハガキで大阪本社宛ご繍求下さい
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'  

大 阪 支 底 新 社 屋

設 計 施 工 熊谷 組 大 阪 支I吉

建 築面 積 633 m
2  

延 面 積 3 ，441π 子

構 造 規 模 R C造 ，B l ， 6 F ， P 2  

工 期 1971. 6  - 1972 . 3  

⑨ 熊 谷 組

大阪支庖

大 阪 市 都 島 区 片 町 2 丁 目 10番 5 号

T  E  L  06- 352 - 1151 ( 大 代表 )



設 計 監 理 池 田 富 彦 設 計 事 務 所

監 理 指 導 泉 大 津 市 建 設 部 建 築 課

所 在 地 泉 大 津 市 小 松 町70番 地 の 8

敷 地 面 積 12，9 0 9 m'

建 築 函 積 4 ，666 m'  

建 築 延 面 積 8，3 6 6 m'

構 造 R C 造 一 部 S 造

工 事 期 間 1971.1 - 1972 . 3

外 部 墜 白 色 コ ン ク リ ー ト 化 粧 打 放

( ア ク リ ル 系 シ ー ラ ー 吹 付 )

屋 根 ア ス フ ア ル ト 防 水

建 具 而 村 民 性 鋼 及 び ア ル ミ サ ッ シ

内 部 床 カ ー ベ ッ ト 敷

壁 白 色 コ ン ク リ ー 卜化 粧 打 放

天 弁 吸 音 材 吹 付

泉 大 藩

主 民 会 館

，ド



設 計 者 の こ と ば はるかなげから ｊｾ 処に在り、今も存在している 。 その永

し、 11寺川 の市圭t品カベ， l じ ら れ な い ほ ど 、 - 4 ト ら っ て 苛 号 〈 、 あ た か も た っ た い ま '1三ま

れ た よ う な 白 色 コ ン ク リー ト の 兆 。

そ の な か は 無 駄 な 袋 川 に l，:ll j ち 満 ち 、 光 と |普1と の 権 威 が 今 も っ て 君 臨 / ， し て い

る 世 界。 静 寂の 大 智 戸 が 笠 公 を 浜 憾 さ せ 、 自 分 の 戸 の あ ま り の貧 弱 さに，思 わ

ず黙ってしまう空1 / ¥1。

J ' J ; 尖の紫材 と、 |品! と 光 と の ナ イ ー ブ な 主 主 HII に 身 を ゆ だ ね 、 耳 を す ま す と 、

あ ら た な 生 命 的 誕 生 を 予 感 し て . ' 0 _I，わ ず 身 泌 い し て し ま う 世 界。

公 が つ け ば 、 柿 チ に ど っ ぷ り と 身 を 沈 め 、 我 知 ら ず 耳 な れ た メ ロ デ ィ を ロ

ず さむ・ ｾ ｮｈ 。

はたと、無駄という無駄のすべてが、無駄でないことにＥがつくｾＱｬ ｜Ｑ 。

そ ん な 会館 を 市 民 に l切 り たし、 。 鈴 木 盛也

施 工 ・ 清 水 建 設 可 f 酉伝Effi zz 空 調 給 排 水 衛 生 ・ 東 洋 熱 工 業 宇Ff 酉r z rぷ 。 電 気 ・ 雄 電 社 芋F r t 日 間21- 10

音 響 設 備 ・ 日 本 ビ ク タ 一 宇Ft 市計EJ1Z16 舞 台 照 明 設 備 ・ 東 芝 商 事 f F戸ETZJ 二21

家 具 ・ 高 島 屋 宇f ra語日fj fL40 4rtrfJJ; ・ 高 田 機 工 f Ff 西宮zrl Et - t 噴 水 ・ 荏 原 製 作 所 持 「Tt 73fJ f

白 色 セ メ ン ト ・ 小 野 田 セ メ ン ト ftt; tRR空ふ 生 コ ン ク リ ー ト ・ 堺 小 野 田 レ ミ コ ン 1FZ司君R31405 i s z r - . 酒 直

屋 根 断 熱 防 水 ・ 東 興 ア ス フ 7 ル ト 工 業 f r 酉 r Z7LZiig ZZ訪 問 ク ・ ア ス ニ ュ ー 工 業 宇FF東雲25RJ12J ー はS

大 岨 市 開 巨 大 室 噂 仲 之 町 田

T  E  L  06- 211ー 7638



〈壁〉とは、いったい何なのだろう。

たとえば厳しい風土の中に、なお息づいている機能と美しき。

つい見のがしてしまし、そうな伝統の所産ですが

こんなところにまで、新鮮な感覚をもちつづけたいものです。

一 一水切り瓦のある 土佐の民家一 一

明日の笠活環I克づくリに

アイディアでとりくむ一一

マ凶事凶

ど れ ほ ど 耐 久 性 を 求 め た か ら と い っ て も 、 し ょ せ ん

人 聞 が 生 活 を い と な む と こ ろ 。 そ こ に は 、心 な ご む

あ た た か さ が、守 す ら ぎ が 、 な く て は な ら な い は ず 。

間仕切壁にも同じことカ九、えます。カ丈高層ビルともなると

もっともっと欲ばった要求がでてきます。素 材 の 軽 量 性

不 燃 性 ・耐 震 性 ・遮 音 性 ・ 経 済 性 ・施工性・管理性なども

ことごとく満たせなくてはなりません。私たちマンテンが

いま、ちょっとした脚光を浴びて

いるのも、じつはこの間仕切壁の

分野なのです。名だたる高層ビル

に次つぎと採用されている、全く

新しい軽鉄間仕切壁工法 一一一一

エコニースタ ッドノ f ーティショ ン

システムが、そうです。とりわけ

厳しい高層ビルの要求にも、こと

ごとく応えられる乙のシステムは

素材の製法から工法まで、 51件 に

およぶ実用新案( うち申請中 23f刊に裏つ、けられた独特のもの。

たちまち専門家に注目され始めたのも、数かずの優秀性は

もとより伝統の心と現代のセンスを、機能を、意のままに

設計できる得がたい芽詐オ、個性的な工法だからです。

工法のタイプは 4種類。専用ボードは丸ツバメ遮音ボード。

おもな実績として、京王プラザホテル ・帝 国 ホ テ ル 新 本 館

ホテルパシフィック東京 ・霞が関 ビル ・世界貿易センタ ー

ビル ・神 戸商工貿易センタービルー・などがあります。

かずかずの有名高層ビルに係期されている一一一一 新時代の経鉄間仕切壁工 法

I J 二ーヌ7VFS支詰

なお、ビルにかぎらず、 地 下 街 ・トンネル ・ボー リング場

などにも広く保用されている、柚走的な軽鉄天井下地工法

の 3 システムも好評です。いずれも製造から 責任施工まで。

* カタ ログを差しあげますL 本 社 ・建 装 部 KS 係までハガキでご請求くださ L 、。

株 式 会 社 マ ン テ ン 本 社 〒542 大阪市南区 日本僑筋3- 2 雷 (06)632ー1151 代 東 京 支J吉 〒 136 東京都江東区 亀戸2- 3ー17 • (03)682- 3241 ｩｾ＠
名 古 屋 出 張 所 干454 名古屋市中川区百船町1-3- 4 骨 (052)353-3177代 福 岡 出 張所 〒812 福岡市情多駅東 1- 12- お {岩漏 ピル) 官 (092)43-4356代 札 幌 出 張 所 〒050 札幌 市北三条東5- 5 (岩 佐 ピル ) . . ω11)261-3181 代



‘  

4 宇治の黄繁山高福寺の参拝と重文ならび

に新築建造物の見学会

「山門を出づれば日本ぞ茶つみ唄」の菊舎の句でも有名な高福寺にお

いては，今年 3月28日から 4 月 3 日まで宗祖穏元禅師三百年大逮詳が盛

大に執行されま したが，それを記念して重文建造物の修復や新しく建造

物が完成して寺観の面白を一新さ れました。乙の機会 lζ 修復工事を担当

されました本会々員，京都府教育庁指導部文化財保護課主査，佃忠夫氏

のど案内により重文の主要建造物17棟のうち総門，三門，天王殿，大雄

宝殿( 本堂) ，法堂 ，1)詩堂，禅堂，東方丈，西方丈，関山堂，寿塔，舎

利殿( 通玄門) のほか， 聯( れん) と額を拝観します。

大小の諸堂を抜けて松ばかりの境内を吹く風は涼しく ，中国風の神寺

らしく清楚な感じがいたします。

次に新しく建立されたものの うち文華殿( 収蔵庫) と青少年研修道場

を，施工を担当された松村組のど案内で見学いた します。そのあと研修

道場の茶室で抹茶の接待をうけます。乙れで今日の参拝と見学を終りま

すが，松村組のおもてなしで檀信徒会館において普茶料理を賞味し，ビ

ールで交歓して解散し ます。

日 時 7月15日( 土) 14. ∞( 集合) →17. ∞( 解散)

集合場所 京阪電車「おうばく」駅改札口前 ・目標会旗

L参考〕自由行動( 運賃各自負担 ・淀屋橋より往復 330円)

往 12. 49 京阪淀屋橋発急行乗車，中醤: 島乗換え→

13. 53 rおうばく Jofu下車

復 17 13 京阪「おうばく」発乗車，中審島で急行lζ 乗換え→

18. 18 淀屋橋着

所 在 地 字治市五ケ庄禅宗黄葉宗大本山首福寺

(連絡電話 0774- 32- 39∞( 代) 寓福寺事務所)

行 程 14. 10→15. 10 新築建物文筆殿，青少年研修道場の見学後，

抹茶をいただく

15.20→16.20 重文建造物の拝観

16. 20→17. ∞ ビールに普茶料理の乙湾出走になり後 ・解散

定 員 30名

会 費 3∞ 円 ( 拝観料と抹茶代ほか) 集合所でいただきます。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚!ζ 1名限りとし ，氏名

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上 7 月 1 日( 土) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは抽せんにて決定し，乙、通知いたします。

4 大石寺本堂建立工事の見学と富士五湖め

ぐり( 第 2 回)

昨年は同じ 8 月に第 l 回の見学会を催し ，工事を担当されている共同

企業体作業所のご厚意とと歓待をうけました。今回も同様お許しを得て

見学会を催しご多忙中をど面倒を煩わすこととなりました。

さて，正本堂建立工事は着々と進捗し ，本年10月12日の竣工を目途lζ

折角仕上工事中で，富士山を背去に世界に誇る偉容が日増しに具現され

つつあります。今回第 2 回の見学会を催し，その後再び富士五湖めぐり

を楽しむ乙とにいたしました。時は恰も河口湖 ，湖上祭が例年のように

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

8 月 4 ・5 の両日催されますので，河口湖ホテ J レ別館に泊るその夜には

遊覧船の照明コ ンク ーJ レがあり ，打上げ花火が夜空を焦し ，さぞ美しい

乙とと思われます。昨年同犠せいぜいど参加されますようお申込を期待

いたします。

日 時 8月 5 日( 土) ・6 日( 日) 1泊 2 日( 集会→5 日( 土) 10. 55)

集合場所 新幹線「静岡駅」南口前・目標会旗

定 員 20名

A .  

"" 

申

費 7，α) ( ) 円 ( 昼食 ・宿泊代その他雑賀，ただしホテ J レでいただ

きます)

込 往復はがきに限ります。はがき は l 枚に l 名限りとし，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 7 月18日( 火) までに事業課へ。ただ

し定員を超過したときは拍せん lζ て決定し， 7 月20日 ( 木)

までにと通知いたします。

行 程

く第 l 日> 8 月 5 日 ( 土)

・自由行動 ・・ー新幹線往復共巡貨は各自負担の乙と

・ 8. 15 新幹線新大阪発乙だま 116号→10.53静岡着( 運賃 2.め O円)

0 11. ∞ 出迎えのマイクロパスIC乗車 ・出発→富士宮市上篠大石寺作

業所へ〔電話 (05442) 8- 1293 ( 代) )  

0 12. 15→14.30 大石寺企業体工事事務所で昼食後，工事見学

0 14. 30 大石寺出発→白糸の滝→本栖湖→精進湖→風穴

0 17. ∞ 河口湖ホテ J レ別館者 ・宿泊〔電話 (05557) 2- 1151- 2)  

0 18.∞→20 ∞ 会食

く第 2 日> 8 月6 日 ( 日)

o  9. ∞→10. ∞ 河口湖遊覧

0 10. ∞ 出発→天上山富士見台→富士急ハイランド( 昼食) →山中湖→

0 14. 30 三島着 ・解散

・14.55 新幹線三島発乙だま 147号→18 ∞新大阪着( 運賃 3，110円)

工事概要

名 称 正 本 堂 建 立 工 事

建立地静岡県富士宮市上篠 日蓮正宗総本山大石寺内

施 主 正 本 堂 建 設 委 員 会

設 計 者 側 連 合 設 計 社 代 表 横 山 公 男

構 造 担 当 青 木 繁 研 究 室

設備担当 附桜井設備研究所

監理者側連合設計社

施工者正本堂建立共同企業体

大成建設附 附 大 林 組 鹿島建設側

清水建設附 附竹中工務庖 戸田建設附

工 期 昭 和43年10月12日→昭和47年10月12日

面 積 敷 地 面 積 137，120rrf

建築面積 39，3槌 m

延床面積 35，155m 

最 高 部 妙 壇 79.2∞m

構 造 R C造 ・S R C造

特色概要

民衆立の戒感として近代建築の粋を集める大石寺正本堂は大別して，

法庭，円融閣，居、逸堂，妙担の 4 プロック !ζ 分れる。法庭は建物の前庭

lζ ，円融閣は信徒の待機する門 lζ ，思逸堂は信徒の整列する所に当り，

妙塩はど本尊を安置する須弥極を備えた信徒の拝礼する本堂である。

建築と社会/ 1972年6月号 5  



日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 昭和47年度目本建築協会常設委員会委員

昭 和47年 4 月25日開催の定例理事会において，下記のとおり各委員を委嘱いたしました。

( 敬称略 ・50音 順 @ 印 委 員 長 O 印副委員長

， 

( 職場名は略称を用いました。〉
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本 田 盛 ( 東 畑 事 按 所 〕 ム 三 輪 嘉 男 L大阪市大工学部〉

松 久 保 安 弘 ( 藤 仁 工 務 庖 ) 宮 坂 一 也 ( 大 波 建 設1

0 三 品 哲 夫 ( 大 阪 市〕 村 田 光 平 ( 住 宅 公 団 〕

徳 ( 清 水 建 設 ) 道 閉 泰 治 郎 ( 修 成 専 門 校 〉 森 埜 和 枝 ( 積 水 ハ ウ ス 〉

郎 ( 松 村 組) 南 次 郎 ( 浅 沼 組 〉 ム 森 本 信 明 ( 京 大 工 学 部 〉

次 ( 大 建 設 計) 宮 後 浩 ( 宮 後 事 務 所 ) 矢 野 邦 昭 ( 箆 島 建 設 〉

平 ( 市 交 通 局 ) 森 堅 ( 府 供 給 公 社 〉 ム 安 田 丑 作 ( 神 戸 大 工 学 部 〕

夫 〔鴻 池 組) 1 森 下 元 之 ( 市 公 開 部 ) 1 安 永 耕 二 ( 清 水 建 設 )

之 ( 竹 中 工 務 底 ) 0 柳 真 也 ( 村 野 森 事 通 告 所 ) * 山 田 勝 成 (兵

行 ( 大 建 設 計) 吉 田 公 人 〔 近 畿 地 建 ) * 渡 辺 定、( 東洋シャ γ P ー)

信( 新興建材〉 圃編集委員会 圃法規委員会

次 ( 日 本 板 硝 子 ) I 会誌「建築と社会」の企画 ・編集， い印編集 | 建築 IC関する法規の研究 ・普 及 並 び に 叫

介 ( 京 畑 事 務 所 ) I 理事 . 0 は事 業 制 兼 任，ムは編集常任幹事) I  泉 資 一 郎 (大

弘 ( 大 成 建 設) * 井 上 混 ( 大 建 設 計 〕 ; 伊 原 敬 二 ( 大

雄 ( 関 西 電 力 ) 池 田 恵 次 ( 安 井 建 築 ) I 上 川 恭 弘 ( 高 慢

郎 ( 浅 沼 組) * 今 元 康 彦 ( 近 畿 電 気 工 事 ) 上 田 隆 夫 ( 市 総 合 .t ID 渇)

之 ( 安 井 事 務 所) 岩 口 勝 ( 大 建 設 計) I 小 川 幸 雄 ( 豊 中 市〉

ー ( 大 阪 市) * 岩 下 久 哉 ( 鹿 島 建 股〉 大 津 敏 晴 ( プ レ ハ プ 建 築 協 会 〕

三 ( 近 畿 電 気 工 事 ) 上 野 登 続 ( 府 住 宅 供 給 〕 越 智 隆 晴 ( 神 京 設 計 事 務 所 〉

男 ( 鹿 島 建 設 ) 江 藤 場 芙 ( 竹 中 工 濫 庖 ) 恩 田 一 則 ( 市 消

勝 ( 竹 中 工 務 庖 ) * 尾 亀 清 四 郎 ( 三 晃 空 調 ) 門 永 義 則 ( 竹 中 工 慈 庖 )

彦 ( 竹 中 工 務 庖 〕 大 蔵 勝( オ ークラ建築設計) I  川 口 秀 夫 (守 口 市〉

司 ( 安 井 事 務 所 ) < > 大 橋 一 雄 ( 関 西 電 力 ) I 北 山 美 代 治 ( 堺 市〉

ー ( 野 村 建 設 工 業 ) 加 藤 照 男 ( 大 阪 市 ) 柄 座 正 信 ( 大 阪 府〕

造( 大 阪 市〕 加 藤 満 ( 今 宮 工 高) 楠 昭 夫 ( 村 野 ・森 事 務 所 )

祐 ( 大 林 組〕 ム 片 方 信 也 ( 京 大 工 学 部 ) 小 林 得 志 ( 小 林 得 志 事 務 所 〕

* 北 垣 智 造 ( 大 阪 市〉 駒 敬 三 ( 駒 建 築 事 務 所 〕

豊 ( 銭 高 組)

ム 日 下 正 基 ( 阪 大 工 学 部〉 後 藤 光 一 ( 日 起

一 ( 日 建 設 計〉

泰 口 羽 竜 二 ( 竹 中 工 務 庖 ) 近 藤 逮 夫 ( 市 総 合 計 繭 局 )

( 市 公 園 部 〉

。 窪 田 祐 ( 大 林 組 〉 信 濃 小 路 正 ( 大 阪 府 )

ー ( 大 林 組〉

巌 * 小 西 山甲( 田中 ・小商事務所) 島 田 儀( 府建設監理協会〉

( 小 河 事 務 所 ) 小 林 満( 大 林 組) I 清 水 和 粥 ( 消 水 和 ? 同 事 務 所 〕

安 太 郎 ( 大 成 建 設 ) 佐 伯 晃( 大 林 組) I 問 中 隆 夫 ( 市 消 防 局 〉

正 美 ( 第 一 工 業) < > 佐 々 木 純 一( 田 建 設 oi ) ｾ 田淵穣ーＨ大 休 組)

真 二 ( 竹 中 工 務 底) * 白 井 周 二 ( 清 水 建 設 ) I  竹 内 博 文 ( 大 阪 市 立 大 学 )

富 夫 ( 坂 倉 研 究 所 〉 鈴 木 俊 世 ( 近 畿 地 建 ) 』h 竹 口 信 夫 ( 大 阪 府 建 築 士 会 〕

兼 雄 ( 大 体 組) < > 田 村 真 二 ( 竹 中 工 務 庖 ) I  中 井 隆 三 ( 中 井 建 築 事 積 所 )

千 澄 ( 市 消 防 局 〉 竹 山 清 明 ( 兵 庫 県 ) 西 川 幸 之 輔 ( 大 阪 市)

雅 資 ( 住 宅 公 団 〕 ム竹 嶋 祥 夫 ( 阪 大 工 学 部 ) I 西 国 一 ( 住 宅 公 団 〉

恭 三 ( 大 阪 芸 大 〉 谷 淳 之 介 ( 束 畑 事 務 所) 野 尻 正 博 ( 近 波 地 建 )
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日 本 建 築 協 会 会 告

寺 岡 実 ( 来 畑 事 務 所 ) 牧 田 顕治( 大阪府住宅供給制土〕

星 広 文 ( 平 和 建 設 〉 毛 利 誠( 大 体 組〉

水 谷 勇 ( 松 村 組 ; I 元 木 貞 次 ( 東 洋 紡 績 〉

宮 川 達 郎 ( 泉 事 秘 所 ) 10 山 田 幸 一 ( 関 西 大 学 )

横 井 元 昭 ( 大 林 組) 和 田 得 也 ( 議 ホ 工 務 庖 〉

. 教 育 委 員 会 E 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

建築教育についての悶査 ・研究ならびに講座な 建築データシートの企画 ・編集 ・刊行

どの企画および実施

。 井 上 混 ( 大 建 設 計 )

0 岩 下 久 裁 ( 鹿 島 建 段 ) Iム 伊 藤 元 住 弁 事 都 所 〕

ム 上 回 稔 ( 大 阪 市 建 築 局 ) 小 川 義 雄 ( 大 阪 府 組 築 部 )

ム 上 野 賢 三 〔 都 島 工 高 〕

小 笠 原 康 夫 ( 近 畿 地 建 )

植 田 武 ( 今 宮 工 高 )

太 田 伝 一 郎 ( 鴻 池 組〕

0 白 井 憲 、 夫 ( 近 畿 地 建 〉

尾 島 幸 男 ( 竹 中 工 務 底 〉

ム 加 藤 毅 夫 t近 畿 電 通 局 )

岡 田 圭 司 ( 大 阪 電 気 綬 房 )

片 岡 益 美 ( 酉 松 建 設 〉

木 村 久 夫 ( 大 阪 市 建 築 周 〉

0 斉 藤 暢 ( 中 野 事 務 所 )

木 村 博 己 ( 大 阪 郵 政 局 〉

斉 藤 善 次 ( 須 賀 工 業 ) 11 
香 西 喜 八 郎 ( 耳E 畑 事 務 所 )

ム 佐 々 木 保 ( 東 姻 事 務 所 ) ，1  
佐 藤 邦 昭 ( 須 賀 工 系 〉

崎 山 宗 威 ( 市 立 工 芸 高 〉

酒 井 蔚 掌 ( 大 建 設 計 〉

篠 原 太 郎 ( な に わ 事 通 告 所 )

正 法 院 陽 三( 日本建築総合試験所〉

杉 村 正 三 郎 ( 阪 急 電 気 )

島 夫 ( シ グ マ 事 務 所 〉

関 守 ( 凶 事 通 告 所 )

土 谷 昭 夫 ( 大 林 組)

@ 谷 口 尚 武 ( 大 林 組〉

中 村 康 ( 必 村 組〉

田 賀 勉 ( 田 賀 事 務 所 〉

羽 入 洋 ( 清 水 建 設 〉

西 原 正 輝 ( 西 飯 事 務 所 )

ム 樋 口 登( 大阪市住宅供給公的

必 野 長 土 (Tff 伎術コンサル)

松 村 志 津 男 ( 大 建 設 計 〉

松 岡 力Ｈ飛島越 投ｾ 1 0 真 塚 達 夫 ( 来 畑 事 務 所 〉

木 敏 男 (奥 村 総〉

吉 村 篤 ー ( 坂 倉 研 究 所 〉

好 敏 之 進 ( 大 成 建 設
) 111. 会 勢 委 員 会

宮 武 三 郎 ( 日 建 設 計 〉

会勢に関する緒事業の企困

八 十 島 健 二 ( 竹 中 エ 碕 庖 )

安 部 章 ( 松 下 電 器 産 来 )

山 口 道 博 ( 戸 国 建 設 )

0 小 )1¥ 正 ( 竹 中 ヱ 萄 庖 〕

0 山 地 英 雄 ( 大 阪 府 建 築 郎 〉

0 尾 飽 清 四 郎 ( 三 晃 空 調 〉

力 武 利 夫 ( 清 水 建 設 ) I 越 智 比 古 三 ( 日 省 三 高 広 )

. 建 材 委 員 会 @ 小 林 清 ( 新 住 宅 社 )

建材のコンサルタント ・質疑応答
関 守 ( 側 事 務 所 )

井 上 正 哉 ( 竹 中 工 務 脂 〕

問 中 政 二 ( 大 島 応 用 化 学 工 業 〉

石 浦 英 郎 ( 大 阪 市)

寺 岡 真( 大阪建設業協会〕

大 賞 郁 夫 ( 文 部 省 工 事 事 裁 所 〉

鳴 尾 源 蔵 ( 大 阪 電 気 暖 房 〉

北 島 全 ( 大 建 設 計 〉

野 中 駒 市 ( 野 中 建 産 )

小 林 昭 ( 清 水 建 設 )

畠 中 繁 ( 翼 事 務 所 )

桜 井 忍 ( 鹿 島 建 設 〉

浜 口 幹 三 郎 ( 浅 沼 組)

鈴 木 安 太 郎 ( 大 成 鎗 設 )

平 田 作 太 郎 何 回 タ イ J レ〉

相 馬 恒 雄 ( 総 宇I 組)

藤 原 稔 恭 ( 磁 原 工 訪 問

田 中 正 典 ( 昭 和 設 計 )

星 広 文 ( 平 和 建 設 )

土 肥 耕 一 ( J I ! 畑 事 務 所 )

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 毘 〉

中 川 匠 ( 中 川 庇 事 務 所 〉
山 崎 晃 一 ( 岡 島 応 用 化 工 〉

原 尚 弘 ( ク ラ
山 田 新 治 郎 ( 山 岡 事 務 所 〉

藤 )1¥ 懇( 日本建築総合鼠験所) 山 本 意 、 三 ( ヤマト電気商会〕

星野二郎Ｈ岳事局所ｾ I  山 本 茂 ( 大 日 本 土 本 〕

@ 堀 内 三 郎 ( 京 都 大 学 〉 米 国 芳 松 ( 米 悶 建 設 工 碕 庖 )
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一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 通常総会開催通知

昭和47年度第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務C 多

忙のと乙ろ淘( ( . 恐縮なが ら何卒お繰り合わせど出席下さいますようお願

い申し上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和47年 6月21 日( 水) 午後5 時~

と こ ろ 近畿建築会館 4 階集会室( 東区北浜 3- 37)

ぎ だ い l  昭和46年度事業報告承認の件

2  // // 決算報告承認の件

3  昭和47年度収支予算承認の件

ｾ＠ '73年版会員名簿発行についてお願い

本会ては，今秋11月 ，1973年版会員名簿を発行すべく準備を進めてお

りますが，最近の物価高や人件費の漸増などにより，従来どおり配布す

ることが困難となりましたので，不本意ながら希望者に有償頒布する ζ

と! と改めました。何卒事情 ζ 諒察の上，お申込み下さいますようお願い

申し上げます。

なお，予約分 lζ 対しては下記のとおり特価制を布くととにいたしまし

fニ。

大きさ体裁等

発 行 部 数

編 集 内 容

記

B 5版横組 本 文上 質 紙 約 必O頁

10，∞0部

a ) 本会の組織，全会員( 氏名 ・卒業校および年次 ・

勤務先 ・現住所)

b) 建築関係官公庁 ・学校 ・研究機関 ・団体 ・建築設

計事務所 ・建設業 ・建材 ・設備 ・各種工事業

頒 『 価 一 般 1， 000円( 送料 140円)

会員予約特価 700円( 送料共)

司会員の受賞

乙のたび下記会員の方々が，建設関係功労者として表彰を受けられま

したので，乙乙 [ζ 誌して，その栄誉をお慶び申し上げます。

記

春の叙勲

勲 二 等 瑞 宝 章 白 杉 義 明 三 氏 ( 大 林 組 相 談 役 〉

/ /  / /  
葛西 重男氏( 呉工業高等専門学校長)

. 建築と 社 会 広 告 料 金

表 紙 2 85.α)()  230.α 氾

75.α)()  220，α氾

表 紙 4 110. αm 250，α)() 
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勲 二 等 瑞 宝 章 松 島 清 重 氏 ( 大 阪 セ メ ン ト 社 長 〕

勲三等旭日中綬章中西小一氏( 東海興業社長)

/ /  / /  
松波 直秀氏〈荏原製作所社長〉

勲 三 等 瑞 宝 章 東 畑 謙 三 氏 ( 束 畑 建 築 事 務 所 長 )

11 / /  
三好 悦治氏( 清水建段常任顧問)

勲四等 / /  
菅 谷 知巳氏( 大阪電気暖房会長)

勲五等 / /  
7 . k 間常次郎氏( 水間組代表取締役〕

大阪府知事表彰

木下 光雄氏〈木下謹三商底社長〉

佐 野 正一氏( 安井建築段計事務所長)

白井 周 二 氏 ( ( 清水建設副社長)

谷口 尚武氏( 大林組専務取締役〉

西村 忠義氏( 新光クロス社長)

原因 重信氏( 原田セメント化工社長)

福田 朝生氏( 双星社竹肢建築事務所代表取締役)

山川 義夫氏( 山川工業所社長)

4 昭和47年度理事会務分掌

理事各位の会務分掌が，下記のとおり決まりました。

( 敬称略 ・。印主幹〉

三 空| 総 務 ( 14名)-1会 計 ( 7 名) 編 集 ( 12名〉

電 気 部 門

一

管 工 部 門 111

建 材 部 門

一一

支 部 t

奥 島 正 一 市川 宏 井上 混

小林 清 岩 下 久 哉

@ 佐 野 正一 西 国 康 治 北 垣 智 造

王寺田 徳重 小西 山甲

宮 脇 和 正

ｾＢＢ｝＠
谷 口 尚 武

@ 彦 谷 邦 一

堀 内 三 郎

浅沼猪之吉

iJ;( l池 藤 一

銭 高 輝 之

竹 中 錬 ー

宮武伊三郎

小 林 四 郎

清 水 愛 明

室谷 山水

佐 藤 四 郎

(注 1) 後付各頁のみ1/2頁 ・1/4頁 ・1/ 12頁の

スペースがあります。

(注 2) 年 6 回以上の継続掲載契約をいただく

場合は Ｕｾ ぢの割引金額でお願いし，そ

れ以外はいっさい割引いたしません。

(注 3) 一般デザイン広告以外の特例として，

レポートなど本文記事形式で社名 ・住

所 ・電話番号が記事末尾のみに入る場

合， 1頁につき 30. ∞0円の掲載料をい

ただきます。



リースの役割と現状

企業の設備計画に際しての新るしい資金調達の方法として，乙乙数年

前より「リ ース」がわが国においても漸次普及してまいり ，最近ではた

びたび新聞 ・雑誌などで取りあげられ，また ，通産省のパックアップに

より ，すでに公害防止機器，コー J レドチ ュー ン設備，ボランタリ ーチェ

ーン設備などにつき ， リース会社に対する財政融資が認め られているな

ど，脚光を浴びてきました。も っとも ，昨今マスコミなどで取り上げて

いるリ ースは ，機械設備などの動産の賃貸を主たる対象に しており ，乙

の限りにおいては ，それほど建築の業務と は深い結びつ きは考えられな

いが，以下に記載のように ， リース会社の業務内容が，単純なリ ースか

ら割賦販売や信託制度の併用とか ，さらには，パッ ク ・リースなど，多

様化するにつれて ，ますます建築事務所の業務面においても ， リースと

のつながりが深まっていく もの と考えられます。

田序論( 欧米におけるリース事業の概況)

1  U.  S . A. の概略

2  その他の諸国の概況

回 リースとは

l  リースについて

2  リースとレンタルの違い

3  リースの種類

(a) ファイナンス ・リース

(b)  メインテナンス ・リース

(c) リース ・ノて γ ク

(d)  ノマック ・リース

回 リースのメリット

四 日本におけるリ ースの状況

1 概 略

2 住商リ ース闘について

3  リース契約の推移と内訳

固 むすび( 特lζ 建築事務所業務との関係について〉

白 序 論 ( 欧米におけるリース事業の概況)

1  U.  S . A. の概略

いわゆる現代的意義のリースは， 1877年!CU. S . A . のベル ・テレホ

ン・システム社が自社製品の販路拡大のため電話機および関連設備の賃

貸( もっとも乙れは，レンタル契約的な制度ではあったが) を始めたの

がそのハシリであろうと注目されている。

その後 1930年代になると自動車リ ースが開発され，全米で 1.5∞台 も

のリ ース車が使われていた。つづいて第 2 次大戦になってからは，軍事

消費 lとつながる生産の急膨張に対し軍事予算の不足もからみ，鉄道事縞

・製靴機械 ・乗用車トラック ・給油設備などがリ ースの対象として，急

速に普及するにいたった。続いて1950年代になり ，リース産業は本格的

な発展を示すにいたった。つまり第 2 次大戦後の U . S. A. 経済発展の

過程の中で「機械設備は所有によってでなく使用によって初めて価値を

生ずる」とのス ローガンとともに ，新し い資金調達の手段として飛躍的

な伸展をとげ，その対象物件もタイプライタ ーなと‘ の小型のものから ，

{ 主商リ ース株式会社東京支庖営業部長 国 友 民 三 郎

電子計算機 ・同関連機器などの事務機器や，工場設備 ・商活設備一式な

どにまで範闘を広げるに至った。 ζ れとと もに ，従来はたとえばベル ・

テレホン社のように ，機器メ ーカーが自社製品販売の一手段と して，リ

ースを行な っていたが，1953年にはリ ースの専業会社として， U.  S. リ

ーシング社が設立され，こ れを契機に次々とリース会社が発足 し，今や

U. S . A. における一大産業としての地盤を築くに至っている 。

2  その他の諸国の概況

U. S. A. 以外の欧米諸国のリ ース産業は . U. S. A. におけるほどの

発展は見られないが，カナダにおいては 1959年IC U .  S .  リーシング社

が進出し， 1∞ % 出資のカナディア ン ・ドミニョ ン ・リーシング社を設

立し ，その後もリ ース会社の進出が続いているといわれる。また ，英国

においては19ω 年どろより ，あるいはU. S . A. 資本と自 国資本 との合

弁で，あるいは自国資本独自で次々と リース会社が設立され，リー ス契

約高 も急激に増加しているといわれている。なお ，1966年には ，英国政

府が企業の国際競争力強化を図るため ，国庫からの出資による産業再編

成公社を設立し ， リース利用による新鋭機械の導入ならびに設備の合理

化を，積極的に推進させている。

西ドイツにおいてもやは り19ω 年以降，U.  S. リー シング社との業務

提携によるドイツ ・リーシング社をはじめ ， リース会社の設立があいつ

いでいる。ドイツにおけるリースの特徴としては営業地盤が自国内にと

どま らず，広くヨ ーロッパ共同市場からさらにスイス ・オーストリアな

どまで及んでおり ， 取扱品目も U. S. A. のケース同様動産のみでな

く，土地建物についてもその対象としている乙とである。

その他フランス ・ベルギー ・デンマ ーク ・スエ ーデン ・オランターなど

の諸国でもリ ース会社の活躍が見られる。

国 リースとは

1  リースについて

従来から使われていたリ ース一一広い意味でのリースーーとは， 不動

産または動産の所有者が賃貸人となり ，賃借入にその物件の使用 ・収益

権を認め ，その対価として使用料を収受する契約である。したがって，

民法上の賃貸借契約の一種または類似の行為であり ，土地 ・家屋 ・ピJ レ

などの不動産または船舶などの経済価値の非常に高い動産が主た る対象

物としてリースさ れてきた。

しかし ，現在新聞や雑誌などにたびたび出てくる経済用語としてのリ

ース一一狭義のリ ース一一 ( 以下単にリ ースとは乙の狭義のリースをい

う) とは， 産業用の機織 ・設備 ・自動車 ・鉄道草砺 ・事務用機器ある いは

商業用設備等々の動産を主たる対象と しており ，通常はある企業が新ら

しく 設備投資をする際! C ， リース会社がその企業の要望する必要な固定

資産を調達して，その企業に賃貸 ・リースする点に大きな速いがある 。

そして，乙のリースの狙いは，旧来のように設備機器は購入して 「所

有」 したうえで，その物が物理的 IC使用可能な期間いっぱい使用すると
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いう観念を打破し ，機械設備が経済的に使用価値の高い期間中だけ賃借

して使用料( リ ース料) を支払い ，次々とより新鋭機 ・高性能機に取替

えていくという具合に，機械設備を最も合理的かつ攻撃的に使用しよう

とするものである。

一例をあげると ，宝石類は所有している乙とに意義があるが，自動製

区l機について考えてみると ，それが如何に優秀なものであっても所有し

ているだけでは製図機本来の利益を得られるわけのものでなく ，その用

途に従って使用する乙とによって初めて利益が得られる乙とは百も承知

の乙とである。

しかも自己所有の製図機であっても，あるいは借りものであっても ，

同じ機器であれば使用して得られる利益も同じである。それならば何も

巨額の購入資金を一時に出して所有しなくとも ， リース会社に購入させ

たものを ，経済的に使用価値の高い期間だけリースを受け，その機器の

使用によって得られた利益の中からリ ース料を支払い ，期間が満了した

時点でより性能の高い機器が出ておれば，その機器に借りかえたほうが

遥かに合理的である ，という考え方から開発されたのがリースの制度で

ある。

乙の狭義の リースとよく混同されて使われているものにレン ト ( また

はレンタ J レ) の制度があるが， リースとレンタルの相違点などについて

見てみよう。

2  リースとレンタルの違い

ス レ ン タ J レ

特定のユーザーに貸与さ 同一物件が不特定多数の

① ユ ー ザ ー れ不特定多数聞を移動す ユーザーに貸与される乙

る乙とは少ない。 とが多い。

リース物件の経済的使用 短期間( 最短 1 日から ，

可能年数にほぼ見合った 長くて も 1年ぐらい)

② 契 約 期 間 期間( 通常 2 - 5 年) 原

則として途中解約はでき

ない。

ロス ・タイムカ三ないので 同一期間の使用料を比べ

③使 用 料 リースのほうが割安。 るとレンタ J レのほうカ玉寄j

高。

普遍性に富むもののみな 原則として普? 遍牲に富む

④ 物 件 の i陀閤 らず専用機種 ・特注品で もののみ。

も対象となりうる。

対象物件の性格上ユーザ レンタ J レ会社が在庫とし

ーからの要議によりリー て持っているものからユ

⑤ 在 庫 の 有 無 ス会社が調達する。すな ーザーの要請に応じて貸

わち ， リース会社は通常 しつけるのが通例。

ストックを持たない。

産業機械 ・工作機械 ・電 也子計算機 ・自動車 ・建

子計算機 ・事務機械 ・自 設機械 ・土木関係、仮設機

⑥主な対象品目 動車 ・牽縞 ・商業設jjlli ・ 等

医療機器 ・試験機器 ・船

舶 ・航空機 ・建設機械等

リースもレンタ J レも対価を取って物を使わせる，賃貸するという点は

同じであるが，両者の内容を検討すると前表のような相異点、がある。

3  リースの種類 (方法)

リー スの種類としては ，幾種類かの態様! L 区分しうるが，そのうち最

も代表的な形態であるファイナンス ・リースとリ ース会社からユーザー

に対する サー ビスをより強化 したメインテナンス ・リースならびに漸次

その意義の評価されつつあるリ ースパック ，さらに従来の取引の形態と

リースをシステム化したノマック ・リースについて見てみよう。

(a)  ファイナンス ・リース

乙れは文字どおりリ ース会社が設備購入資金を肩代わりして購入した
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ものを，ユーザーにリ ースするもので， リース期間中の物件の保守管室ぎ

は，買取りの場合と同様すべてユーザーの責任において行なう乙とにな

る。乙のファイナンス ・リースは現行リース取引のベーシックをなすも

のであり，大部分のリース契約は乙れに該当する。なお ，乙のファイナ

ンス ・リースのリ ース料!C含まれる主な原価性質自は ， リース期間中に

回収すべきリ ース物件の償却相当額と ， リース会社がリ ース中 IC負担す

る立替資金に見合う金利と ，その閣の固定資産税や印紙税などの租税公

課，公正証書作成費用 ，損害保険料ならびにリ ース会社が代行する納税

などに関する事務手数料およびリース会社の経費などが含まれている。

(b)  メインテナンス ・リース

ファイナンス ・リースと異なり ， リース物件の定期検査 ・整備 ・修 霊

などまでリース会社がそのまま用と危険負担で行なうもので， リース会ネ土

は過去の経験から算出した適正な保守費用をリース料に織り乙むので，

当然ファイナンス ・リースに比し割高となる。乙のメインテナンス ・リ

ースは自動車ならびに一部の事務機械について行なわれている。

乙の自動車のメインテナンス ・リースについて付言すると ，自動車を

所有した場合，ユーザーは車検 ・保険 ・維持 ・修理 ・納税等々に車鋼管

理にまつわる種々の煩績な業務に追い回わされる乙とになるが，メイン

テナンス ・リース車の場合は乙れらの業務から解放されるのみならず，

事故が起きた場合の事後処置も通常リ ース会社側がユーザーに代わって

処理する乙と ，さらに人身事故の場合!Cもリ ース会社側の豊富な経験に

基く助言を望みうるので，ユーザーにとってきわめて有利な制度といえ

る。

( 注) 人身事故の場合は道義的な責任の面から，ユーザーが表面に出て

被害者との折衝などの事後処理lζ 当たり，リース会社は乙れに助!

言 ・助力するのが通例といえる。

なお，自動車のメインテナンス付リ ースを行なっているのは ，現在の、

と乙ろ専業リ ース会社の中では附日本リースと住商リ ース闘の二社のみ

である( 両社の概略については後述の「日本におけるリースの状況J の。

項参照) 。

(c) リース ・ノてツク( または ，セーJ レ・アンド ・リースパック)

通常のリースの形態はユーザーの要望するものをリース会社が新しく

購入して貸与( リース) するのに対し，リースパックとは，すでにユー

ザーが所有している物件を時価または帳簿価格でリース会社IC売却し，

その後あらためてそのリ ース会社から同一ユーザーにリースする方法で

ある。との方法はユーザー が大量の運転資金の調達を必要とする場合

や，間定資産を流動化するための方法として編み出されたものである。

(d) パック ・リース

今までに述べてきたように ，本来リースは ，法定耐用年数17- 18年程

度以内の動産が主たる対象で，法定耐用年数の長い建物や土地などの不

動産はリースになじみにくいものである。

しかし ，ユーザー側では機械 ・設備だけでなしたとえば工場建家も

一括リース会社で面倒をみるようにとの強い要望が往々にしてある。乙

のような場合，リ ース会社では ，不動産信託制度または従来の賃貸借と

延払とリースとを併用して要望K 応じており ，乙れをパック ・リースと

称している。

回 リースのメリット

では上述のリ ース，特lζ ファイナンス ・リースのメリッ トについて考

えてみよう。

(1)  イージーペイメントで新鋭の機械 ・設備を導入しうる乙と

いかに高価な機械 ・設備であっても ，その機械 ・設備の稼動によりあ

げた収入の中からリース料を支払ってゆけばよいから，ユ ーザーは導入

しようとする機械 ・設備がリ ース料その他の必要経費を上回る収入をあ

げうると見込まれる場合は ，ためらわずにリ ースで導入するととができ

る。



(2) 資金が効率的に運用しうる乙と

リースの利用により ，用意された機械 ・設備の購入資金を他の種々の

用途に使う乙とが可能になる 。

たとえば，運転資金に回せば資金ぐりに余裕ができるし ，将来の発展

に備えた計画もス ムーズに進められるなど，より生きた資金の運用が考

えられる。また ，銀行借入により設備 ・機械を導入した場合は，借入枠

が減少するのに対し ，リー スの場合は温存されることになる。

(3) 事務を簡索化し合理化 ・経費の削減に役立つ乙と

購入の場合には，毎期行なう記帳 ・減価償却資計算や固定資産税その

他税金の計算 ・申告 ・支払， さらには保険の契約 ・支払な どのわずらわ

しい事務手続きが伴うが，リー スの場合にはリ ース会社が行なうので，

ユーザーは乙れらの煩君主な業務から解放され，そのための労力が節減で

きる。なお ， リース会社で・は乙れらの業務を集中的 ・効率的IL運営して

いるので， リース料の中 lζ 含まれている手数料，つまり乙れらの業務! と

対する報酬は ，各ユーザーが別個に行なった場合に比べて割安である。

(4) リース料は全額経費として処理できる

毎月のリ ース料は全額会社の経費として損金算入しうるので，ユーザ

ーにとって非常に有利になる。

(5) 物価上昇時には有利である

最近では景気の好不況に関係なく物価は上昇を続けているが， リース

料はたとえ物価が上昇を続けても ，リー ス契約締結時に取決められたも

のを支払えばよいので，インフレになっても心配はない。むしろ物価上

昇時には ， リース料の実質価値が下落するので，より有利になる 。

(6) 現代のように技術革新のいちじるしい時代に最適である乙と

次々とより性能のすぐれた機械 ・設備が防i発されるので，せっかく購

入した最新型機がわずかの閲に陳腐化するととも珍しくないが，いった

ん購入した機械 ・設備であると ，生産性が低いとわかっていても使用せ

ざるをえないと とになる。と乙ろが リー スの場合IL は，機械 ・設備の最

も経済的耐周年数をリ ース期間とするので，さらに新鋭機への取りかえ

が容易となり ，ひいては生産性の向上に寄与する乙とになる。

(7) その他リ ース利用のメリットとして，企業の財務の諸比率を悪化さ

せないとか，原価管理が容易になるとか，さらには予算に拘束され

ない等々の乙とが考えられる。

最後に東京商工会議所が行なった「リース制度の利用状況の調査J Iζ 

対 して， すでに リース を利用している企業があげたリ ースのメリット

を，参考までに多い 11原に列挙すると ，

①効率的な資金運用が可能になる。

②陳腐化した機械 ・ 設備を使用する必ｾが無くなり ， 常に最新鋭機械

の使用が可能になる。

③ リース料は損金扱いとなるので税制上有利である。

@ 購入にともなう管理事務の簡略化。

⑤金融面上のメリ ット 。

⑥資本収益率の向上。

などとなっている。

回 日本におけるリースの状況

1 概 論

わが国においては，欧米諸国特ICU. S . A. のリース事業の急成長に

刺激され，昭和38年 8 月IL 当時の故市村裕リコー社長が音頭を取られ，

U. S . A . のリ ース ・プラン ・インターナショナルの技術援助を得て設

立された側日本リ ース ・インターナショナルが，専業のリ ース会社の第

l 号である。その後 2. 3 のリ ース会社が役立され，日本におけるリ ー

ス事業の基盤が漸次築かれつつあったが. I昭和43年 6 月に初めての商社

系リース会社として ，住商リース興産剛( 現 住商リース側) ならびに

メーカ 一系のリ ース会社として目立リース( 闘の発足を契機IL . その後次

々と金融機関 ・商社あるいはメ ーカーが相寄り ，それぞれのグループの

リース専業の企業を設立し，現在では大手金融機関および大手商社が乙

の業界 IC出そろった感がある 。

乙れはとりもなおさず， リース事業に対して，金融機関は資金運用面

から見て，また ，商社 ・メーカーは市場獲得 ・商権拡大のための一手段

として，将来性のある事業と目している証左ではなかろうか。なお，昭

和44年 8 月には同業者団体として リース事業協議会( 現在の社団法人 リ

ース事業協会の母体) が，リー ス産業の健全な発展を図るため設立さ

れ，その役割を果たしつつある。

次ICわれわれにとって関係の深い住友系のリース会社である住商リー

ス闘について見ょう 。

2  住商リ ース (株) について

① 概 況

同社は前述のように ，昭和43年 6 月に リー ス営業を開始し . I..!J:業リ ー

ス会社続出のさきがけとなったのであるが，全くそれ lζ ふさわ しく業績

業態ともきわめて順調に伸展しており ，取扱分野についても独創的なア

イディアのもとに ，次々と新しい分野を開拓しており ，建物についても

積極的IL取組むなど，われわれにとっても大いに関心を呼ぶ動きを示し

ている 。

なお ，同社は発足当初は住友商事闘が l∞ 96出資の会社であったが，

現在ではその他住友系の金融機関である住友生命保険 ・住友信託銀行 ・

住友銀行などから ，資本的にも参加してもらい住友クツレーフ。のリース会

社としての基盤をいっそう固めつつある。

② 同社の特色

まず第ーにあげうる乙とは ，同社独自の営業網は現在のと乙ろ東京 ・

大阪 ・名古屋 ・広島 ・福岡の 5 カ所にすぎないが，住友商事側とタイア

ップしているので，全国的に配置された同社の営業網をフルに活用しう

る乙と 。

次の特色として全国50数カ所のキ ーステーション及びサブステ ーショ

ンのサービスネットを使い ，自動車のメインテナンス ・リースを行なっ

ている乙と。

第 3 の特色として，そもそも 同社は不動産関係業務を専業に行なって

いたが，時代の趨勢により ，昭和43年よりリ ース業務も併せ行なうにい

たった経緯からみても ，不動産関係には非常;IC関心が強く積極的 ICパ ッ

ク ・リースを取りあげている 。

その他，同社は商事会社系リース会社であるので，金融機関系列の リ

ース会社に比べ柔軟性に富んでいるーーたとえば普通リース料は期間中

均一であるが，ユーザーの要望IL より最初のうちは若干高くしその代り

あとのほうのリ ース料を安くするとか，あるいはその逆のリ ース料を設

定するなどーーとか，または金融機関系列のリ ース会社の場合は， リー

スを受けるとその額だけ融資枠が減少してしまうなど不利になるケ ース

がよくあるが，同社の場合乙のようなデメリットは全く考えられない等

々が特色としてあげられよう。

3  リース契約の推移と 内訳

上述のように ，現在わが国にはリ ース事業協会が設置され，諸資料の

収集整理などの業務も行なっているが， リース産業そのものがまだ幼年

期になったばかりで， リース業者に対する法的規制も特になく ，契約高

等の正確な数字はつかめないが，東京商工会議所が，わが国リース産業

の中枢をなすリース事業協会加盟の総合リ ース会社ならびに一般ユーザ

ーを対象に行なったリース契約高の推移，およびその物件別分類などに

ついての調査結果などを中心IC見てみよう。

まずリ ース契約高は . 昭和 42年度 3∞億円 . 43年度 443億円. 44年度

1， 220 億円となっており. 43- 44 年度にリ ース会社が次々と設立され

た乙ともあり ， 乙の聞に飛躍的な増加を示している 。 さらに 45 年度は
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2. 2∞億円程度の契約高をあげた模様であり ，46年度は3，α氾億円程度の

契約が見込まれるなどいちじる しい発展をとげているようである。

乙のようなリ ース契約高の急伸展にもかかわらず，民間設備投資額lζ

占めるリ ースの割合は ，年々漸増はしているもののまだわずか 196強に

すぎず，U.  S. A. のそれの 10%強に比し はるかにウ エイ トが低く ，日

本のリ ース産業は今後もさらに ，企業の必要資金調達の新しい形態とし

て普及してゆくものと断言しでもさしっかえないものと考えられる 。

それでは ，次にどのような商品が多くリースされているかについて見

ょう 。

まず事務機械設備としては ，電子計算機および間関連機器のウエイト

が圧倒的に高く ，ついで電話設備，さらに匂送装置 ・会計機 ・複写機な

どが取り上げられている 。なお ，ZE子計算機についてはオフラインもの

のみならず，オンラインものも ，また事務用のみならず生産用のものも

かなり比重が高まりつつある 。

次lζ 運搬機関係で、は鉄道車縞ならびに船舶のリースが著増している 。

自動車についても着実にリ ース車，特lζ メインテナンス付リ ース車への

切換えが進んでいる 。

現時点においては各業界とも新規設備投資手び. かえの傾向にあるた

め，金属工作機械その他産業用機械設備のリースについては，急激な増

加は望めないが基本的なリ ース対象品目として相応の需要を見せてい

る。

また . U.  S. A. 同様わが国においても ，ストア 一関係については内部

設備と建家と一括 してリ ースするパック ・リースが非常に増えており ，

今後もリ ース業界にとってス トア一関係は魅力ある分野と思われる。

固 む す び

以上でリ ースについての説明を終り ，長後lζ リースと建築事務所業務

との関速について考えてみよう。

まず，需要家 α主主) が設備投資するに当たって，機械設備類は リー

スで，建家関係は通常の取引形態をとる場合が考えられる。乙の場合需

要家にとっては上述の リースのメ リット ，特1(. 資金的lζ 余裕がでt きるの

で，より容易に ，より立地条件のよい土地で，より堅牢ですぐれた建家

の建設が可能となる。したがって， リースのメリッ トを十分享受しうる

ような優良需要家の工場建設などについては ，積極的に機械設備類をリ

ースで導入させる乙とにより ，建築の業務にとっても大いにプラスにな

ると考えられる。

次lζ ，既述のように需要家から要請に基き ，今後建家についてもリ ー

ス会社が取扱うケースが増加するものと思われる。 ζ の場合，通常は工

場 ・研究所 ・病院などの新増設に際し ，機械装置と建家とを一括してリ

ース会社が取扱う乙とになる 。したがって，建家の施主はリ ース会社に

なることも考えられるが，設計ーなどは需要家の要望が大幅に組入れられ

ることになろう。

。住商リース 25

大 阪/ 大阪市東区北浜 5- 22 (新住友ピル 2号館) 官官大阪 (06) 203一1221 (大代表)

東 京/ 東京都千代田区神田美土代町 1 (住友商事ピル) 曾東京 (03) 291- 1641 (代表)

名古屋/ 名古屋市中区錦 3ー16- 30(住友生命栄ピル) 曾名古屋(052) 962- 1491 (代表)

広 島/ 広島市紙屋町 2- 2- 10 (広島ピル) 曾広島 (0822) 47- 7231 

福 岡/ 福岡市天神 2- 12- 1  (天神ピル) 曾福岡 (092) 72- 3556 
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高 槻 リ ゾ ー ト レ ー ン

施 工 戸 田 建 設

一て凡必

設計 : ザイゾン設計事務所

所在地 : 大阪府高槻市藤ノ里町

建築面積 : 5， 119m" 

延面積: 6， 168.  642 nf 

情造規模 : R C 、屋根 5 B  1、2 F

工期 : 1970. 12- 1971 .8  

ジャンボ播磨ボウル

施工 フジタ工業

園-

設計: 日建設計

所在地 : 兵庫県加古郡矯磨町 ー

建築面積 : 10，280m" 

延面積: 1  0，410.  67m" 

精造規模 : 5  1  F  

工期: 1971.7- 1971. 12 



完 全 責 任 施 工 年 限 保 証
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- シ グ マ ー ト に よ る ウ ヱ ル ド ダ ス テ ム 防 水工 法

・ 持 株 絶縁 防 水工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

電 ⑫ 年 の 実 績 が 生

シ0マ・ト ｓｐ 悶 ｊ レド ｊｾＮＧｾｾＧＢ
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別 会 ヰ土 名 電 E舌 地 区 別 会 ヰ土 名 電 E舌

北 海 道 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 幌 231 - 7511 代
東

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 清 水 45- 2221代

地 区 日 新 建 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所 札 幌 221 - 5015
三 億 建 材 工 業 株 式 会 社 量量 橋 45- 8211 代

3毎 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 761 - 6 181 代

東 北 f言 栄 工 事 件 朱 ) 仙 台 出 張 所 仙 台 23ー 1735
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 411 - 662 1

地 区 日 新 連 工 付 朱 ) 仙 台 支 庖 仙 台 25- 543 1代 i也 日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋57 1- 5 541 - 4  

伊 藤 建 材 株 式 会 社 東 京 842ー 143 1代

三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 85- 9 15 1- 3

区
宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 331 ー 153 1代

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 3871 代

金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 363- 4341 代

近

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372- 0250- 3

関

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 082 1代
東 洋 建 材 株 式 会 社 京 都 36 1- 9 171

協 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433ー 1961
棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 221 - 91 82代

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 東 京 883- 3 13 1代
畿

中 村 涯 青 工 業 株 式 会 社 神 戸 341 - 5884

日 新 注 工 株 式 会 社 東 京 803- 2411 代

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 541 - 3785- 6

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 22- 3922 

白 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0 171 代

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 385- 278 1代

東
聖 子 口 工 材 株 式 会 社 東 京 444- 3531 代 1也

マ サ J レj歴青工業( 株) 大阪営業所 大 阪 303- 0 241 代

獄 図 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 4861 代

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 458- 4841 - 3

藤 井 工 業 株 式 会 社 東 京 941 - 0271
B 新 建 エ ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 541 - 1607- 8

富 士 エ 材 株 式 会 社 東 京 634- 0161 代
区

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 329- 1023代

務 i歴 膏 興 業 株 式 会 社 東 京 362- 5697代

株 式 会 社 三 洋 技 法 大 竹 2 - 5 155代

北 条 j歴 青 工 業 株 式 会 社 東 京 551 - 2676
中

束 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡 山 23ー 11 8 1代

1也 マ サ J レ 渥 背 工 業 株 式 会 社 東 京 842- 63 11 代
国

豊 永 建 材 株 式 会 社 広 島 61 - 637 1- 3  

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 4751 代
i也

大 手 口 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 広 島 7 1- 4687

3歴 青 建 材 株 式 会 社 東 京 861- 2706- 8
区

株 式 会 社 巴 高 dコzozhc  宇 部 2 1- 0760

i歴 青 建 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 22- 9737 

大 三 工 業 株 式 会 社 晶 松 5 1- 6 8 11 代
四

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 高 崎 22- 3301 - 3

国

大 三 工 業 付 朱 ) 高 知 支 l苫 高 知 8 3 - 7 3 2 8 - 9

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖 埼 玉 31 ー 1225- 7 徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 徳 島 54- 4161 代

区

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 33ー 7697

1也
株 式 会 社 マ J レ ? ス 河 野 商 l苫 今 治 2 - 5 0 0 0代

同 和 主 童 業 株 式 会 社 新 潟 45- 2251 代

区
株 式 会 社 山 本 商 会 松 山 3 1- 6 2 6 1代

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 41 - 514 1代

九

安 穏 工 事 株 式 会 社 福 岡 2 8 - 5 2 0 7 - 9

ゴヒ 石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23- 0775

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 鹿 児 島 23- 9395- 6

件|
株 式 会 社 エ 材 宇 土 北 九 州 38ー 1468- 9

ｾ＠ 有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖 高 岡 22- 0999

i也
株 式 会 社 大 二 商 会 宮 崎 24- 1625

1也 有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 23- 039 1

区

日 建 工 材 株 式 会 社 福 岡 74- 6665代

区 島 屋 建 設 株 式 会 社 金 沢 42- 51 5 1 日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 3 - 2455 - 9

目

. 建設省東計第 240号 制 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 包 括 (882) 2424  ( 代}

関 東支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 京 2- 21- 28 日 新 工 業 株 式 会 社 内 電 総 (882) 2424  ( 代)

関 西 支 部 大阪市東淀川区端光通り←30-2 日新工業株式会社大阪支庖内 71l;18( 329)7737( 大代)

九 州 支 部 福 岡 市 大 手 門 1 - 6 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 出 張 所 内 電 話 (74) 3  4  6  1  
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質疑などの投稿をお待ちしております.

排 煙 設 備 お よ び 非 常 用 の 照 明 装 置 に 関 す る

告 示 に つ い て (その 2 )  

建 設 省 告 示 第33号

i  建築Ｉ ， ｾ ｩｬ Ｇ主法第 ＳＸ 粂の規定にＩ ， ｾづき、建築物文は建

j 築物の部分で、次の各号によ虫当するものについて

Ｚは、それぞれ建築Ｉ，ｾ準法施行令第 ＱＲＶ 条の Ｓ の規

! 定に遁介する排媛設備を設けた主Lt築物文は建築物

の部分と同等以上の効力があると認める。

1. 階数が 2 以下で、延べ間約が 200平方メー

トル以下の{ 主毛又は床而械の介計が 200平 :

方メートル以下の長屋の{ 王戸の荷重で、当:

該病室の床面Ｚｦｬｾの ＲＰ 分の ｬ 以上の換公上有 ［

刻j な窓その他の/l，l口部を訂するもの。

2  法第27条第 2 m首12号に該当する危険物の:

貯蔵場若しくは処理場、自 !li1Jll ll/l/di 、i副長 j

機械室、繊維工場その他これらに類する主主;

築物又は建築物の部分で、法令の規定に J長j

づき、不燃性ガス消火設備又は粉末消火設 j

備を設けたもの。

3  高さ 31 メートル以下の建築物の部分 (法別 i

4  

表第 1( . 、刷に掲げる用途に供する特殊建築 i

物の主たる用途に供する部分で、地| 滑に存 i

するものを除< ＰＩ で、ｾＨ居室を除〈 。 次 ［

号において同じ。) にあっては、次のイ又は :

ロに、居室にあっては、次のハ文はニに談;

当するもの。

イ 壁及び天井 (天井ーのない場合においては J

屋娘。以下同じ。) の室内に面する帯/ ) 分の:

仕上げを不燃材料又は準不燃材料で し、 j  

かつ、屋外に面する| 羽白書日以外の| 消口音/1 :  

のうち 、居室又は避難の用に供する部分 i

に商するものに令第 112条第 14J買に規定 i

する械i阜の甲tjWi 火戸又は乙積| 坊火戸を J

それ以外のものに戸文は扉を、それぞれ :

設けたもの。

ロ 床街械が 100平方メート J レ未満で、令tf¥:

126条の 2 第 1 J貨に掲げる| 切煙壁により j

区画されたもの。

床面積 100平方 j ートル以内ごとに耐火 i

構造の床若しくは援又は令第 112条第 14 ;

墳に規定する構造の甲種|坊火戸若しくは (

乙極限J 火戸によって区画され 、かつ、壁 i

及ぴ天井の室内に面する部分の仕上げを i

不燃材料文は準不燃材料でしたもの。

ニ. 床面積が 100平方メートル以下で、 M及 j

ぴ天井の室内に而する部分の仕上げを不 :

燃材料でし、かつ、その下地を不燃材料 j

で巡ったもの。

rE さ31メートルをこえる建築物の床而椴100 :  

平方メート J レ以下の室又は開室で、耐火椛 :

i主の床若しくは喰又は令第 112条第! 4J 1' i に:

規定する椛巡の叩的| 均火戸訴しくは乙許制，jj ;  

火戸で区画され、かつ、! 芝及び天井の室内 j

に宿する部分的仕上げを不燃材料文は準不:

燃材料でしたもの。

この告示は令第 126条の 3 のすべての規定に

従わなくても同等以上の効力があると認めたも

ので、見方をかえれば令第 126条の 2 のただし

内の追加と考えてもよく、告示 1 号から 4 号に

該当するものは 排煙に ついて全然考慮しなくて

もよいことになります。 以下各号について簡単

な3見明を力日えます。

1号 これは小規模の住宅などでは避難に要

する 1時間も短かいので、排煙上有効な関白書11が

なくてもよいことにしています。 しかし条件と

して換気の窓が要求され、無窓での機械換気し

た居室は緩和されません。 なお 200平方メート

J レ以下の長屋の住戸の屑室として各住戸が 200

平方メートル以下の長屋における居室も当然含

まれます。

2号 不 燃 性 ガ ス 消 火 設 備 ま た は 粉 末 消 火 設

備を設けた場合、その部分を密ぺい状態にして

酸素量を i成少させて鋲火させることが目的であ

るので、排煙設備を設けることは逆作用となり、

本来の目的にそいかねるので、排煙設備を不安

としたものです。なお、文中、法令の規定に基

づき" の法令とは消防法のことを指しています。

3 号 |坊火区画あるいは防煙区画と内装制限

を附加して排煙設備の設置を不安としたもので

ありますが、法別 表 第 1(い糊に掲げる用途に供

する部分で地|滑に存するものがのぞかれていま

す。 室 ( 居室を除< ) と居室にわけでそれぞれ

緩和されていますが、これについて一般的に建

築物の避難の重姿性から考えますとつぎのごと

くなります。

居室一一→廊下一一→階段一一→外部へ

非居室 /

Ｈ数字は防火 ｩｬｬｈＡ ＱＱ の ￭ｦＨ ｾ 法 性より みて順につけましたＩ

したがってここでの室( 居室を除く) とは上記

の非居室を当然指すわけで、廊下などは含まれ

ません。

イまたはロは室( 居室を除< ) の場合で 、これ

により合庫などで天井をわざわざ張って 排煙 設

備を考慮する必要がなくなりました。 ハまたは

ニは居室 の 場 合 で 、 100平方メートルまて' の小

さい部分に| 切火区画されているかあるいは小さ

い部分て' 内装制限したも のは不 安 とな りました 。

4 号 3 号の規定は 31 メートル以下の部分に

ついての規定で、 31 メートルをこえる ffll 分は室

( 病室を| 徐< ) と 屑塗の差がなくなり強化され

ています。 文章的に疑義があろうかと思います

. が、主旨から考えまた建設省の説明もあり 3 号、

4 号をつぎのごとく」まえます。

r- i  

i ↓  

4号適用

3号適用

建 設 省 告 示 第34号

j 建築基準法第38粂の規定に基づき、建築基準法施

j 行令第 116条の 2 第 l 項第 1号に該当する窓その

: 他の関口音/1を有する居室及びこれに類する建築物

: の部分( 以下「居室等」という。) で、 次の第 1 又

: は 第 2 に該当するものについては、令第 126粂の

5 の規定に適合する非常用の照明装置を設け た居

: 室等と 同等以上の効力があると認める。

第 1 .  j盛雄| 渚に存する居室等にあ って は、当該

居室等の各部分から屋外への出口のーに至。

る歩行距離が30メートル以下であり、かつ、j

避鰍上支障がないこと 。

第 2. 避難階の直下階又は直上階に存する居室

等にあっては、当該居室等から 避難階にお

ける屋外への出口又は令第 123条第 2 項に

規定する屋外に設ける避難階段に通ずる出

入口に至る歩行距離が20 .1 ートル以下であ

リ、か つ、 i壁餓上支障がないこと 。

これは非常ー用の照明装置の緩和措置の告示で

す。 令 第 116条の 2 第 1 項 第 1 号 に 該 当 す る 居

室は、天空光により避難することもできるので

その避難距離が短かい場合には不安としていま

す。

第 1 この場合、すべての部分から 30 .1 ートル

ル以下が必要です。 ( 図 1参照)

日 出口 1fし山川口

Ｈｩｾｬｩｦ 不要Ｉ ( 設置不要)

図 1

第 2 この場合も第 1 と同じで、すべての部

分から 20メートル以下でなければ緩和されませ

ん。なお、つぎの 2 通 り が あ り ま す の で図 2 を

参! 照して下さい。

避難階の直上階の場合

( A)  

20m以下

避難階の直上階の場合

( B)  

図 2

令第 123条第2

項に規定する

屋外避難階段

( 大 阪 市建 築 指 導部 審 査 標 平 林 孝 )

建築 と社会 / 1972年 6 11 1;
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ヰL中見オリンピック村に 〈ストラミント〉の

優れた断熱性をかわれ採用された 。

に:、. F

官、A F

J恐i

ｾ保田建結

ス ト ラ ミ ッ ト に は わ ら の も つ 曜 た か く や わ ら か い 独 得 の 材 質

感 が あ り ま す 。 間 仕 切 や 内 壁 ・ 床 下 地 に 使 用 す れ ば 、安 定 し た

ソ フ ト な 感 触 が え ら れ ま す 。

- 断 熱 性 に 優 れ て い ま す・・ ・ス ト ラ ミ ッ ト は 、 木 材 羽 田 板 ( 杉 板7mm) の 6倍、土壁

(60mm) の 2，5倍 、 コ ン クリ ー ト(100mm) の 場 合 は 約10倍 も す ぐ れ た 断 熱 性 能 が

あ り ま す。 極 寒 や 晋 告 容 を さ え ぎ り 室 内 の 冷 暖 房 効 果 を 鴛 く ほ ど 高め ま す。

・ 騒 音 ・ 雑 音 を 防 止 て' きます・ ・・ストラ ミッ ト は 遮 音 性 に す ぐ れ 、 平 均 遮 音 率

は 3 2 dBを示 し て い ま す。こ れ は 4mm合 板 の 10枚 分 に 相 当 し、 隣 室 や 外 界 か らの

騒 音 を 効 果 的 に 防 ぎ ま す 。

. ・ 万 一、 火 災 が 起 き て も 安 全 で す・・・特有の防火性能があり、万一 燃 え て も 、わ

ら の 表面 が 炭 化 す る だ け で' 内 部へ の 火 が通 り ま せ ん。 し か も 恐 ろ し い 有 毒 ガ

ス の 発 生 が な く、 火 災 に 対 し て も 極 め て 安 全 で す。 表面 に 不燃 材 料 、 準 不 燃

材 料 を 使 用 す る と 防 火 匙 材 と し て い っ そ うの効 果 を 発 揮 し ま す。

石醐② 30

極②15

発 売 元 製 造 元 ( 久 保 田 鉄 工 系 列 会 社)

アスフ アルト露出防水

ストラ ミット②50

久 保 田 建 材 工 業 株 式 会 社 関東ス卜ラミット工業株式会社

本 社 東 京 支 l吉 東 京 都 中 央 区 日 本楠 室 町 3 - 3  T  E  L  ( 279)  21 11 干 1

茨 城 県 縮 敷 郡 新 利 保 村 大 平 中 山 T E し 柴 崎 029737ー 1 7  2  ( 代)

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 7  7  T E L ( 448) 7121 

札 幌 営 雄 所 札 州市 中 央 区 北 三 呆 西3 - ，- 44 T E L ( 281) 2481 〒 060

仙 台 営 揖 所 仙 台 市 本 町 2 ー 1 5  - r  1  T  E  L  ( 25)  8151 干 980

名 古 屋 営 機 所 名 古 屋 市 中 村 区 米 屋 町 2 - 6 7 T E L ( 563) 1511 干 450

広 凪 営 揮 所 広 島 市 基 町 5 - 4  4 了 E L  ( 28 )4835 干 730

福 岡 営 揖 所 油 田i 而 中 央 区 天 神 1 - 1  0 - 1  7  T E し ( 78 ) 5181 干 81。

製 品 紹 介 . 屋 恨材 ・コロニアル・竪羽 田・ 不 燃 サ イデインク 、壁 材 ・ カ ラ ー ベ 去 卜 / シン クル・カ ラー シー ト、 カ ラー卜 y プ、

パ ー マ トン( 近日発売) ・フ レ キ シ ブ ルボー ド ・K C パ ネ ル

“ テ ク ニ カ ル ・ シ リ ー ズ" を お 送 り し ま す。

クボタコロニアル等を使った慢れたデザインの建築例を取材し、 7 ボタカラーベスト ・テクニカルシ 1) - A を発行しています。口 A 4 干1I カラー〈プラン 目

エレベーシヨ y ディテー J レを掲載〉口ご希望のかたは本社 8 A 係まで ・ス トラ ミy トの資料をお送りします。ご請求は本社 8 A 係まで。





読者の頁

ひ ん し

瀕死の都市

畑 中 幸 雄

退 院 し て き ょ う 、 久 し ぶ り に 外へ 出 て み た。 な 夕 方 を 境 に す る が 如 し いや、ぜんぜん迷う 。

ん と 篤 く じ ゃ あ な い で す か。 病 人 は 、 健 康 体 に な ろ う と 、 内 服 薬 を 飲 み 、 塗

附近のあるアパートの司王である 。 そのアパート り 薬 を 使 い 、 又 手 術 を も す る 。 健康な都市が、

は 、 装 出 入 口 と 隣 接 道 路 の 聞 に 、 巾 3 メ ー ト ル よ り 生 活 を 良 く す る 為 に 、 各 磁 の 工 事 耐 策 を 取

深さ 2 メートノレ程の織が有る 。 その道路と 出入 っ て い る の だ ろ う か ? いいえ、それも又違う 。

口 を結ぶ為に 橋 をかけてある 。 それはお粗 末な 病 気 の 都 市 が 、 せ め て 少 し で も 健康 体 になろう

ヰ勿であ っ た。 として、あえぎ、頑 Ｕｾ っているのである 。

久 し ぶ り の 世 間 を 、 春 先 の 太 陽 に 照 ら さ れ て 、 き ょ う 、 私 が 、 巡 っ た 道 で も 掘 り 起 し て 工 事 を

の ん び り 歩 い て い た 。 していた 。 身 体 の 致 る 所 の 、 吹 き 出 も の 、 怪 我

「あれ つJ 少 々 、 戸 惑 っ た。 等 の 為 、 手 術 後 が 無 惨 で あ る 。 つ ぎ は ぎ だ ら け

と て も で は な い。 人 聞 が 屠 る 所 で は な い は ず の の 瀕 死 の 都 市 、 フ ラ ン ケ ン シ ュ タ イ ン は。

所 に 人 が 居 る 。 な ん と そ こ に は タ コ ヤ キ 屋 の 屋 都市計闘を含む建築物一一私は、こう呼んでい

体 が で き て い る で は な い か 。 フ ロ ー レンスには、 る一一ーの重要性は、ここにある。 ー建 築 家 を 志

橋 = 住 居 の ポ ン テ ・ポ ッ キ オ 械 が、有ると 聞 く す 背 年 か ら 言 わせてmきます。

が・・ ー。 老 婦 人 が 2 入 居 た 。 適 当 に 11畏かい日で 今 、 あ な た が 設 計 し て お ら れ る そ の 建 物 、 又 、

も あ る し 、 商 売 米 日 向 ぼっ こ で も し て い る の だ 工 事 を さ れ て お ら れ る そ の 建 物。

ろう 。 私 の 全 〈 予 期 し て な い II'; が起こ っ た。 そ もっ と 、 建 築 、 土 木 、 都 市 、 つ ま り 人 聞 を も 含

ん な 所 に 屋 体 が で き る な ん て 恩 わ な か っ た。 そ む 生 切 を 愛 し て 欲 し い. 全ての事 務 所 が そ う で

の 老 婦 人 は 思 っ たであろう 。 あ る と は 言 え な い が 、 そ れ は わ ず か ひ と 握 り の

「立地条件段通 附 近 子 供 多 目当良好J 数 だ と 思 う 。 そ の 建 物 が 、 人 間 社 会 に 明 日 出 現

以 前 、 清 家 消 先 生 の 競 演 で 聞 き ま し た。 す る 事 に よ っ て 起 こ す;隊 司 の 袈 紫 を 。 都 市 の サ

Roma  was n't  bui l t in a  day.  イン 、役 目 、 経 済 流 動 、 人 口 移 動 、 交 通 計 画 、

ロ ー マ に 於 い て 建 物 の 多 く は 、 組 秘 進 で あ る 。 情 報 活 動 等 が。 し か も 建 物 の あ る 限 り 続 く の で

一 つ の 建 築 物 が で き る 迄 に は 、 相 当 の 年 月 を 1そ ある 。 時日乎、恐る べ く破廉恥。

す。 と こ ろ が 日 本 に 於 い て の 架 構 法 な ら ば 、 昨 A  そ の 建 物

日 始 め て 、 き ょ う 完 成 し て い る 事 も し ば し ば 有 r  現 在 迄 の 人 間 生 活 の 各 種 要 素

りうる 。 ロー 7 に比べて、非常ーに短い工期が可 L  そ の 建 物 に よ っ て 起 こ さ れ た 、 そ れ 以 後

能 な の で あ る 。 の人間生活の各種主ｾ ｾ 転

文、こんな司王もあ っ た。 去 年 の 容 の II'; である 。 T そ の 建 物の あ る 時 間

自 転 車 旅 行 の 為 、 住 居 と し て い る オ ン ポ ロ マ ン

ン ヨ ン を 、 十 日 程 あ け た 時 の ZI'; である 。 阪 急 屯

II1の 線 路 が一 本 地 設 さ れ 、 敷 地 は 広 が り 向 く な

り、更にコンクリ ー ト の 擁 壁 ま で で き て い る で

は な い で す か。 そ れ は 通 勤 途 上 の 地 で あ り 、 工

事は毎日見ていたのであるが・・ー・ 。

ある日 ￟ｬｾ 日、私は曽線駅前にｸＴい物に行 っ た 。

. マ・あるべきものがない / / 、 と は 、 こ ん な 時 に

も使うのだろう 。 相 当 激 し い二 日 酔 い か と 怠 っ

た。 ど う も 変 な 感 じ で あ る 。 向 う は 、 ど こ か で

見 た よ う な 街 で あ る 。 何 の 事 は な い。 駅 前 の ゴ

チ ャ ゴ チ ャ し た 家 並 が 、 ゴ ソ ッ ときれいになく

なって い る の で あ る 。 その前の日明日に有った、

オ ン ポ ロ 商 底f封がなくな っ てしま っ たのである 。

そ し て 、 そ こ は 今 、 ロ ー タ リ ー に な り つ つ あ る 。

今も、刻刻! と時 l閣は成り 。 社 会 は “ 悲 腿 な る 変

身 " をしている 。 アルサロ の おねえちゃんが、
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.  ( ! t"，( IJ 仁{ま申言官民 i μ トの土世ぜL7恥。

隣比琉止件続I dG配置( h芝甑くち" ご

［ｦｪＩ｢Ｍ ｏｉｔ ＨＺ 手 ｾｉ 、。

H  人 IHI の 歴 史

H'  そ の 地 域 の 人 間 の 歴 史

H = L .  T である 。

又 そ の 時

L = A '  t  

1972+  T の時、 1 を 平 均 的 文化 とし 、且 つ そ れ は

有 意 義 な 建 物 か 否 か の 判別 式

#ー 1 く A → 平 均以上て' あり有意義

喜= l > A → 平 均 以 下

わ ず か の T 期間中だけでも市民から主主 ば れ た い

ものである 。

ところで、隣地境堺線の中しか見えない機な宣宣

言十は、したくないものである 。 隣 接 敷 地 は も ち

ろ ん の 事。 そ の 地 域 全 般 に つ い て 考 え た い。 健

康 な 都 市 の ど の 位 置 で あ り 、 何 を 意 図 と し て い

るかを 。 なぜならば、 地 域 の一 個 と し て 考 え な

いZIJ. に は 、 建 物 の価 値 は 前 述 の 様 に な る で あ ろ

うから 。( Fi gl )

全 〈 、 土 地 に ? ッ チ してない一 見 別 世 界 の 建

物 か と 思 う 物 や 、 場 所 を チ ヨ ッ ト 誤 っ た ば か り

に、数年で盛り場にな り、その中に淋しく住宅が

ある 。 ま し で も や資 本 主 義 国 家 のZI'; である 。 隣

りの喫茶庖が、 明日 は あ る か な い か わ か ら な い

の で あ る 。そ う い う 固 な の で あ る 。ーー一新 陳 代 謝

一 一つまり 一 般 に 構 造 的 寿 命 よ り も 短 い 社 会 的

寿 命 を 考 え る べ き で あ る。 20年一 税 法 で言 う木

造 住 宅 耐 用 年 数 ー 先 の そ の 地 を 予 測 し な く て

は な ら な い。 それは困難な司王である 。 しかし、

予 iJII J で き な け れ ば 、 建 物 の 寿 命 は 更 に 短 かくな

る。 そ れ は 、 設 計 者 に し て も 施 工 者 に し て も 悲

しいZJo;t.ご。 r あ の 商 庖 が 倒 産 し た 。J と11fl <  11寺。

隣地境堺線内は、 m潔にしていても病原菌は、

隣地境掛l線 外 か ら 侵 入 し て く る 。 太陽光線も、

隣地を避ける司王はないであろう 。

タ コ ヤ キ 屋 の 屋 体 は 、 老 婦 人 が 造 っ た。 コン

ク リ ー ト の 擁 壁 は 、 阪 急 電 車 が 造 っ た 。 駅 前 改

造 は 、 商 庖 街 と 地 方 公 共 団 体 が 行 っ た。 - ) 週間て¥

こ ん な に 世 間 は 手 術 を し て し ま う の で あ る 。 一

一 時 叫 、 無 秩 序 な 資 本 主 義 一一 一 週 間 先 も 予 測

• jt( ct" .  1. . .，0"' 比司i z . 乏し t三サ

ａＮｾ 止 と ｦ 訴すの 峰 。寺を止。る私土岡 ιｻ 士

句を l l J 色町 で みる。

F ig :  1  
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で き ぬ 早 さ で 新 陳 代 謝 す る 世 界。 致 る 所 、 吹 き 隣 地 境 堺 線 よ り 外 を 見 な い か ら 、 統ー さ れ た 主

で も の 、 負 傷 、 骨 折 の 都 市 は 健 康 で な し 、。 旨 の 地 域 に な ら な い の で あ る 。 結 局 、境 堺 線 の

W hy  he  doe sn't  hea lth ? なぜならば、それは、 一 中 で 建 物 の 前 を 後 を 、 右 を 上 を 、 刻 っ た り 、 ひ

11/;1一 個 の建 物 、 又 、 都 市 の 知 的 貧 困 に あ る 。 主 っ ば た い た り 、 塗 っ た り 押 え た り し て い る の み

旨 が 正 確 で な い か ら 。 手 術 、 手 術 、 手 術 、 な の である 。

で あ る 。 公 務 員 の 友 達 に 聞 い た。 r今 、 我 々 の そんな都市は、瀕死の病人のようなものだ。もヲ

や っ て い る 都 市 計 画 は 、 応 急 処 置 で あ る 」 。 少 し 考 え て み た ら ど う だ ろ う か。

応 急 処 置 と は 、 臨 時 と い う 司 王 で 近 年 に 変 更 す る 月 工 期 短 し

の で あ る 。 一体 、 こ の 自 に 見 え る 河川、橋、 建 築 永 し

高速道路、建物、その内、と' れ一 つ 破 壊 の 予 定 人 類 更 に 又 永 し "  

で 造 っ て い な い と 言 え る の だ ろ う か ? 更に又、 病 み 上 が り に て 。

「建築協会の体質を改善するために愚話を呈しました」

工 芸 高 校 山 田 修

建築という仕z y ; 併は、創造力が存分に発揮できる、 だ け で あ る 。 こ れ だ か ら 、 若 い 人 達 の 足 は 遠 の

す ば ら し い 仕 事 で あ る 。 き 、 長 老 だ け が 建 築 O B会 を 楽 し ん で い る よ う

とこ ろ で 創 造 カ と い う も の は 、 既 成の慨 念 を 否 な サ ソ カ ク に お そ わ れ る 。 r異 議 あ り 」 の声は、

定 し 、 破 壊 す る と こ ろ か ら 出 発 し て い く ( こと 余 程 の 狂 人 か 、 俗 に い う 〈世 間 知 ら ず〉 で な い

わ っ て お く が 、 何 で も 頭 か ら否 定 す る の で は な と 発 言 で き な い の で あ る 。

〈、理論的に物事が成立していくように否定する )。 そのいい例が、 5 人 の 選 考 委 貝 の 代 表 が r A さ

し か し な が ら 建 築 の 戦 場 は 、 新 し い 仕 事 を 造 り ん ・B き ん を 次 期 の 役 貝 に 選 び た い と 思 い ま す

出 し て い 〈 に は 、 余 り に も 古 い 職 場 で あ り 、 形 が 、 異 議 あ り ま せ ん か」 と発言 し 、 続 い て 「 奥

成 主 義 を 拾 て き れ な い 人 R1J I刻 係 が 、 は り め ぐ ら 殺 な し 」 の 声 が 終 る や 否 や 、 さ っ そ く と 印 刷 き

さ れ て い る 。 れ た 4 7 年度役貝表が、 IJ. ¥Oj 努局より配布された

ち ょ う ど 、 こ の フ ン イ キ が 、 そ の ま ま 建 築 協 会 〈手回しのよさ 〉 によ っ て 証 明 さ れ た 。

の体 質 と な っ て 生 き て い る よ う に 思 う 。 こ れ な ら 、 始 め か ら た い そ う な ホ お ぜ ん 立 て '

過 目 、 上 層 の 役 員 を 決 め る 本 会 評 談 只 会 に 出 席 を せ ず 、 あ っ さりと 一 同 に そ の 役 員 表 を 配 つ で

した 。 まず 5 名 の 選 考 委 員 を 選 ぶ の で あ る 。 ー く れ た ら 、 時 間 の 浪 費 も 防 げ よ う と い う も の だ。

問 、 黙 し て 諮 ら ず の 時 が 流 れ る 。 しば ら くして こ ん な 演 出 を し て 「稚 で も な れ る 役 貝 で は な い 」

こ の 困 苦 し い 沈 黙 を 助 け る よ う に 「 昨 年 度 は 、 と い う 重 み と 名 誉 を つ け な け れ ば な ら な い の だ

ど ん な 選 考 に な っ て い ま し た か J の質 問 が で て ろ う か。

きた 。 と い う こ と は 、 や は り 委 貝 の 選 考 に 疑 問 ついに小生も、この霊くるしいフンイキに絶え

が あ る こ と を 表 明 し た の で あ る 。 きれずー こ と 発言 させてもら っ た ( こ の 発 言 は

し か し 、 そ れ 以 上 は 進 ま ず 、 事 務 局 の お き ま り 当 日 の も の で な く 前 回 の 会 合 の 発 言 で あ る )。 別

の 返 す 併 に 寸 か さ ず 「 そ れ で は 昨 年 通 り に や っ て 室 に ま で い っ て 決 め ら れ た 事 に 、 ど う し て 発 言

い た だ い て 結 構 てe す」 の 発 言 が 、 た た み か け る が で き ょ う か。

よ う に 同一 人 か ら 出 さ れ た 。 何 の こ と は な い。 要 点 を 簡 記 す る と 「 こ れ は 会 殺 で な は く 、 事 務

事 務 局 突 を 早 〈 進 め て ほ し い 、 と 逆 に 催 促 し て 局 の 決 定 事 項 の承 認 会 で は な い か。 こ ん な 状 態

いる の である 。 事 務 局 よ り 案 が 出 さ れ 5 名 の選 で は 、 こ ん ご 若 い 会 貝 が ど し ど し ふ え よ う と い

考 委 只 名 が 読 み 上 げ ら れ た 。 その 5 名 は 、 会 場 う の に 、 若 い 人 途 の声 が 、 協 会 と し て ど の 程 度

を し ず し ず と 退 場 ( こ う い う 表 現 が ピ ッ タリ ) とり 上 げ ら れ て い く の か 疑 問 に 思 う 」

して 別 室 で 、 上 部 役 貝 を 決 め る の で あ る 。 これ

も 事 務 局 突 を 、 そ の ま ま 了 ゑ し 、 上 部 役 貝 名 が 、

そ の 代 表 に よ っ て 発 表 さ れ た。 これが会議か、

とつ い い い た く な る 。

小生は、過去 1年 間 だ ま っ て 数 回 の 会 合 を み て

い た が 、 す べ て 同ー の 進 行 状 態 に は 驚 か さ れ た 。

と う て い シ ン マ イ カ ヘ 牧1を い え る フ ン イ キ で は

な い の で あ る 。 キラ星のごとく 長 老 が 並 び 、 す

べ て コ ト は 事 前 に 決 め ら れ 、 た だ 形 式 的 に 定 款

に合 わ す べ 〈 会 談 が 開 か れ て い る の に す ぎ な い 。

居 並 ぶ 人は、i ' t mな11寺 問 を き い て 沈 黙 の 時 n.nを

奉 仕 し て い る だ け で あ る 。 設 か が 「 評 議 貝 に 出

る の は 税 金 と 思 え ば よ い 」 と な ぐ さ め の 言葉 を

い っ てくれたが、車党金でも、ちゃんと 百十のーをし

て 納 得 ず く め で 納 め て い る 。

と こ ろ で 事 務 局 案 が 、 い ま ま で に 「異議あり、

と否定 さ れ た こ と が あ る の だ ろ うか。 否 定の な

い と こ ろ に 進 歩 は な い。 む し ろ 、 あ る の は 退 歩
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こ ん な 日 常 サ ハ ン じ な 発言 も 、 利 害 関 係 の な い

学 校 の 教師 だ か ら こ そ 、 い え た と 思 う 。 小 生 が

小 設 計 事 務 所 の 一 所 只 な ら 、 お そ ら く い い た く

て も い え な い し 、 ま た い わ な か っ たと思う 。 上

層 の 役 貝 に 各 社 長 が ズ ラ リ と 並 ん で 頭 デ ッ カ チ

の 協 会 の 体 質 は 、 伝 統 と し 、 う 重 み に 支 え ら れ て

生 き て い る 。 と い え ば 、 い い す ぎ だ ろ う か。

こ の と こ ろ 、 わ た し 遥 の 学 校 で も 差別 問 題 を 含

め て 同 和 教 育 が 、や か ま し く 叫 ば れ て い る 。 協

会 と も な れ ば 、 す べ て の 人 が 平 等 の 立 場 に 立 ち 、

ま た 立 ち 返 っ て 発言 でき 、 セ ッサタクマして、

建 築 の 研 さ ん を 積 め る フ ン イ キ が ほ し い 。 こ ん

ご 、 若 い 役 只 が ど ん ど ん と 選 ば れ 、 ま た 会 合 に

ど し ど し 出 て き て い た だ く よ う 広 〈 先 挫 諸 士 の

ご 援 助 を お 願 い す る 。

こ ん な い い に く い こ と を 、 い わ し て い た だ い て

失礼千万とは思、いますが 、 ど う ぞ 苛 2 才 的 f凸話

と思 っ てお 言午 し 願 い た い と 存 じ ま す。

園大阪大林ビル

'":t 

国大阪国際ビル

.. 

/十rr:; tE  t人

トー」 ト

千

岳山

μ  請青

干F IY 「ヨ ;-司F

陀盟社 !ー
「帯i?: 

f03BE  ロィヒオi
「

ｾ＠ Ｇ ｾ ｲ＠ ｾ ｉ＠ ]  

.__ 
w v  トートー

.. 

」

基準際平面図
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る
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軽 量
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断 熱

法 定 耐 火 材 料

高 知 相 互銀 行 松 山 北 支J苫

愛 媛 県 松 山 市

設 計 平 建 築 段 計事 務 所

施 工 清 水 建 設 側

使 用 個所 カ ベ

而七た

. シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す D

1  ユ 二 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・介 庫之II 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・休 育 館等

4  軽 量化 を 要 す る 問 j門建 築物 ・軟 弱 地 斡 の 建 物

;5. .ポレ1I/'7-:x.. 販 売 株 式 会 社

5  鉄 骨耐 火 構造 の 建 物

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  
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口写真と槻要をどしどしお送り〈ださい.

凡例 ・a 所荘地 b. 建築面術 c  延而械 d  構造鋭校 e . 工 JYI 

766.  "'" E@. 
野 市 庁 舎 I 767.  

設計 : 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施工: 鹿 島 建 設 K K 大 阪 支 底

a  兵庫県竜野市竜野町宮本10凶- 43

b.  1，440 .74 m'  

c.  4，573. 72 m'  

d.  R  C 造、 3 F 、 P l

e.  11自利46年 5 月-s11和47年 2 rJ

森 石 油 側 本 社 及 給 油 所 I 768.  

設計 K K 問 組 大 阪 支 庖

施工 K K 間 組 大 阪 支 庖

a  . 大阪市西区南場江立花通5- 8

b.  603 m'  

c.  971 m'  

d.  S  R  C  造、 2 F  

e. 昭和46年10 日~昭和47年 3 月

条 フ フ ザ

設計 : クリエート 建築設計事務所

施工 住 友 建 設 K K 大 阪 支 庖

a  京高日市中京区西/ 京北笠井町

b  .  928 m'  

C .  8，165 m'  

d .  S  R  C 造、 9 F

e  昭和45
i
f l 0月~昭和47年 3 月

769. レ ナ ウ ン 大 阪 商 品 セ ン タ ー I 770.  滝 野 町 中 央 公 民 館 I 771. 小 牧 市 市 民 会 館 ・ 公 民 館

772.  
。

設計 : K  K 鴻 池 組 設 計 部

施工 K K 鴻 池 組

a  大 阪 府 茨 木 ili lニ針田T 1  7  

b.  2，265 m'  

C  .  11 ，598 m'  

d.  R  C 泣、 5 F

e .  11目制46
i
Jo 8 月-11百手04711"3月

設計 小 野 建 築 設 計 事 務 所

施工 : K K 鴻 池 組

a  兵庫県加東町滝野町下滝野1369

b  .  832  m'  

C .  1，319  m'  

d.  R  C j主、 2 F  

e.  11目布]46年 8 月~昭和47年 3 月

設計 : 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施工 佐 藤 工 業 K K

a  小牧市大字小牧 3 3  0  0番地

b.  4，408.90 m'  

C  • 9，844 .98 m'  

d.  R  C一 昔II S 造、4F 、Bl ，PH3

e  昭和45年 7 月- 1昭和47年 3 月

医 院 I 773.  ひ じ り 幼 稚 園 I 774.  香 芝 町 立 五 位 堂 幼 稚 園

設 計 大 山 由 之 主 主 築 研 究 所

施工 K K 柳 谷 建 設

a 札 腕 r I i JII IlJ 

b.  125. 17 m'  

C .  148.29 m'  

d.  S 泣、 2 F  

e.  1昭和451平8 月- 1昭和146年 6 月

設計 K K 三 座 建 築 事 務 所

施工 。K K 竹 中 工 務 底

a  大 阪 市 東 淀 川 区 宮 原 町

b.  407. 23 m'  

c.  751. 90 m'  

d.  R  C i立、 2 F 一帯11 3 F  

e  .  昭和J46年 5 月~昭和47年 1 月

設計 : K K 日 匠 設 計

施工 : 岡 本 工 務 庖

a. 奈 良県北高城間l香芝町五位堂

b  .  434.1 m'  

C .  868. 2 m'  

d.  S  i丘、 2 F

e  昭和46年 7 月- 1昭和 47年 2 月
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なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T O T O のホーローパス ICは、ピン ウ ・ブル ー ・グリー ン ・イエロー ・アイボリー ・ベージュ ・1']"磁の 7 色のカラーと白色があります。

T OT O鋳鉄車一日- 1¥ヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金具付)

和洋折 中形エプロンなしパス

1，210X720X555 

容量 25011

専用フロフタ Y 9152 持10( #20)

￥ 2，750 

乙のほかにも、たくさんのホーロー

パスがあ ります。右記までと請求下

さし、。カタログを差し上げます。

E J  U6  
担単位K釘

東 陶 機 器 株 式 会 社

本社

干802 北九州市小倉区篠崎町458

大阪営業所

干530 大阪市北区曽根崎上2-31-6

(梅新第一生命ビル東館)

T E L  (06) - 346- 1181 



クラスメート

84
C
京都高等工芸学校( 現京都工芸繊維大学)

昭和 18年10月卒〕

友よ り ( 敬粕: 略)

平塚 糟 大成建設K K 大 阪 支 庖 彼nni

高 橋 秀 雄 京都工芸繊維大学工芸学昔11

意匠工芸科助教授

奥 野 清 一 K K 鴻池組東京支庖営業部長

安 田 良 治 j' i 柄建設K K 取締役東京支庖長

岡 村 賞 K K 日 建 設 計 技 師 長

高 久 昌 夫 な ん l; f 総合デザ イ ン研 究 所 教 頭

昭和47年 5 月10 日 京初工芸繊維大学にて

本 年 は ， 母校京高I1高等工芸芸学校 ( 現 京 都 工 芸 繊 維 大 学， 工芸 学 部 ) 創 立70周 年 を 迎 え た。 そ の 伝 統 は

浅井忠、，武田五一 ， 本 野新 吾 な ど の 先 党 者 に よ り 築 か れ， 現 在 に お よ ん で い る 。 その デザ イ ン を 主 流

と し た 過 去 の 学風 は 必 ず し も 継 承 さ れ て い る と は い い が た い 。 あ ま り に も 時 代 時 代 に 順 応 さ せ た オ ポ

チ ュ ニ ス ト 的 な 型 論 が そ の 距 り を 大 き く し た と も い え る 。 人 間 環 境 を 重 視 す る 現 代 に お い て ， そ の 培

わ れ た 伝 統 の 人 ti¥J 性 ， 純 粋 性 の 再 発 見 と 追 究 によ り ， 展 開 す べ き わ が こ の 学 舎 で あ っ て 欲 し い と ， ひ

と り そ の 痛 恨 を 党 え る の は . 我 々 の 仲 間 の み で は あ る ま い。

昭 和 18年 秋 ， 旧 称 ， 図 案 科 の 敢 後 の 卒 業 生 と し て 自 負 し て い る の が 我 々 で あ る 。 また建築界の呉彩，

本 野 先 生の最 後 の 教 え 子 と し て も ， あ ら ゆ る デ ザ イ ン 界 に 多 彩 な 同僚 が 輩 出 し て い る 。 こ の 場 所 で 卒

業 証 書 を 手 に し て 離 別 し 社 会 に 四 散 し て い っ た 。 そ の 中 に は lj 出 也 で そ の 撃 を 咲 か せ た も の も 数 多 い 。

あ れ か ら 29年 の 星 霜 ， め ま ぐ る し い 社 会 の 変 転 は 我 々 が 学 ん だ 自 由 と は ほ ど 速 い 怪 物 的 な 力 と な っ て，

その サ イ ク J レを 早 め ， 過去 の 焼 却 炉 と な り ， 公害の士甘鳩となっていった。ただ過去を官寄りつづけてく

れ る も の は ， この I各北の一 角， fr い 比 叡 を 仰 ぎ ， せ せ ら ぎ に 近 い 母 校 の 作 い で あ る 。 こ れ こ そ 母 の 懐

で あ り ， 教 え で あ る 。 常 に よ び か け て く る ー イ聞 の 社 会 人 へ の 思索，創作，生活の信条であり，工: t : ，

普 ， 美めま際陶である 。 う た た 寝 を よ び 醒 す ， あ の 銚 の 音 が 附l こえてくる。

平 塚 卒 業 当 時 ， 品 行 方 正 ， 学 術 優 秀 を も って ， 武 田 五- 1' 1ーを受〈 。 満 州 に て は 歴 戦 の 模 範 将 校 ， そ

の 動 作 は 今 な お つ づ い て い る 。 そ の 九 帳 面 な 精 度 は コ ン ビ ュ ー タ ー な み と い え よ う 。 同僚 中 ilk も お か

元 主 人 物。 奥 野 森 羅 万 象 を愛 す る へ J レマンヘ ッセの 現 代 版 ， そ の あ ま り に も 温 厚 な 人 格 は 現 代 ば な

れ を し て い る 。 仕 事 も ス ポ ー ツ も す べ て 哲 学 的 ， 時 に は 虚 空 を 眺 め 夢 を 求 め る 。 そ の 中 に は 多 忙 な 現

場 の 自 商 像 を 映 し出 し て い る の で は ・・ ・。 安 田 ね ぱ り と お し の 面 魂， 情熱に満ちた人! 日l性 は 生 粋 の

金 沢 ッ 子 と も い え る 。 時 に は 大 鼓，鼓 に 輿づる 4. 5 1Pt i タ イ プ。「おまえがネー ーーー 」 と 口 癖 の あ と に は 必

ず 酒 落 と 皮 肉 が あ る 。 そ れ だ け 話 術 に 引 力 を も っ た 男 。 高 橋 ラ イ ト を 夢 見 な が ら ， 工 業 デ ザ イ ン に

転 向 ，指 導 者 と し て ， ま た 教 育 者 と し て そ の 足 跡 は 大 き い ， 生 工 工 面 白 で 昔 な が ら の ス タ イ リ ス ト ， 彼

自 身 の デ ザ イ ン へ の 不 変 の執念、ともいえよう 。 た ま に は 猶 も 飲 ん で 欲 し い。 高 久 恩 師 本 野 粉 吾 に 私

淑 し た 最 た る 人 物 と い え よ う 。 そ れ は 先 生 を 模 写 し た よ う な 風 手 が そ れ を よ く 語 っ て い る 。 戦 後 早 々

にデザイ ン活 動 ， 教 育 に 王早念 し ， そ の 活 躍 は 自 他 ともに認めるところ。 岡 村 同 窓 の 最 年 長， 学 生H寺

代 コ l レピ ジ エ に 一 辺 倒， 病 弱 の わ り に ス タ ミ ナ H王盛，女 i酉をデザインのエネ J レギーと昔も今も変わら

な い 。 あ れ で よ く イ ン テ リ ア デ ザ イ ン が で き る も の だ。 本 日 あ い に く 同 僚 坪 居 恭 平 が 欠 席 し た の は 残

念 だ。 彼 は 学 生 時 代 民 家 の 調 査 に 矢 立 を 持 って歩き 廻 り ， ま た 非 常 に 情 緒 を 楽 し む 紫 性 は い つ し か 工

業 デ ザ イ ン 分 野 に 転 向 さ せ た 。 そ れ は ま た 潔 境 デ ザ イ ン へ と 展 開 し 、 '70年 エ キ ス ポ で 施 設 デ ザ イ ン に

お い て 活 践 を し た 。最 後 に 武 重 な ー 頁 を 我 々 に ご 提 供 く だ さ っ た 編 集 者 に 厚 く お 礼 申 し ま す 。 ( 岡 村 記 )
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防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，tーヲイトコ〉タリート (…び防水地)

東 邦 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト P Cー D工 法 採 用 的 京 都 工 芸 繊 維 大 学

( 鮫刑 教 育 施 股 研 究 所 、 施 工 K K大 林 組 )

P C - D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1りli 7l <. 府の tJ [ I えに使用し仕上モノレタ ノレの婆らない金ゴテー

ノマツ仕上工法

・デ y キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は R占物下

地 に ナ ラ シ モ ル タ J レの要らない金ゴテー パ ツ 仕上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ系 タ イ ル下 地の 防 湿 、 防 温 、 軽 量 化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

東 邦 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル P Mー C ( 普通タタミ下地) 採用

的 住 友 電 工 商 品 社 宅 ( 殺 計 施 工 K K竹 中 工 務 庖)

本方 2卜ルスキS4

化 粧 、 吸 音 、 防 湿 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 桜 吹

付 ーして最 ｉｊ 自 ｪｾ の心酉己がない

・ヵ 、ベ面は 金ゴテ押え すれば栄治壁タイプの表面 ｾｲｴｬｊ Ｎ交のあ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ パ ー ル ス キ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・ 下地はボード類、鉄板類、石が ￭｜ｾ 反、モノレタノレなど何んで

もよい

・標 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 会 〈 要 ら な い の で 工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

. r ，官級しないので建物の ボリュ ー ム の 節約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l汲i1; し 遮

音に[ 反れている

・ 独 立 気 泡の東邦ノマーライトと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 iR気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0. 85kg/ i
、 熱 伝 導 率 0 . 14kca l / mhc)

ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 町 天 井

Ｈ吹放しＩｉＺＮｾＨ金ゴテ押え仕上Ｉ係周町西宮トラピスト修道院

( 貫主計 村 野 森 建 築 事 務 所 、 施 工 K K竹中工務応)

畿|

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社1
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大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町 5 9 4 T Eし 代 表 0 6 - 941 - 9243 

〈営業所〉 東 京 0484 - 21 - 2653 広島｛ＱｬＺｦＢｾＺＧｉｭｉＧ￭ｬ 岡山ｾ 叩 ｾ 高 松0878 - 33 - 1802 
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大阪府立西野田工業高等学校定時制主事

口 老 舗 に学 ぶ

京都には、 100年 或 い は200年 、 中 に は 500年 も の 問 家 業 の 暖 簾 を 守 り つ 、 ' け 、 し か も 尚 、 今 日 除 々 と 盛 業 ぶ

り を 見 せ て い る 老 舗 が 幾 軒 か あ る と い う 。 か り に 100年の歳月を考えてみても、この間には、避け! 知れ、天災

や 戦 争 、 そ し て 根 底 か ら 社 会 を ゆ す ぶ る よ う な 大 変 動 が 、 幾 度 と な く 襲 っ て 来 て い る 。 こ の 風 雪 を 乗 り 越 え 、

激 烈 な 同 業 の 競 争 に う ち 勝 っ て 生 き る こ と 自 体 並 大 抵 の こ と で は な か っ た で あ ろ う 。 ま し て 、 初 代 が 家 業 を

翁IJ め た 時 代 と は 一 切 が 完 全 に 変 貌 し た H寺 代 に お い て 、 い ま だ に 繁 栄 を 保 つ と い う か ら に は 、 そ こ に 隠 さ れ た

何 が し か の 理 由 が あ る に 迎 い な い。

こ れ ら の 老 舗 の う ち て ¥ た と え ば 食 品 を 製 造 し て い る 府 の 歴 史 を 辿 っ て み る と 、 代 々 の 継 象 者 逮 は 、 初 代 が

世 に 送 り 出 し た l床 の 単 な る 伝 達 者 に 決 し て 安 ん じ て は い な し 、。 時 代 と 共 に 変 っ て ゆ く 世 人 の l噌 好 を 考 慮 に 入

れ た 生 き た 味 を 、 長 い 時 ! 日 ] を か け て 探 り あ て 、 磨 き あ げ る 努 力 を 怠 っ て い な い。 こ の 為 に は 、 良 質 の 材 料 を

求 め て 国 中 を 歩 き 廻 っ た り 、 製 造 や 商 い の や り 方 に つ い て も 、 家 業 の 発 展 に 適 さ な く な っ た と 知 れ ば 、 思 い

切 っ た 改 革 を 敢 行 し て い る の で あ る 。

と も す れ ば 、 断 絶 と い う 言 楽 で 安 易 に 正 当 化 さ れ る 浮 き 草 の よ う な 文 化 が 氾 湿 し て い る 今 日 、 人 々 の 働 き 、

{lf t う 空 間 を 探 求 し て い る わ れ わ れ 建 築 家 に と っ て も 、 こ の よ う な 老 剣iの生き方には学ぶべき点が多し、。 ( Y )

口 ぞ れ か ら

私 の研 究 室 の 窓 か ら 、 か つ ての万国博占北駐車場が見渡せる 。 わ れ わ れ が こ 、 に 移っ て き た 頭 初 、 そ れ は で 々

たる 1
/
r中本て事あったカ九

万 国 博 会 期 中 は 、 そ の 駐 車 情 況 が 興 味 の 中 心 と な っ た。 そ れ は 始 め の う ち 、 大 方 の 予 想 に 反 し て 閑 散 で あ っ

た。 や が て 、 午 後 か ら 夕 刻 に か け て は ず 満 草 す る 日 が 絞 く よ う に な っ た。 あ る 朝 突 然 、 窓 外 に 異 様 な 熱 気 が

感 じ ら れ た 。 は っ と し て 見 渡 す と 、 早 朝 す で に びっ し り と 車 で 埋 ま っ て い る で は な い か。 そ れ は 全 く 突 然 で

あ っ た の で 、 劇 的 な一 瞬 で あ っ た。 そ の 日 か ら 残 り 少 な い 会 期 中 、 迎 臼 、 自 動 車 の 梅 で あ っ た。

全 て 終 了 し て 、 車 の 姿 も 見 ら れ な く な っ た 頃 、 わ れ わ れ の 大 学 は 紛 争 の 最 中 に あ っ た が 、 時 と し て そ こ で は 、

機 動 隊 の 連 中 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン が 眺 め ら れ た。

そ れ か ら 、 再 び 車 が 、 サ ー キ ッ ト 族 に あ や つ ら れ て 来 1) 込 ん で 来 た 。 連 中 は 真 昼 間 か ら プ レ ー キ 音 と エ ン ジ

ン 音 を な い ま ぜ な が ら 、 広 場 を や た ら と 走 り ま わ っ た。

や が て そ れ は 大 学 の 管 理 地 に 繰 り 入 れ ら れ 、 し ば ら く は 来 る 者 も な か っ た が 、 こ の 頃 は と き お り 楠 木 盗 人 や

ゴ ミ 不 法 投 楽 の 車 が う ろ っ き 始 め て い る 。

こ の 小 さ な 歴 史 を 通 じ て 、 地 え 込 ま れ た ポ プ ラ の 並 木 だ け は 活 実 に 成 長 し 続 け て い る 。 ( K )  

口 そ の 日 の た め に

新 緑 の 頃 、 街 を 歩 く の は 楽 し い。 く す ん だ 家 並 み の 聞 か ら 之 ば か り は 其 新 し い 緑 が 吹 き 出 し て 何 事 に も 鰐 か

な く な っ た 人 々 を 有 頂 天 に さ せ る 。 そ し て 私 達 の 住 む 土 地 が い か に 緑 の 乏 し い 薄 汚 れ た も の で あ る か を 思 い

知 ら せ て も 呉 れ る の で あ る 。 乱 雑 な 家 並 み は あ き ら め る と し て も 、 せ め て 緑 だ け で も 多 け れ ば チ y とは見ら

れ る 様 に な る か も 知 れ な い と 思 う 此 の 頃 で あ る 。 若 ぃ 人 か ら 感 じ め い 、 建 物 に す る 手 段 を 11f Jか れ た 場 合 、 何

は と も あ れ 樹 を 植 え る 事 を す 、 め て 腐 る 。 ど ん な に 不 器 査 会 建 物 で も 緑 め か げ に 置 け ば 不 思 議 と 気 持 ち 良 〈

見 え る も の だJ 緑 多 き は 七 世jgか く す。 である 。 ど う せ た い し た も の は 出 来 な い の だ か ら 世 の た め 、 己 れ の た

め に 樹 を 植 え る 事 で あ る ー ーーーと言っ て し ま え ば ミ も フ タ も な い が。 私達の住むに街、特に大都市と H乎 ば れ る 街

は 例 外 な く 醜 惑 で あ る 。 此 の 醜 惑 さ は ど う 努 力 し て み た と こ ろ で50年、 100年 位 で は ど う に も な る も の で も あ

るまし、。 し か し 何 時 か は 美 し い 街 を 持 て る 日 が く る か も 知 れ ぬ。 現 在 、 私 達 の 出 来 る 事 は そ の 日 の た め に 少

し で も い 、 も の を 残 す 事 に 依 っ て 新 し い 世 代 を 育 て 、 亦 、 少 し で も 樹 を 植 え 続 け て 行 く 事 し か な い 機 な 気 が

する 。 何 H寺の日か、彩、遠の作 っ た 街 が 消 え 新 し い 美 し い 街 が出現 し た H寺 、 そ の 街 の 中 に 枝 を 存 分 に 延 ば し た

大 樹 の 群 を 想 像 す る 司 王 は 淋 し く も あ る が 心 躍 る 光 素 で あ る 。 ( M )

口 高 校 の 定 通 教 育

高 校 の 学 校 形 態 に は 全 日 ffilJ の ほ か に 定 時制 と 通 信制 の 課 程 が あ る 。 定 H寺制 と は 夜 ま た は 昼 間 の 特別 の 時 間 -

H寺J切 に 授 業 を 行 な い 、 通 信制 は 郵 便 ・ラ ジ オ ・ テ レ ビ な ど で 教 材 を 伝 達 し て 指 導 す る ほ か 所 定 の ス ク ー リ ン

グ な ど を 行 な う も の で あ q 、 す べ て全日 制 と 同 等 で あ る 。

最 近 、 高 校 の 進 学 率 は 著 る し く 上 持 し た 反 雨 、 勤 労 青 少 年 の 勤 務 様 態 が 複 雑 化 し た 結 果 、定 ・通 い ず れ の 謀

総 へ の 就 学 も 困 維 な 者 が 峨 加 し て き た の で 、 従 来 の 全 日 制 に 併 置 さ れ た 夜間定 時制 か ら 脱皮 し 、 合 理化 して

こ れ ら の 背 少 年 に 後 期 中 等 教 育 の 機 会 を 与 え る よ う く ふ う さ れ る よ う に な っ て き た 。 た と え ば 定 通併 修 、 技

能i i l i . 携あるいは多昔日制J ( 昼間] 2 帯11制 、昼夜 /1¥12 苦I1制・ 3 部 Ilill 、週 1 昼 3 夜 制 、 週 5 - 1 夜 制 など) などである 。

と こ ろ で 、 大 阪 で は 通 信制 の 独 立 校 は あ っ て も 、 以 上 の よ う な 授 業 形 態 を と る 学 校 は ご く 一 部 に 限 られている。

こ れ は 人 口 や 職 業 分 布 の 動 態 が 未 だ 過J支持! な 状 態 で あ っ て 、 学 級 や コ ー ス を 編 成 す る に 足 る 人 数 の ま と ま り

が つ か み に く い と い う の が 大 き な 原 因 の一 つ の よ う で あ る 。

と は い い な が ら 、 勤 労 青 少 年 の う ち 7 - 8 i1i1J は 未 だ 未 就 学 の ま ま 放 置 さ れ て い る の が 現 実 で あ る 。 こ れ ら の

若 者 を 一 人 で も 多 〈 我 わ れ の や1
1
1mに 加 え る に は 、 ど の よ う に し て 実 態 を 把 握 し 、 ど の よ う な 授 業 形 態 を と れ

ば よ い の で あ ろ う か。 業 界 の お 考 え を 伺 え れ ば 幸 甚 で あ る。 ( 1  )  
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36 建築と社会1972年/ 6月号

量産化住宅における設備の問題

上 林 博 雄

1. 序ーーはたして量産化住宅に特有な設備の問題があるか

すでに住宅工業化の大 きい傾斜の なかにあっ て， 設備機器 ・機材は ，本 来 ，工業製品として発 達 し

て きたととは周知の ととろで ある。著者の前小論 1) Iとしたがっ て説明すれば( 第 1表参照) ，乙 れらは

早くから建築構成 Component s の材料ユニット Mat er i al Uni t s として開発 され，工場におい て

集成されて設備や装備の集成討 As s embl i es として市場にでまわってきたもの である。す なわち鋳

鉄系の機器 ・機材は産業革命とともに発 達 してきたと い うよ りは ，ボイ ラー のよう に，むしろ産 業 革

第 1表 住宅工業化の部品系

部 系 訳
ロ

ロロ 英

1. 材料

l ・l 原材料

1 ・2 定形材料

1 ・3 不定形材料

2. 構成材

2 .  1  切断面材

2 ・2 構成単位材

2 ・2 ・1 構造用単位材

2 ・2 ・2 装備用単位材

2 ・2 ・3 設備用単位材

2 ・3 集成材

2 ・3 ・l 構造用集成材

2 ・3 ・1・l 壁体集成材

2 ・3 ・い 2 架橋集成材

2 ・3 ・い 3 構造用合成集成材

2 ・3 ・2 装備用集成材

2 ・3 ・3 設備用集成材

3. 要素構成ユニット

3 ・1 構造構成ユニット

3 ・1 ・1 パネルユニット

3 ・1 ・2 開放スペー スユニット

3 ・い 3 完結ス ペースユニット

3 ・2 装備ユニ ット

3 ・3 設備ユニ ット

3 ・4 合成ユニット

3 ・4 ・1 合成ノ f ネJ レユニット

3 ・4 ・2 開放合成ス ペー スユニット

3 ・4 ・3 完結合成ス ペースユニット

4. 住戸ユニット

4 ・l 展開住戸ユニット

4 ・2 完成住戸ユニ ット

1. Mat er i al s 

1  • 1  R a w Mat er i al s 

い 2 Mat er i al s wi t h f i xed Fi gur e 

い 3 Mat er i al s wi t hout  f i xed  Fi gur e 

2. Gomponent s  

2 .  1  Sect i ons or Mat er i al  g i¥"en 2  dement i ons 

2 ・2 Mat er i al  Uni  ts 

2 . 2 ・1 St ruct ural  Mat er i al  Uni ts  

2 ・2 ・2 Fi xt ural  Mat er i al  Uni t s 

2 ・2 ・3 Equi pment al  Mat er i al  Uni t s 

2 ・3 Assembl i es 

2 ・3 ・1 St ruct ural  Assembl i es 

2 . 3 ・1 ・1 Panel  Assembl i es 

2 ・3 ・1 ・2 Skel t on Assembl i es 

2 . 3 ・1 ・3 Compound St ruct ural  Assembl i es 

2 ・3 ・2 Fi xt ural  Assembl i es 

2 ・3 ・3 Equi pment al  A sse mblies: 

3. El ement al  Uni t s 

3 ・1 St ruct ural  Uni t s 

3 ・1 ・1 St ruct ural  Panel  Uni  ts 

3 ・1・2 Unc10sed Space Uni ts 

3 ・1・3 Cl osed Space Uni  ts 

3 ・2 Fi xt ure Uni  ts 

3.  3  Equi pment  Uni t s 

3 ・4 Compound Uni t s 

3 ・4 ・1 Compound Panel  Uni ts  

3 ・4 ・2 Unc10sed Compound Space Uni  ts 

3 ・4 ・3 Cl osed Compound Space Uni t s 

4. Hous e Uni t s 

4'  1  House Uni t s to devel op巴

4 ・2 Perf ect  House Uni t  



命を支えてきたものもあるといった方が適切であるかも知れない。19世紀後半 より 今世紀20年代まで

のあいだに製鋼技術をはじめとして，ポンプ・送風機 ・給排水 ・暖房・冷房，さらに空気調和などの基本

技術はほとんどすべて開発されたといってよい( 電子熱素子や自動制御などの技術を別とすれば) 。

したがって ，設備についての機器や機材の工業製品を住宅建設にいかに組みとんでゆくかとい うζ

とが本来の問題であった。すなわち現場施工において躯体工事 l乙附帯するものとして設備工事が位置

づけされていたのである。一方，住宅の工業化がプレフアプリケ ーションの方式をとって進められて

くると ，躯体 と設備のあいだの製作精度の調和とあいま って， 住宅 という製品 lζ 附加価値を高める 目

的で当然プレハブ住宅 lζ 設備をあらかじめ組み入れる乙とがお乙なわれてきた。また別の面では ，在

来工法に比 してプレハプ住宅が強度的 lζ リミット ・デザイン lζ 近い設計が とられる ので ，設備工事の

現場施工は多くの配管工事に見られる ようにプレハブ住宅の担体に危険な損傷をあたえる乙とになる。

とくに内外装の仕上げまでが工場で製品化される部品については致命的である。また現場施工では給

排水工事，ガス工事，電気工事，給湯工事，ある場合は防水工事やタイル工事などの各種工事の交錯

する台所 ・風呂 ・便所な どの集約的な プレハブ化が，いわゆる設備コア Equi pment al Core 開発

の方向で進められてきている。乙れは面積または体積あたりの施工費がもっとも高くつくととろだけ

に， ζ れらの部分の製品化の成功 に経済的メ リット が期待されるからである。

以上のように述べてくると ，量産化住住宅には 当然特有な設備の問題があ るように考えられる。 しか

しと乙ではあえて畳産化住宅には特有な設備の問題はない ，すな わち設備の問題は住宅の現場施工の

場合も ，工場生産化の場合もかわらないという立場にたって論を進めたい。なぜならば，わが国の現時

点におい て畳産化住宅 lζ 組み 乙まれている設備のシステム がほ とんど全部，住宅のロ ー コスト化に結

びついていないからである。たとえば電気配線を内蔵する壁パネル ，台所のパネ J レ・ユニットやスペ

ー ス ・ユニ ッ ト， パスル ーム ・ユニッ ト等々 ，すべて現場施工にくらべて コスト高に結びついているの

である。したがって，設備の機器 ・機材の問題を工業化の原点にもどし ，なにゆえ設備 の畳産住宅への

組みい れが経済性をもた らさないのか という ζ とを分析し，将来に備え る乙とが肝要であると 信じる。

2.  住宅設備と 量産のオーダー

高度社会福祉国家への志向や資本主義社会にお ける労働者の権利意識の高揚は ，当然 ，労働賃金の

上昇 lζ 結びつ くものである 。労賃が高ければ次第に量産化住宅において設備の組みい れは有利に なっ

て くるであろ うが，その程度は生産の量産化によるメリットとくらべる と現実的には問題にならない

要素である と考えられる 。たとえば，現在アメリカにおいて庶民住宅の冷 ・暖設備に給湯設備を含め

て，面積当りの コストは苦3，000/nf 程度である。しかるに第 2表 ( 日本建築学会設計計画ノマンフレッ

ト22，住宅の 中央暖房一一著者も企画 に参加ー ーより転載) に示すよ うに，わが国の場合ではいちば

んローコス トの温風炉暖房のみを設備する場合にも ￥5，760/nf を要する ζ とになり ，給湯を含め ると

アメリカの約 2 倍，冷房を含める と約2.5- 3倍の費用がかかる乙 とになる。 乙のような事情がいか な
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第 2 表 モデ j レ独立住宅 ( 140nf ) の各種暖房設備費( 日本建築学会設計計画パンフレット 22. )

方 式 熱 源 設 備 |  熱媒輸送設備 |  放 熱 設 備 合 計 設 備 費

温水暖房

ボイラー 15，∞o  k cal/h  2管 抽 出 管 | パ ネ ル 醐 器 8 台

7∞， ( 削円 (( 6，840円/ Id))  

(暖房専用) 739，7∞円 7，230 11 柑

温水暖房

2  I  '( 師事問式給湯設備併用〕

ボイラ - 25，α)() kcal/ h  
2 管配式管白ヵース 管 11 υ  M 

給湯 鋼管

914，0∞円 (( B，930円/ Id))  

953，7∞円 9，320 11 判 〉

3  

混水暖房

ボイラー 20，∞o  kcal/ h  同 上
/ノ 11  

907，000円(( 8，870円/Id〕)  

〔貯湯式給湯設備併用) 946，7∞円 9，2ω 1/ ) *1)  

4  

温風炉暖房

温風炉 20，∞o  kcal/h  ク ト 壁横向吹出口

ω .000円{6，305円/ dj

(暖房専用) 589.∞0円 5，760 11 抑

5  

温風炉暖房

温風炉 20，∞o  kcal/ h  1 /  ク ト 床上向吹出口 718，0∞円 (7，020円/nf )

( 綬房専用)

6  

温風暖房 ボイラ - 20，α わ kcal/h

ダ ク 855，∞0円(8. おO円/nf )
(暖房専用) エアハンドリンクユニット

温風暖房

7  t  ' ( 貯湯式給湯併用〉
同 上 !J" ク 同 上 953，α 氾円 (9，3∞円/nf )

8  

9  

10 

11 

温風暖房 (暖冷房併用)
ai r to ai r Heat  P u mp  判 〉

1， 120，0∞円(( 1O，qX3円/I)d*)4  

(NQ  5の温風炉を Heat

( 3  R  T )  

!J" ク 同 上
1，045，α わ円 10，21

∞
11 i *4 )  

Purnp IC交換〉

温風炉暖房

温風炉

コンデンシングユニ ット+ 直 !J" ク ト 同 上 1， 253， 0∞円 ( 12，250円/nf )
( 冷房併用)

膨 コイル ( 3 R T)  

温水暖房

ボイ ラー 15，0∞k cal/h パネ J レ放熱器 l 台

1. 580， α)() 円円 ((  1  5  ， 必O円/  I1d判)  

チラ - 2.5R T  配管( 白ガス 管) ファン コイJ レ

( 冷房併用)

冷却塔 l ユ ーット 7 台

1， 4∞ ，0∞ 13，7∞ グ )*5)

温水暖房 ボイラ ー 15，α 氾k cal/h

1，532，α ゎ円
〈冷房併用〉 エア ロ7 スタ ー 3 台 ( 2 R T )  配管( 白ガス管)

(XQ 1  + エアロマスター)
冷却塔 l

パネ J レ放熱器 4 台A口A  

エアロマスタ ー 3 ( 14，9，ω 円/ nf )

• 1)  パネル放熱器 8 台のうち 3 台をファ Y コ Y ベクタ ーIC変更

キ 2) 温風炉を容量 18，000 kca l / h の低コストのものに変更 した場合

*  3  )  出力 2.9k w の圧縮機併用 ( 4 k w ヒーター付き〉

キ 4) ・NQ4の温風炉を ai r  to aげのヒートポ ンプIC取り換えた場合

事 5 )  空冷式チラー使用の場合

注) 電気工事 ・給水工事を含まず

る 要 素 に よ っ て 支 配 さ れ て い る の か を 考 察 す れ ば ，量 産 化 住 宅 に 設 備 を 組 み 乙 む と と に つ い て， 労 賃

の 高 騰 を プ ラ ス 要 因 と し て 期 待 す る ζ とができないのは自明の乙とであろう。

い ま 量 産 の オ ー ダ ー を 一 般 的 fC : : 概観して分類し ，該 当す る 製 品 を 例 示 す る と ，

・第 l 類 一 一10
5

/ 月 ( 一 般 機 械 要 素 ，電 設 部 品 ，電 球 ， プラスチックス成形品など〉

・第 2 類 一 一10' / 月 ( 電 動 機 ， 自動車 ，電 気 冷 蔵 庫 ，洗 濯 機 ，; テレビ ， ピアノ ， クー ラ，瞬 間 湯 沸

器 ， プレハフ' 住宅部品ノマ才、 J レなど〉

・第 3 類 一 一 1Q3/ 月( ボイラ ー ， チラ ー ユ ニ ット， プ レ ハ ブ 住 宅 ， 台 所 の パ ネ J レ・ユ ニ ッ ト， ノイス

ノレ ー ム ・ユ ニ ット ，設 備 コア， 家具など〉

・第 4 類 一 一10
2

/ 月 ( 第 3 類 の 工 業 化 の 遅 れ た も の ， あ る い は 特 殊 な も の ，工 芸 品 な ど〉

・第 5 類 一 一10
1

/ 月 ( 鉄 道 車 両 ，美術工芸品など〉

- 第 6 類 一 一10
0

/ 月 ( 飛 行 機 ，小型船など〉

・第 7 類 一 一10γ 月 ( 大 型 船 舶 ，大型旅客機など〉

以上より ，住 宅 の 量 産 化 に つ い て コス トダ ウ ン の 効 果 を う る た め に は ，10
2

/ 月 の オ ー ダ ー で は た

い し て 期 待 で き ず ， 10
3

/ 月 の オ ー ダ ー に も っ て ゆ か な け れ ば 十 分 で な い 乙 と が 示 さ れ よ う。 す な わ

ち ， ζ のオ ー ダ ー に お い て な ら 設 備 の 配 管 ・配 線 の 工 場 生 産 住 宅 へ の 組 み い れ は 有 効 な も の とな る で

あろう 。 ま た 設 備 機 器 の 生 産 に お い て は 10'/ 月 の オ ー ダ ー に も っ て ゆか な い 乙 と に は アメリ カ や 欧

州 に お け る よ う な コス ト ダ ウ ン を 計 る 乙 と が む つ か し く な る の で あ る 。 な お 住 宅 設 備 と直 接 的 に 関 与

す る 設 備 コ ア や 設 備 の ユ ニ ッ トは 10
3

/ 月 の オ ー ダ ー よりも 10' / 月 l乙近づける努力をすべきであっ

て ，現 状 が10
2

/ 月 の オ ー ダ ー に な っ て い る だ け に ，コストの低下は具現されないままになっている。

さ て 上 述 の こ と よ り 得 ら れ る 結 論 は ，住 宅 の 設 備 機 器 の 開 発 は 量 産 化 さ れ る プ レ ハ ブ 住宅 だ け を 対

象 と し て い て は 駄 目 で あ っ て ，在 来 工 法 に よ る 一 般 住 宅 に も 広 く 適 用 さ れ る も の で な け れ ば な ら な い

と い う 乙 と で あ る 。 乙 れ は 設 備 コア や 設 備 の ユ ニ ットにおいても同様であり ，現 状 で は 住 宅工 業 化 へ



の大命題 lζ 対するヴィジョン( 幻〉におどらされた多種多様の製品がつ くられており ，企業的 lζ 共倒

れの可能性もみられ寒心にたえない。

3. 住宅設備の量産化と設備指向

明治維新以降のわが国における生活様式の変化はいちじるしいものがあるが ，とくに第 2 次大戦以

降のそれは ，むしろ生活革新とも称すべきほどの厚みと広がりをもって激動してきたといえよう。乙

のような ζ とは世界史上にもまれな ζ とであって ，それだけに ，現在においても新しい生活様式が確

立されないままに多様化し複雑化しているのである。例を食生活にとれば，国民の大多数が日本食と

西洋食と ，さらには中国食をあわせとっている。乙れに対応して料理器具や食器にも日本料理，西洋

料理 ，中国料理に必要なものが使用されている。乙のような状態のなかで・適切な収納空間までを考慮

した台所の設計をする乙とはデザイナ ーにとって至難の乙ととならざるを得ない。別に例を設備にと

って説明しよう。台所における給湯は動物性の湯脂を使う料理をする欧米人には阜くから欠かせない

ものとなっている。現在， 日本人の食生活も洋風化してきたので給湯に対する設備指向は大きくなっ

ているけれども ，国民の標準的住宅には台所の給湯が必要であるというコンセンサスはない。もし乙

れが得られれば，給湯設備や機器の生産は飛護的にのび，量産のメリッ トとして ，よい機能の製品を

低価格で入手する乙とができるようになるはずであろう。したがって一般国民の住宅設備にたいする

指向を把握する乙とが生産企画上必要になってくるのである 。以下， 5 年前の研究資料で恐縮だが，

設備指向を示す二， 三の問題をのべよう。

調査対象は大阪市を中心とする 一般住宅の主婦 350名であるが，中間的階層で年令の中央値は 40-

50才である 。まず諸設備の必要性か らみた順位を示すと 第 3 表のようになる。当然ながら水洗便所の

設備が第 1 位を占めている。すでに水洗便所を使っているものが32. 796あり ，水洗式に改めたいとい

う希望は残余の91. Ｖ ｾ 仰とおよ んでい る 。第 Ｒ 位は給湯設備が占めるが ， 瞬間湯沸器の使 用 ＵＸ Ｎ Ｙ ｾ ぢを含

んで設備をもっているものが ＶＸＮＴ ｾ 仰とおよんでいる。給湯の必要な場所として台所 ， 洗面所 ， 洗濯

場 ，浴室の l順位が指摘されている 。第 3 位は暖房設備となっているが，中央暖房を必要と考えている

ものが全体の ＴＲＮＶ ｾ ちを占めて い る。一方 ， ク ー ラの使用は ＲＵ Ｎ Ｖ ＹＶ になっているが ， 特定な部屋だけを

冷房したいとするもの ＴＹ Ｎ Ｗ 必 ， 家全体を冷房したいとするものは Ｑ Ｗ Ｎ Ｓ ｾ ぢで ， 暖房の場合における中央

式への指向とは大分隔差があるようである。

設備コアを採用する場合と同様に ，諸設備を集約化する場合，台所の流し台 ，調理台などは窓側に

とれない乙とが一般である。しか し一般には第 4表に示すように，伝統的な台所のとり方を望むもの

第3表 諸設備の必要性の順位

瓦&l 皿 洗 機 暖 房 設 備 7. 1<" 洗設備 給 湯 設 備 冷 房 設 備

位 6人 77人 214人 53人 24人

2 位 11 94 55 149 ω  

3 位 24  123 46 99 77 

4  位 46 ei3 37 60 151 

5 位 276 6  15  7  57 

| 不 明 6  2  
。

第 4表 主要台所キャビネットと窓との関係

明るくても窓が，流し台，調理台の前 lζ 必要 288人 7も.も%

位

明るければ窓が，流し台，調理台の横でも後でもよい 57 15.2  

置

明るければ窓が，流し台，調理台の前にない方がよい 31 8. 2 
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が Ｗ Ｖ Ｎ Ｖ ｾ ちにもおよんでいる 。 しかし現に窓にむかっ て いない 台 所を使用 して いるものは ， 窓に向かっ

た台所を使用 して いるものに比して ，窓 lζ 向かっていない台所を容認す るも のと積極的に肯定するも

のの割合が非常に大きくなっている 。 乙の乙とは使用経験 と啓蒙によっ て認識が改 まるであろ うとと

を予測させる。

他 lζ ，洋式便器については採用者 ，非採用者にかかわらず圧倒的な支持がえられているが，洋式浴

槽については拒否的意見が大部分を占める 。 乙れは パス ・j レーム内の便所に ついて も同様である。

4.  設備コアへの指向と抵抗

設備コアには機械系のものを中心として，キッ チン 系，サニタ リィ 系，洗濯系などがあり ，またとれ

らの組合わせのものが存在しうる乙と，またとれらに設備のラン クーー給湯 ランク ，給湯 ・暖房ラン

ク，給湯 ・空調ランクーーをからませて多様な型ができ る乙と は，すでに述べると ζ ろがあった問。

2. で言及したよ うに量産の実をうるためには ，それがプ レハブ住宅に採用される とともに在来工法の

一般住宅にも広く採用されうるものでなければならない。そのためには前提的な問題となる事項を解

決せねばならないが，困難な乙とが多い。たとえば，モ ジウ ー J レの統一化は中途半端な状態のままで

あり ，またオ ープン ・システムの部品として，どのような構造上の構成を とり，仕上げの程度をどう

収めるべきかというような問題もいまだつめられていない。

また設備 コアを従来の多様な平面をもっ一般的な日本住宅に適用させると とについても本来的な無

理があろう 。かつて1948年どろ，インガソ ーノレ社が機械系の設備 コアを開発 した当時，その コアを使

用した住宅の公開設計 コンペを施行したが，それほ どの処置をとるぐらいの開発意欲がなければ製品

化の真の果実は得られないと恩われる 。幸いにしてユ ーザーは平面構成の近代化については相当理解

を深めてきている。たとえば著者の研究室の最近のデータでは ，一時は8096強を示した都市居住者の

夕、イニング ・キ ッチン指向が，ある層においては50%以下に降下している。乙のような傾向は庶民的

中間屈の人々が，平面の近代化について自然に認識を新たにしてきた乙とを証明するもので，設備コア

の利用が在来工法の住宅とプレハブ住宅に関係なく ，一般化する機縁 となる可能性を暗示している 。

最後に指摘したいのは ，設備コアのスペ ース ・ユニ ッ ト化の問題である。かつて木質系のプレハブ

住宅メ ーカーから ，工場からの トラックによる製品の搬 出時の荷の比重が 0.1 程度になっていて ，経

済性 lζ 問題がある ζ とを聞いた ζ とがある。しかも プ レハブ化を高度 lとすれば ，余計比重は減少し ，

輸送は空気を運ぶと とに近くなってくるとの ζ とであった。設備 コア の場合は本質的にスペ ース ・ユ

ニ ッ ト化する ζ とは避けられない 。 しかしその程度は ，その製品としての経済価値と輸送 ・倉庫容積

・スト ック ヤー ド面積などとのかね合いで決定さるべき問題で ，単純には解決できないものである乙

とを銘記すべきであろう 。

5. お わ り に

本「畳産住宅の設備J 特集号の巻頭論文 として は，いささかへそ曲りの格調の低いものになった ζ

とを残念に思う。 しかし「量産化住宅における設備上の問題点」とい うリゾナ ブノレな テーマを，現時

点では否定しでかからなければならないほど ，住宅設備の現状は ，欧米 lζ 比して普及が遅れているの

は真実である。

本特集で組介されるパイロットハウス入選作の各社の設備方式および設備機器にはそれぞれ見るべ

きものがあり ，満腔の敬意を表するものである。 しかも 一部の例外を除き ，ほと んどすべての作品に

おいて暖房設備および給湯設備に中央式が採用され，従来のプ レハフザ住宅の水準を越えたものになっ

た ζ とは同慶の至り である。おそらく各社で担当 され る各作品の設備計画 ，設備機器の紹介につい て

の記事を ，もっ とも興味をもって読ませてもら うものの一人が著者である 乙と は間違いあるまい。

注記 (1) 著者「投備に関するユニ γ トのI J ; 産化」本誌 67年 6 月

(2) 注(l )1C同じ。

( かんばやし ひろを 大阪市立大学教授 ・住居学〉



ナショナル住宅パイロットハウスの住宅設備

工場生産 Publ i c 住宅設備とその問題点

河 内 正 明

住宅の水準をみるとき ，その要素のひとつである住居の快適性につい

ては現状非常に低い乙とが，わが国の住宅問題のひとつである。

住みよい空間をつくりだす近代の技術は人間の生活を快適にする乙

と，効率よいものにする乙とが可能になってきている。一方住生活につ

いても，最近考え方が大きく変りつつあり ，いずれも住宅設備の機能 ・

性能 ・品質面での質的レベルアップが必要な時代といえよう。

昭和45年に提案し ，今年入選決定したナショナ J レ住宅ノマイロットハウ

スは住宅および設備について，ナシ ョナ ノレ住宅が乙れまでの商品展開を

つうじての調査研究 ・商品設計ならびに生産 ・販売のデーター をもと

に，もっとも居住性 ・合理性 ・経済性を追求した住宅として開発提案を

した住宅である。その結果，乙れま での量産住宅のもつ多様性から，敷

地条件 ・家族構成 ・生活様式なと、について標準化をはかり ，徹底したプ

レハプ化を行ない，従来のフ。レハ 7' 住宅 IC比べ性能 ・品質 ・機能 ・施工

に焦点をあてた ，綜合的な合理住宅である。

ナショナル住宅パイロットハウス

今回の ナショナル住宅ノf イロットハウスは，ハ ー トコアの空間ユニッ

トとルーム サイズの大型パネルの組合せにより ，規模やプランニング，

仕様などをある程度標準化する乙とによって徹底したプレハプ化 ・ユニ

ット化をはかり，工数の省力化を行なった，平屋 ・2 階建の標準規格住宅

である。とくにハ ートコアの空間ユニッ トは住空閣の架構のなかで自由

に配置できるように技術上追求をし ， リビング ・キ ッチン ・ダイニング

の空間構成のバリエ ーションを可能にし ，各生活様式に対応、できる融通

性のあるシステムをつくりだした。乙のように建築の平面構成の上でハ

ー トコア位置の自由性が高く，プラン ニングしやすくし ，また，個室のプ

ライパシーを高めるなど建築と設備の融合性を高めた。また ，乙のハー

トコア空間のユニットの実現により，乙れまでの施工現場で生じている

職種の幅駿がなく ，その結果. 品質の安定と大幅な工期短縮がなされた。

つぎに乙の住宅の設備的な特色としては ，ガスエネ ルギ ーによるセン

トラノレ給湯 ・温風暖房設備方式を採用し，さらに冷房ユニットを追加す

る乙とによりセントラ J レ冷房も可能にしている乙とで，また ，給湯 ・暖

房設備機器の燃焼に必要な給排気は室内の空気衛生とハ ー トコアの設置

位置の自由性を配慮し ，密閉燃焼型機器による F . F方式= 強制給排気

方式を採用した乙とと ，ハートコ アユニット内部で、給水 ・給湯配管を プ

レ配管し省力化をはかったのが特長づけらる。

電気設備では集中ジ ョイント 電気配線および壁パネ J レ! c プレワイヤ ー

配線を行なう ，また ，来客応答 ・分電盤 ・非常連絡押釦などの電気設備

ユニットケ ースにてまとめるなど，多くのプレハプ化 ・省力化 ・機能化

を行ない ，施工面での合理化をはかった。

ハートコアユニット

ハー トコアユニットはプランニング上自由 IC設置できるように ，ハー

トコアは技術的に比較的困難な住宅の中央設置を可能にし ，各居室が外

気に面したプラン ニングを容易にし た。また居住者のさまざ‘ まな要求 IC

充分対応できるようにシステマティックにし ，キ ッチン面の受入を可能

にする ，さらにキッチンおよび洗面ユニ ット ・便所の壁面の取りはずし

ができるようにし ，設備機器( ボイ ラー ・ファ ーネス) および配管のメ

ンテナンスを可能にするようにとく K 配慮し設計されているのが特長で

ある。したがって，設備システムは住宅の構造システムなど ，他のシス

テムと遊離する ζ となく，コア ー自身を独立した「もの」にまとめあげ

ている。乙のような機能をもっハ ートコアユニットは， 器官機能のもっ

たサ ニタリー空間群と それともっとも密接なつながりのあるエネルギー

供給の神経系からなるハ ートコアユニットで，住宅の中枢神経核として

コンパクトに一体化した「ハートコア ー」を開発。乙のコアのまわりに

各居室を配置する乙とによって給湯 ・暖房 ・冷房の配管長は従来方式に

比べ一段と短かくなり ，エネノレギー効果をよ くし ，材料的にも経済的に

した。乙のハートコアユニットにはサニタリ一空間一一頓 所 ・浴室 ・洗

面 ・洗濯 コーナー および台所スペ ースを有機的につなぎ ，乙れの空間群

を給湯配管 ・給水配管 ・カ。ス配管 ・排水配管 ・電気配線の各エネ J レギ一

系統を工場配管し ，システム的につないでまとめあげている。給湯 ・暖

房機器であるボイラ ー ・ファーネスは乙のハートコアの内都にセットし

た。乙のように空間( 便所 ・浴室など) ・設備機器( ボイラ ー ・ファ ー

ネス ・厨房器) ・衛生機器( パス ・洗面器 ・便所〉 ・配管( 給水 ・給湯

なりをすべて工場にて (w ) 2C問 x ( L )  36∞ x  ( H )  25∞ ( 総重量

1. 8t) のハートコアユニットの空間内にまとめ，施工現場では各エネル

ギーのメイン配管とのジョイントのみという徹底したハ ー トコアユニツ

ハートコアユニット本体 ハートコアユニットの現場段置 住宅完成時のハートコアユニット
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トIC しTこ。

その結果，住宅設計的 IC設計が標準化され，ハー トコアの工業化が可

能になり ，したがって品質の安定およびコストダウンがはかれる。さら

に施工面では工期の大幅な短縮，工事の省力化，単純化などのメリット

がみいだされた。

しかしながら住宅の工業化に大きな役割をもっ ，乙のハー トコアユニ

ットも ，今回試行建設を実施し工業化されたユニットについて，予想以

上に問題視されると とが生じている。それは給水配管と給水装置につい

ての行政上の処置が今日現在乙れらの工業化による量産体制に即応、しな

い内容のものである。乙の体制ができないかぎり ，設備ユニットの工業

化による量産化は不可能と考えられ，わが国のパイロットハウスの目的

・趣旨も半減してしまうものであり ，ζ れらは急ぎ関係行政で善処しー

ほしい。

暖房設備

セン トラ J レヒーティングは普及率がやっと 1%程度になり ，乙乙数年

聞に需要の伸びは非常に大きく，約 5 年後には現在の数倍になろうとし

てくる。パイ ロットハウスにおいてもとの設備を設計条件としている乙

とからも普及度は促進するものと考えられる。しかしととで乙れまでの

セントラル暖房についての主な問題点をあげてみると，設計時lζ 設備ス

ペースが考慮されていない ，工事が複雑で設備費が高い，端末機器が必

要で冷暖房兼用の端末機器が高すぎるなどがある。

今回の設備は とれらの点を配慮し ，機器の設置スペースはノ、ー トコア

の一部と して機器本体を内蔵するさらに端末機器が不要な温風方式と

し，施工性の高いフレキシフツレタo ク トを採用し ，さらに暖房の熱源を住

宅の中央 lζ 設置，各室lζ 給気しやすいようにした。乙のため強制給排気

方式による温風暖房機( 松下位器産業) を採用する。なお今後セントラ

J レ暖房の普及が進むにつれて年間空調が考えられるので，冷房ユニット

を導入設置可能とした点などの内容がとの設備システムの特色である。

設計はとれらの事項を基本にまとめている。乙の機器は暖房と給湯機器

とセ ット化し， 非常に コンパク トにまとめ，ボイラ 一室におさめた。熱

源機器はガス エネ ルギーを使用したガスファ ーネスで，暖房機器能力は

最大出力11. ( 問kcal/ hr で強 ・弱切替が可能。給湯とは別機構であるた

め同時使用の場合においても能力低下のトラブルはない。機器の安全性

については，電磁弁 ・パイ ロットセーフティ ・ガスカ' パナ ーなど ，多重

の制御安全装置をとりつけ安全化をはかつている。

温風ダク ト配管系統はファ ーネスより居間 ・食堂 ・台所系統， 1  階洋

室系統，2 階居室の 3 系統 IC分岐し送風しており ，. 2 階はさらに途中で

2 系統に分けられている。おのおの室別の制御については，吹出口で個

別制御可能な風霊可変式吹出口を採用している。なお各室への系統ダク

トはプレハプ化施工が容易なフ レキ シプJ レタe ク卜( 日Oや) をもちいて

いるため ，現場での施工はきわめて簡単で，性能的 lζ も安定している 。

乙のように して行なった暖房、ンステムの結果は，ハー トコアを中心と

した計画的なプラ ンについて経済的な暖房の標準化ができ，空間の熱負

荷が比較的定量的であり ，ダク トスペース，ダク ト長がプランごとに大

差がない乙と，さ らにダク ト長が最短距離になっている乙となどが理由

で，標準化が可能になり ，さらに設備工事の省力化ができ ，内容は専門

工事業者でなくても工事が可能なほど実質的に簡素化されている。また

機器本体をハートコ アに内蔵したが，燃焼用空気を屋外より強制的 lζ 給

排気しているため室内の空気汚染が全くなくつねに衛生的な室内環境が

確保できる乙 と， 一方各室に放熱器の必要がないので室内が広く使用で

き建築デザイン 的にも有利である。さらに暖房時IC能力が切替可能な機

器にしてい る乙と， 冷房ユニット のク ー リンクーユニ ットをファ ーネスの

上に設置するだけで簡単にセン トラル冷房ができるなど，多くの特色を

もっている。

冬期の暖房実用実験を行なった結果については ，各居室の温度分布お

よび、騒音について比較的良好な結果で・あった。しかしさらに乙のシス テ

ムの長所をもっ と展開させるために床暖房にみられるゆるやかな温度分

布と騒音状態に少しで も近づける とと が必要であろう乙とを目標に ，今

後さらに改良研究をおしすすめていきたい。

給 湯 設 備

暖房と同じく，乙 の住宅では給湯もセントラル化をしたが，乙れまで

の給湯設備は設計時lζ 設備ス ペー スが考慮されていない， また ，工事が

複雑で設備費が高いなどの点がある。

今回給湯計画を行なうにあたり給湯個所が多い乙とから セン トラ J レ化

する ，また，機器の設置スペースはハ ートコ アユニット に内蔵 し給湯配

管も工場配管を行ないハー トコアの中央ラインに配管スペ ースを設け各

個所に給湯するように した。給湯機器はガス エネルギーによる大型瞬間

湯沸器( 松下電器産業) をボイラ 一室に設け ，台所，浴室，洗濯場，洗

面所の 4 カ所給湯システムをとり，配管はすべてプレ保温配管とした。

機器の能力は最大出力 20，( 問kcal / hr で強 ・弱切替可能であり ，乙の能

力では浴槽給湯能力としても十分で，暖房機構とは別個であるため ，従

来苦情の多い給湯 ・暖房周時使用での設備能力変動はおとらない。

機器の絵排気方式は暖房機器と同様 F . F 方式をとり ，多重制御安全

装置を とりつけ，機器の安全と室内空気汚染のしないシステムを採用し

ている。

電気設備

との住宅の包気設備には従来にとられない電気配線方式および、電気設

備ユニ ットなど工場生産住宅に適したシステムをいくつかとり入れてい

る乙とが特色づけられよう。

住宅の電気配線ではまず外壁 ・間仕切パネル IC色気配線および. 配線器

具( スイッ チ ・コンセン ト) を工場の壁体生産段階でプ レワ イヤ 一方式

を採用 ，乙のパネノレを施工現場へ搬入する方式を とり，さらに現場では

壁体ノマネJ レ建込後乙の壁体の側面より引出されたm線ケ ーフツレ( V V F

1. 6mm) を天井に設けた電気ステ ーションlζ 集め ， 乙乙で分m盤より

おのおの分岐された電源線 ( V V F2. 0m m) とジョ イン トする集中ジョ

イン ト電気配線方式を新しくとり入れ，きわめてプレハプ化 ・省力化度

の高い電気配線システムとした。との方式により建築工事と電気工事と

を分離 し， 工事が進行する乙とが可能となり ，その結果電気工事が集中

化でき ，工事費の合理化，増設工事および点検面で従来のものに比ベメ

リッ トが大きいものとなった。また配線器具は乙れまでにない充電部密

閉タイプの安全性の高い器具ナショナノレフルカラ ーを採用 ，配線は一貫

して完全隠蔽方式としている。引込電源、は単相 3線式をもちい ，電気回

路をハー トコアユニ ット・2 階居室 ・クーラ一周などのほかに予備を含

めて 6 回路分岐と し， 将来冷房設備が設置可能な分岐とした。

つぎに住宅における情報の多菌性を集中化した，電気設備ユニ ット

ナショナ J レパワ ーケースを導入し， 比較的監視しやすいハートコアユニ

ットの台所わきに取付け ，乙乙』ζ 分電盤 ・来客応答 ・非常連絡押釦 ・セ

ン トラ J レ暖房運転表示など住宅IC. 必要な設備機能を コン トロー J レを行な

えるもの とし， また ，住宅の防災，防犯に対する配慮も した。

電気設備は今後住生活のなかでさらに多用化していくものであり ，乙

れにあ る程度対応できるととが必要である。 ζ の点については住宅設備

計画を行な う際十分配慮する必要がある。 ζ の住宅では電気設備シ ステ

ムについてある程度の将来にたいする対応性と施工面でのプレハブ化，

省力化をはかり ，さらに コス トダウン ，合理化をねらうものがでt きたよ

う』ζ 思う。

乙の住宅における設備は他にもいくつかあるが，紙面の関係で省略し

Tこい。

以上，ナ ショナJ レ住宅ノマイロッ トハウスにおける設備について報告し

たが，設備設計から施工および性能確認などを通じて多くの特長を確認

でき ，また種々 の問題点を把握できた。乙の住宅から住宅設備について

の追求と設備レベルアップについてのひとつの指針となるよう したい。

また今後は乙の住宅の実用化を行ない， 真の住宅問題解決をはかる パ

イロットハウスとして，官民が工場生産住宅をよりよ い方向へ促進しな

ければならないと考える。

( かわち まさあき ナショナル住宅建材K K商品技術却設備課長)
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パイロットハウス I DA I OS ' 7 0J の設備

木 村 宗 光

D A  1 0  S' 70 における設備機器類の設計主旨は， 自由なプ ラニ ング

の展開，フレキ シブJ レな空間構成を目的とし ，合わせて，現場工事の省

力化，工期短縮などを考慮している。乙のため各設備機器は独立し ，そ

れぞれユニット化されている。乙れら設備機器は建物本体から分自主され

ており ，同一レベルに仕上げられた床上に設置する方法をとっている。

また機器相互の関係は固定的でなく，任意にその位置を定める乙とがで

き，種々のパタ ーンを形成する。設備ユニッ トとしては ，給湯暖房機，

パスユニット， トイレユニ ット ，キ ッチン ユニッ トがある。

1. 給湯暖房設備

媛房，給湯IC使用する エネJ レギーとしては，ガス ，電気，灯油がある

が，それぞれ暖房システム ，規模，地域などにより条件が異なり ，それ

ぞれ特色をもっている。乙れらの エネルギーを各要素 どと に特性を考え

白 所 ・ 言Z堂

図 - 1

図- 2

図 - 3
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てみると ，

1. エネルギー供給. ガス ，電気は逮続的であるが，石油は不連続であ

也 。

2.  ストック方法 ・ガス ，電気は不要であるが，石油についてはタンク

を必要とする。

3.  コントロ ール: ガス ，電気は簡単であるが，石油は難 しい。

4  コスト: 石油がもっとも安く ，ガス ，電気，と高くなる 。

5. スペース・電気，ガスは コンパク トIC納めると とができるが，石油

は貯蔵のためのスペースを必要とする。

6.  安全性 ; 電気がもっとも安全性が高く ，ガスは漏れに対する考慮が

必要で，石油はタンクの地震，火災に対する考慮が必要で，とくに管理

を必要とする。

7.  地域性: 電気はもっとも地域 lζ 左右されない。石油は建設可能な土

表 - 1

項 熱 貫 流 率 kcal / m' h.C

外 壁 1. 54 

内 笠 2. 66  

床 0. 59 

天 弁 3.64 

屋 担 1. 25  

ガ ラ ス 5.5  

表 - 2

暖房負荷 kcal/h  

居 間 1，760  3. 54 

和室 ( 6 帖) 1， 560  3.14  

-ロ... 所 1.240 2. 50  

子 供 室(1) 1， 470 2.96 

子 供 宴(2) 1， 180  2. 37 

表 - 3 ボイラー標準能力

機 種|叩型 5山

暖 房 出 力 7. ∞Okcal /h  

風 量 14nf/ m 

吹出口温度 48・c

給 湯 出 力 13. 0∞kcal/h  

貯 湯 量 67 e  

ガラ消費量 2. 7nf/ h  



地であれば問題ない。ガスは配管設置には大きな コストがかかる。

また，給湯暖房方式については下記の設計条件を基準とした。

1  ＳｾＴ 室の同時暖房が可能である。

2. プランニングの制約を受けない。

3. 緩房，給湯を同ーボイラ ーで行なえる 。

4. 室内に設置でき，スペースを取らない。

5  設備費が安い乙と。

6. 工事が簡単で，短期間である。

7. 維持管理が容易である。

8. 将来冷房機の組込が可能である。

以上を総合し ，給湯暖房機には ，カe スを熱波、とする温風式給湯暖房機

( 大阪ガス44- 561型) を採用した。

・システム概要 ガスを熱源とする乙のボイラ ーは，給湯と暖房を同時

に行なうと とが可能で，内部Iζ 貯湯タンクを内蔵しており ，暖房出力は，

7. ( 別kcal /h. 給湯出力は 13. ( 別kcal/h である。暖房は温風式で，標

準プ ランでは居間，寝室，子供室 ( 2 室) の同時暖房が可能である。温

風は貯湯タンク内で加熱された湯が熱交換機に送られ温風が発生し ，エ

アチャンパーよりダクト Ir . て各室の天井あるいは壁，床Ir. 設けられたデ

ィフユーザーより吹出される 。温風ダク トはスパイラ J レダクトとフレキ

図- 4 ・1

シフツレダク トとの併用で，小屋梁の中聞に配管され，吹出口 lζ 接続され

るが，位置の調整はフレキシプ J レダクトにより行なう。スパイラ J レダク

トは内面抵抗が少ないため ，他のグラスウ ールダクトより径を落とす乙

とができる。温度調節は各室の吹出口のダンパーの開閉により風量を変

えるととができる。また，機器本体でも風量調節を行なうととができ ，

夜間，昼間の エネルギーロールを最少限におさえる乙 とができる。給湯

はボイラ ー内の貯湯タンクより行なわれ，浴室( バスタブ，シャワ ー) .  

洗面所，流司の 4 カ所へ給湯している。( 図ー し 2)  

・ 特 徴

1. あらゆるプランニングに対応するため排気方法を. B F トップを直

接外壁に接続する型と . B F トップを S E ダクトに接続し給排気を行な

う2 つのタイプを採用した。とく lζ S E方式の場合，ボイラーの設置場

所には制約がなく ，建物の中央 fr . 配置する乙ともできる 。 (図- 3)

2  ボイラ 一本体がコンパクトで大きなスペースを必要とせず，給湯も

同じボイラ ーで行なう乙とができる。

3.  本体の据付や，ダク トの配管工事も簡単で工期も短期間で行なえる。

4. 機器の操作が簡単で ，温度調節も機器本体と吹出口のダンパーで・容

易に行なう乙 とができる 。

5. 外気を直接取入れ室内の空気を燃焼させないため ，安全である。ま

ダウト配管工事

蕊翻尽鼠コ?

同

ヱアキヤンパー

エアチャンパーと換気装置

，} -

暖房給湯ボイラーとパス・トイレユニットが鋸付けられた

ところ
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た自動加湿器により適度の湿度を与える乙と ができる。 (標準蒸発能力

9∞cc/h)  

6.  3- 4 室同時暖房が可能で，給湯との同時使用も可能。

7  冷房ユニットの接続により冷房を行なう乙 とができる 。

(44--570，571，572型のみ)

・暖房給湯実験 乙のシステム の給湯暖房性能を確認す るため試作住宅

において実験を行なった 。その結果の概要データーを表--4 ，5，図-- 5

K 記す。

2. パスユニット・トイレユニット・キッチンユニット

パス，トイレのユニット化により，現場工事の省力化，工期の短縮，また

水廻りの信頼性の向上，品質の安定，そして部品の互換性をもたせるとと

により ，補修がきわめて容易に行なえるようになった。パスユ ニット，ト

イレユニットはそれぞれ分離独立しており ，プラン ニングlζ 応じて組合

せを変える乙とができる。また乙のユニットは専用の基礎を必要とせず

床上 ｾｃ 直接設痘する方法を取っているため，施工時の曇出し ， 据付を簡単

に行なう乙とができる。ユニットの据付方法にはノックダウン現場組立

方式と ，カセット方式の 2 つの型式を現場の状況に応じて選択できる 。

パス， トイレには専用の換気ファンをそなえ強制換気を行なっている 。

表 - 4 曜房民験データー

室 名 居 間 和 室 ( 6 帖) 子

測定点 上 中 下 上 中 下 上

A  27. 0 22.5  17. 4 26. 6 25.4  33. 8 30.4 

B  25. 6 21. 4  17.4  26. 2 26. 3 23.4 29. 4 

C  29. 0 21. 9  15. 8 27. 7 27. 6 22.9  29.2  

D  27. 8 23.4  16. 6 27. 3 26.3  22. 4 28. 8 

E  25.6  21. 6  16.2  27. 6 26.3  23. 8 30. 4 

供

中

29. 2 

28. 8 

28. 8 

28. 8 

29. 0 

キッチンユニ ットは，流司 ，調理台，ガスレンジをも った18Kタイプ

をベースとし ，冷蔵庫収納スペースをそなえた18K Rを標準セットとし

て，台所スペースlζ 応じて，収納棚， 調理台を接続する乙とができ，設

置場所によ り，窓付タイプ，窓無タイプを選択できる。標準装備品とし

て，レンジフ ー ド( シロッコファン型) ，ガスレンジ ，吊戸棚などがあ

る 。 ( 図-- 6 ， 7， 8)  

3. 給排 水衛 生ガス設 備

給水は給湯，給水の圧力差をなくすためすべて二次給水と し，ロータ

ンクより 給水している。給排水管はすべて床下で接続する方法を取り ，

本体工事に影響される乙となく配管工事を行なう 乙とができる。

4. 電 気 設備

各室 lζ コンセントは 2 カ所以上を標準とし， 照明用配線はすべてスウ

イッチ付とする。また回路は コンセント ，照明に 4 回路，ク ーラ用 l 回

路，予備 l 回路の計 6 回路としている。乙れら は現在推奨されている安

全電化配線lζ 合致している。その他，電話用配管，T V用ケ ーフツレ配線，

ドアチャイム配線が完備されている。

( きむら む ね み つ 大 和 ハ ウ ス工業K K研究室)

単 位 ℃

室 (1) 子 供 室 (2) 食 事 室 外 気

下 上 中 下 上 中 下

22. 8 24. 3 22.4 17.8  

22. 2 24.3  22. 4 17. 3 

6. 0 

22. 9 26. 2 22.6  17. 8 

23.2 26. 2 22. 8 17. 5 

22. 6 25.3  22. 9 17. 4 24. 8 20.6  15. 6  

ゐ

表- 5 給渇院験データ

<l 

. 食事室 E

じ

.  
E  

• 
B  

居間
.  

交官号室 B  • 
E  

• • 
E  

E  

C  D  
C  

D  
C  D  

• • • .  .  .  

図- 5 暖房性能民験各室側定点 ¥ パｾ｟､Ｇィ イ ｊ ｉｩＧＮ ｐｾ 用

ザイド ｩｴｾ ード

認 し ち

図- 6 パスユニ ット 図 7  トイレユ二 ット 図- 8 キ ッチンユニ ット
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セキスイハウス E - P H' フO型の設備

赤 井 茂

ｾ＠ 1  一戸建住宅用設備コアの提案

建築の施工において，設備関係では設備工事の職人が本体工事の職人

と同一作業場所で交互に作業するのが従来のやり 方であり ，そのため問

題点がいちばん多しもっとも合理化の遅れた部門といえる。最近のホ

テル，高層集合住宅などにおいては設備工事部門にユニ ットパス，ユニ

ットトイレなどが工事の合理化のために取入れられてきている。ととろ

が一戸建住宅においては，現状ではまだ種々の問題があるために取入れ

られていない。 しかし一戸建住宅においても ，工期の不安定な乙とによ

る影響が強い乙と ，また現場工事による品質の不安定，専門技術職人の

減少などの点を考えた場合，設備関係をコア化する必要が大であると思

われる。 コア化は従来でも一般住宅建築のなかでは建築家により，しば

しば提案されてきたが，量産という点での処理の仕方に解決策がないた

めに，提案という形のまま終ってきているが，今回のパイロットハウス

においては，量産タイプであり ，従来ネックとなっていた配管において

設備のコア化に有利な前提条件があるなどの条件を考慮すれば，充分に

設備の コア化を提案する意味がある もの と考えた。

コア化する乙とによるメリットとしては

① 現場における工事が他の部分のプレハプ化も含めて定量的にとらえ

られる。

@ 工場大量生産であるので，品質の高度で安定した，かつ低価格の部

品が供給できる。

③ 設備工事と本体工事が別々に進め られるので工期短縮になる 。

@  組立職種を減らせる。

ｾ＠ 2  設備コア設計概要

A. 設計にあたっての基本方針

1  ) 暖房給湯システム

①小住宅 IC適したものである。

@施工の容易な乙と。@操作が簡単なとと。。保守点検が容易な乙

と。 @コンパクトなとと。 @イ ニシャルコストと建物のトータルコ

ストのバランスがとれている乙と 。

②E - P Hの組込みに適しているとと 。

@ボイラ 一室が屋内 IC 設けられる乙と 。 @設備 コア IC組込める乙

と。。建物本体工事IC影響を与えぬ乙と 。 @給湯併用のボイラーで

ある乙と。

2 ) 設備 コア基本計画

@設備 コアは 3 P  x  4  P  ( 1  P  = 910mm) のスペースに納め，その

なかに浴室，便所，洗面脱衣所，キ ッチン，ボイラ 一室を組み込む。

@各ユニットは配管ユニット に接するように配置させる。。ボイラ一

室は外壁iζ 面する乙と。@配管ユニットの上部を居室からの還気ダク

トlζ 利用させる。@ 設備コア は鉄大引上 lζ 自立させる構造とする 。

( 図- 1)

3) 基本計画 iζ 基づく各ユニ ットの設計条件

①サニタリ ーユ ニット

@浴室 : 4 - 5 人家族向きの広さで，給湯は温風給湯ボイラーにて

まかなう。

@洗面，洗濯，脱衣室; 洗面器，洗濯機をおいた状態で機能を満た

せるスペースを取る乙と。

。便所 簡易関仕切壁にてサニタ リーユニ ット内に設け，洋風水洗

便器を使用し ，不都合のない程度までコ ンパクト IC納める。

②キッ チンユニット

@小家族向標準タイプのものを使用し ，吊戸棚で備品を収納する。

@レンジ( フ ァン付) にて臭気，涯を排出する。の一般の冷蔵庫が

はいるスペースを流し台横 IC設ける。

③ボイ ラ一室

@配管ユニ ットと外部とのジョイント作業をボイラ 一室内でできる

ようにする。@ボイラ一室内は不燃仕上となるようなノマオ、 J レを使用

する。

@配管ユニ ット

@軽量鉄骨 フレームで構成し ，二次給水管，給湯管，排水管を工場

にてあらかじめ配管しておく。@法的規制を考慮して一次給水管，

ガス管を現場配管とし ，そのためのスペースを見込んでおく。

B. 設計内容

図- 2設備コア平面図， 図- 3設備 コア構成図，図- 4暖房給湯シス

テム図， 表- 1 設備機器一覧表を参照。

ｾ＠ 3  現場工事概要

前項 1. 2で述べたセキスイハウス E - P H型の設備コアは，試作に

よる各部の納まりを検討しながら設計を進めていたため，東京 ・大阪で

の試行建設工事を実施した際にはとくに大きな問題はなく ，むしろ現場

では部品の塗装むら ，部品設計，製作ミスなどの単品製作が原因で組立

に手間取ったといえる。また法的な問題についてはパイロットハウスと

考えるも現時点での現場工事態勢といった問題から ，一次給水管，ガス

管を設計当初より現場施工でも可能としていたため，実施IC対しての問

題は少なかったが，設備コアとしての工場生産化を考えたとき ，暖房機

およひ‘ 給水器具などの標準化が必要であるが，現在では関連法規の地域

性が非常に強く ，今回の試行建設でも乙れらの点で少なからず影響を受

けた と考えている。

現場での施工方法は各ユニ ットの工場組立が可能であり ，かつ設備コ

ア全体をキュ ーピックな状態にしての現場組込が可能であるが，輸送方

法の問題および取付時にクレーンなどの大型機械が必要であるし ，また

建物における設備コア以外の部材を大型化していない ，といった乙とか

ら今回はすべて現場組立ての方式をとった。そ の結果，現場においては

ユニット 聞の調整，および建物本体とユニットとの調整IC技術を要した

が，なかで、もとくに配管ユニットと他ユニ ットとの調整において，ユニ

ットの組立精度と部品製作精度の関係か ら設計す法通りの接続が非常に

難かしかったため，今後配管ユニットについての基本的な検討をしてい

きたいと考えている。( 写真参照)

本文帰入の写真は一部工業調査会編「パイロットハウス入選作品集」より転開。

( あかい しげる 積水ハウス K K技術部〉
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図 - 3
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暖房給渇般備

l  ガ ス 給 湯 暖 房 機 44- 562型( 大阪ガス)

媛房出力 7，000kca l/ h  

給湯出力 13.000kcal/h  

貯 湯 量 70 e  

最高湯温 90'C  

最大ガス消費量 4. 3n1/h  

消費電力 200W 

電 釘. ACI 00V 

2  エ ノ ス タ ー ン 38- 186型( 大阪ガス ) 20 e  

3  温 風 吹 出 グ リ ル 49 - 551型( 大阪ガス) 天井用

4  温 風 ダ ク ト 7 レキシプルダク卜， 100φ. 125φ

衛生段備

l  洗面便所浴室ユ ニ ット
F R P防水パ y アタリル鏑仮竪

- 天井

〆ラミ Y 学化事主合仮天井〈洗面)

( 積水化 )  

洋風便器 C - 420  ( 東陶〉ロ ー タ Y クS 517

洗面容付洗面台 L 230型( 東陶)

ミラーキャビネット MC- D5 0 1型( 積水化学)

浴 槽 セキスイパス P S 33A 型

F R P製 容 量310 e  (積水化学)

トイレ γ トファ ンV X12 M

( = : 菱電機)

厨房段備

l  キッチ シユニ ット キッチ ンノマ不 J レセキスイ流し台

(流1. "， ガス台，吊戸棚 7  ド

付)

2  換 気 原 V S - 20E D  ( シャ ープ)

給水栓

l  混 合 水 栓 ( 流 し ) T 33B Y13  ( 東陶〕

2  水 栓( 洗面器) T 205T  ( 東陶〕

3  自 在 水 栓 ( 洗 液 機 ) T 30AR13  ( 東陶)

4  混 合 水 絵 ( 浴 室 ) T M24AI 3  ( 東陶) シャワ ー付

そ の 他

1  I 小 屋 脚 気 扇 I  F V - 20Q F B  ( ナショナル〉

役備機器一覧 表表ー 1

図- 4
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クボタハウスS P A型の設備と工期

近 藤 勝 一

クボタハウス S P A型は，住み心地のよさを開発した，新しいユニッ

ト住宅，クボタグループが， Iゆたかな人間環境づくり」をテー <' IC，

1970年代の新しい住宅として開発した ，本格的な工場生産住宅でありま

す。

乙のクボタハウス S P A型は，中央にフリ ースペース( 居間 ・食堂) を

とり ，左右lζ ，設備スペ ースと居室スペースを配した間取りとし，それ

ぞれ設備ユニット，居室ユニットとして完全に工場生産されたものであ

ります。との両ユニットは，幅 2. 9mという大型ユニッ トで将来の住宅

機能の予測から「住み心地の良さ」のため， ゆとりある設計にしてお

り，モジュ ーJ レ幅を9 ω m/ m，ユニット幅を2，9∞m/ mという，とれま

で1ζ ない設大幅ユニットで，設備機器の組込 ・給水 ・排水 ・給湯配管お

よび電気配線lζ 至るまで，すべて完全工場生産とし ，ロ スのない工程管

理のもとに生産されております。

また，中央のフリ ースペース部分は家族構成などにしたがって自由に

間取りを考える乙とができ，多様なバリエーシヨンも可能です。設備に

ついての基本的な考え方として，水関係の一体化をはかり，設備ユニッ

ト化を行な う乙とによって，今までに考えられなかった新しい工法が生

まれました。大型ユニットのために，輸送という問題は残されました

が，クボタハウスにおいては，大型専用トレーラ lζ て，輸送の問題を解

決する乙とを可能としました。交通事情および敷地の周辺状況などによ

り大型ユニットの現場擬入が不可能な場合は，組立用単部品および部材

のまま建設現場に運搬し，現場で大型ユニットを構成する乙とが可能

で，ある程度戸数をまとめる乙とによって，移動工場のように現場での

組立機能を可能としました。設備コワーのユニット化でも，クボタハウ

スの技術をフルに生かし，浴室関係では; クボタ F R Pユニ ットパスの使

用等について，ユニットのなかのユニットとしていた今まででは考えも

つかなった工法で，一段とコストダウンする乙とができました。また，

居間，食堂，台所を一室型として一つの放熱器による暖房とし，暖房工

事はすべて工場生産組立とし，必要な機能のみのシステム暖房で，きわ

めてロ ーコ ストの暖房方式を取り入れました。放熱器のファンのエネル

ギーよって，床面lC近い位置に放出し，低層において室内空気と熱伝達

を行ない，さらに上昇した暖かい空気は壁と天井の隅に設けられたサー

キュレーターにより下層に下降せしめる とともに，空気の循環を行なう

乙とによって温度の分布の均一化を図り，居間，食堂，台所を暖房する

乙とができ，費用も安価で経済的暖房であります。しかしながら，量産

住宅の設備などの関係につき，今まで以上に困難な問題点がある乙とが

あらためて知らされました。やはりいちばん問題になるのが，給水，排

水の工業化でありましょう 。排水関係ではそれほと、問題となる点はない

にしろ，給水関係では，建設する場所により ，地方自治体の指定する設

備業者および自治体の指定する設備機器の使用等のため ，われわれの考

えていた工業化の考えとは，まったくかけはなれたものがあります。と

れはパイロットハウスだけの問題ではなく，一般的住宅を建築する場合

lζ も同じ乙とがいえるでしょ う。
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産業の革命によりわれわれが日常生活に用いる器具等の製造が工業化

された今日においても，地方自治体の指定品および検査の上の使用とな

ると，せっかくの工場生産方式を，完全なものとするのに，今ひとしい

問題が残されているように恩われます。しかし乙のような問題点は，今

後何らかのかたちで解決できる乙とであり，われわれは数年前からの人

件費や資材等の高騰を，工業化するととによってカバーする乙とにし，

またロ ーコスト住宅を市場lC送り出す乙とについては，日夜研究を重ね

ており，その第 l 号住宅として生まれた工業化率の高い住宅が，クボタ

ハウス S P A型と なる ζ とでありましょう。また設備関係における，生

産上，現場でもっとも手聞を取り ，かっ多種の専門技能者を要する設備

( 給水，排水，給湯，暖房，衛生，台所関係等) 部門のプレハフ' ユニ ッ

ト化が，ひとつのコワーの内に組込まれ，現場施工は煙突の施工，屋内

配管と屋外配管( 現場施工) のジョイントすなわちガスまたは灯油の供

給管のジョイント工事のみとする乙とによって労働生産性の向上，品質

の安定を図りました。しかしながら価額の安定，品質の安定，将来のコス

トダウン等については，いうまでもなく，できるだけ自社の製品を使用

する乙とがいちばんであり，安心してお住みいただくととができる ζ と

でしょう。以上のように設備関係をユニット化する乙とによって，コス

トダウンだけが行なわれるはずがないのです。建設に対するあらゆる 問

題，それは，やはり工期的な問題 も取り残さ れておりましたが，しかしク

ボタハウス S P A型のように ，設備ユニット化，居室ユニット化と工業

生産率を高めるととによって建築資を今まで以上に安くする乙とです。

クボタハウス S P A型においては基礎工事から完成までわずか218 聞と

いう工程，それをあらゆる角度から計算し ，現在の建築技術をフルに使

ったものがノf イロットハウス S P A型であります。

現場工事は ，基礎工事 ・ユニット 据付工事 ・フリースペース部材組立

工事 ・軒天外装工事 ・内装工事 ・内装仕上工事の 7 工程に分類され，大

型ユニット化によるセクショナ J レハウス方式で現場工事は建物の大きさ

の%以下となり ，内容的には，設備ユニッ トの工場生産により職種 ・工

程において% 以下となります。工期的には21 日間となっておりますが，

基礎工事の日数の短縮では，地盤条件 ・天候条件と強度の点で限度があ

る乙とと各種諸手続等で実際上必要な乙とであろうと考え，余裕をも

った工程にし， ζ れらをおのおの専門技能者 lとより施工し，クボタハウ

スの一貫した商品 ，住宅の生産体制として組織化されたものでありま

す。

設備を，主にインテリアまでを工場において生産するということは，

現場にての工程を短縮している乙とであるのは当然でありますが，設備

を主にしたインテリアというものは，やはり使いよさに合せて考えるも

のでありましょう。

1970年代の住まいにおいては家具類も当然ユニット化されるととでし

ょう。大型ユニ ットのなかに，今まででは考えられなかったようなイン

テリアユニットが組込まれる乙とによって，今までの住まいとの遠いを

あらわしてくるものであります。
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木質住宅の新しい暖房の試み

阿 部 市 郎

セントラ J レヒ ーテイングは電機メ ーカー， ガス，石油会社等が鳴物入

りで宣伝されている。

その効あって，暖房の形態は確かに個別から集中化へと進んでいる

が，普及ははかばかしくない。

普及を妨げているものは明らかにイニシャル コストであり ，ラン ニン

グコス トである。

しかし ，毎年建設される住宅戸数のうち約半分は木質住宅であるにも

かかわらず，木質住宅に適した 旬暖房機器および暖房のシステム" はな

い。構造体の種類と何ら関係なく ，どの構造体にも使えるシステムにな

っている。

建築物も ，木質住宅のシステム( 構造，施工など) も セントラ J レヒー

テイング と関係なく考えられているため ，新築時以外lζ 設備工事をする

乙とは コスト高であり ，施工上困難な乙とである。

永大パイロ ットハウスは ，冷蔵庫やウインドク ーラーを設けるような

要領で設備ができる新しいシス テムの暖房を試みた。( 下図参照)

永 大 パ イ ロ ッ ト ハ ウ ス の 方 式

1. 暖 房 の シ ス テ ム ( 大型 ファ ン コイルユ ニ ット方式)

1. 1 機器の集中化

暖房すると同時に給湯できるための共通の熱として ，温水機を使う。

温水で暖房するには温水を温風K変える 放熱器が必要となる。

在来の基本的な考え方では ，住宅における暖房は各室IC 1台の放熱器

を設けるので ，] Iぎの建物には数多くの放熱器が必要となる。

ひとつの放熱器の能力を 2 倍にする乙とは ，ふたつの放熱器を合わし

た価格より安くなるし，配管工事費も安くできる。

したがって ，永大パイロッ トハウ スの方式は ，建物の中央部K大型 フ

アンコイ J レユニットを設け機器の集中化を計った。

・放熱器価格

暖房 2，0∞kcal /h 程度のもの ￥ 30，0∞ 前後

11 4，α)() 11 ￥ 40，∞o  11 

・配管価格

各 l 台に平均 5 m必要として管長各10m

断熱工事も含めて 1 mあたり ￥ 1，500 

放熱器取付費 1台あたり ￥ 5，∞0  

5 室暖房を仮定すると

放熱器 30，0∞ X 4  

40，0∞x  1  

配 管 1， 5∞x  5  x 10=  

120，α) ( )  

40，α)() 

75，α) ( )  

取 付 5，0∞x  5  =  25，α)() 

合 計 =￥ 260，∞o  

大型ファンコイルユニットを￥ 100，( 間程度で設計ができれば，在来

のシステムの約% の コストになる。したがって ，大型フ ァンコイ ルユ ニ

ット方式は建物の構造，平面などを多少変更しでも建物の コス トが変ら

なければ，多くの放熱器を使うより価格的 lζ 有利となる。

1. 2 配管の短縮

セントラノレ ヒー テイングの配管工事費は規模が大きくなるにしたがっ

て ， その比率は低下するが ， おおよそ機器合計費のＵｏ ｾ ＶＰ ［［ ちとなってい

る。

放熱器廻りの配管工事費について大型ファン コイルユ ニ ッ ト方式K よ

れば零となる。 ( 2 で述べる No Duct ， P i peによる)

大型ファン コイルユニット と温水機を結ぶ配管と ，温水機廻りの配管

だけは残るが，乙れは 1. 1 の計算には含んでない。

乙の配管を零にする ζ とはできないが，温水機およびシスタ ーンの位

置，乙れにともなう配管の規格化により ，コ ストの低減を計る。

熱交換器がひとつであるため ，7 1 < 側の圧力損失を少なくできるので配

管径を大口径にする必要がなくなる。

1.3 配管部品の節減

配管が短くなり ，接続するものが少なくなれば，異径管，曲管，エ ア

ー抜などは極度lζ 少なくなる。とくにエア ー抜は高価であり ，放熱器に

それぞれ必要とするものであるが，乙れも l 個ですませる。

1. 4 機器のユニット化

すでに建てられた家にも設置できるように ，3' X3'押入のなかにはい

る大きさにユ ニ ット 化する。

温水機などは建物外部K 設けた機械室 IC設け ，ユニ ッ トと往復 2 本の

パイフ。で、接続する。

設置時間や人工はきわめて少なく ，しかも ，他の工程との関連なしに

できるため，手待ちの問題は解決する。

2. 建 物 の シ ス テ ム ( 木質トラスによるプラッ トホー ム コ ンス

トラクシ ョン)

2.1 2階ふところのダクト化

在来の木造住宅では 2 階のふと乙ろにダクトまたはノマイプを配管して

いる。

ダクトまたはノ f イプの配管がプレファブ化されたシステムであって

も，それは新築時に適用されるものである。

住宅においては，家族構成，生活環境などの変化にともなって間取り

|  大型 7 ア/ コイJ 凶 ニ y ト方式 |  大 型 フ ァ ン コイ J レユ ニ ッ ト方 式

l 品 ， 』 」 議

ヒ竺主主 」
i 大型フアシコ' [ ) レ山崎 ミ 〕

52 建築と社会/ 1972年 6月号



の変更が生じる。

乙の場合，暖房工事も間取りの変更に合わせて行なわなければならな

む、。

乙のように配管する乙とを前提 lζ したシステムでは，ある限界を越え

るととは不可能である。

No  duct  &  pi pe ( こすれば，配管のコストの低減以外に間取りの変

更や修理に対しでも解決できる 。

したがって，ふと乙ろ全体をダクトにできる構造体を設計すればよい。

2.2 木質 トラス

在来の木造住宅の 2 階ふと乙ろは ，床梁，火打梁，根太，天井吊木，

吊木受，野禄などがあり ，直媛乙乙』ζ 送風できるような構造ではない。

とくに床梁は空気の流通を疎外している 。

乙れをトラス lζ 変えれば空気の流通はよくなる。温風を送風するた

め，鉄骨によるトラスでは結露のおそれがある。木質トラスは結露のお

それはないが，在来のボルト締め木質トラスは撹み畳が多い。

接合部tζ ボノレトを用いず接着剤を用いる卜ラスは接み置は少ないが，

接着11 : 時聞がかかるなど大量生産に適していない。

接合部iζ ネイ J レプレート( ジベ J レ状の コネクタ ー) を用いた木質トラ

スを開発し ，乙れを短い間隔でならべるプラットホ ームコンストラクシ

ョンとしたので，根太，野縁，天井吊木なと‘ を設けない。

床組は整然としているので空気の流通はよい。

乙のトラスの上，下弦材にそれぞれ面材( 床 : 構造用合板<t>12 m/ m.

天井 . プラスタ ーボー ド⑦15 m/ m) を打ちつけていると乙ろはダクト

となる。

床の合板は，フロ アーヒーテ ィングとなる。フロア ーヒー ティングで

は，室温を快適温度にする時間が遅いので，乙れは各室への送風 lζ よっ

て補う。各室への送風は，各室の任意の場所 lζ ，床板，天井板を引貫

き，リ フユ ーザーを取付ける。

間取りの変更の場合も同要領であるから ，間取りの変更は構造のシス

テムと暖房のシステムとも自由にできる 。

温度分布測定
単位。C

A  B  

上 中 下

21. 3  22. 5 22. 3 21. 7  

22. 6 I  22. 4 21. 7  22. 8 22. 6 21. 5  

22. 6 22.4 21. 9  22. 4 22. 4 22. 1  

22. 6 22. 2 21. 5  22. 8 23. 1 22. 2 

23. 2 22.4 21. 3  22. 5 22. 6 21. 7  

C  D  

。4

q

u

a

-

P

D

23.2  

23. 7 

22. 6 

23. 1 

23. 2 

l  24. 0 23.7  22. 9 24.0  

2  23. 9 23. 6 22. 6 24. 3 

3  23. 7 23. 5 22. 8 24.0 

4  24. 5 23. 5 22. 7 24. 0 

5  24.2  23. 6 23. 1 24. 7 

送風機。弱 混水機 : 85'C  J レームサーモ 22'C  外気・ 5'C

居室中心の騒音測定 ( A スケール)

l  錦 織 ノ ッ チ

強 |  中 |  弱 |  暗騒音

給湯民験

1分I 2分I 3分I 4分円 ん 恥 |ム|霊山|…

2階建|出|剖f t it l剖ぅ討す|去lf |去lf lJZZ

一一一一一| 優 良 可| 不可|

出!?院!?ZHZ|苛

燃料消費料

|ゴ

2.3 間取 り

乙の媛房のシステムを採用するためには，間取りの面からも妥協を計

る乙とが必要となる。できる限り暖房センタ ーを建物の中心に配置する

平面計画を行なわなければならない。また ，和室のタタミは優秀な断熱

材であるため洋室の方が暖房の効果はよい。

3. 実 験

暖房，給湯性能試験を昭和47年 2 月 4 日. 5 日の両日( 指定日) に泉

北ニュータウンで行なった。

3.1 温度分布

2 階の各室の温度分布は . 7. 1<平面 5 個所，上 ( 天井 10cm下り) . 中

( 床上1. 5m)  . 下 ( 床上 l Ocm上り〕の 15点を測定したと乙ろ，温度差

は下表( c 示すと おりほとんどなく ，フロアーヒーテ イングも快調で非常

! と快適な結果が得 られた。

3.2 室内騒音

住宅の中央暖房設備の完成検査通則( 案) による室内中心付近の運転

騒音レベルによると ，定常状態( 弱ノッチ) における測定値は優良なも

のと判断できるし，実際に生活してみると ，暗騒音 lζ 吸収されて，送風

による騒音は聞き取り難い。

3.3 給 湯

給湯の試験は，暖房時と非暖房時11 : 分け混合水栓を使用し ，湯と水を

適当な温度になるよう混合し ，浴槽 ( 1ω t ) に注いだと乙ろ ，いずれの

場合も約10分で，満水 (4グC) した。

給湯負荷による室温の影響はみられなかった。

3.4 燃料消費量

定常状態における燃料( 灯油) 消費量は，台秤りの上Iζ オイノレタンク

を設け ， ボイラ ーにオイ J レを供給し消費量を測定したと乙 ろ. 2 階建

0. 8kg/ h. 平家o5kg/  h の結果を得た。乙れはおよそ 10- 17円/ h 程度

である。乙の提案の暖房システムおよび試験について，三菱電機株式会

社の協力を得た。

4  

。

2  

4  3  

2 階平面図

単位℃

単位kg

2 ∞I  2 :  30 I  3 : ∞|  

. 80 I  6. 40 I  6. 10 I  

( あぺ いちろう 永大産業K K研究開発部ハウス研究所所長)
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量産住宅の設備ミサワホーム 「ホームコア 350J

加 藤 善 也

現在わが国の住宅産業は，量的にも質的にも大きく成長をしようとし

ている。乙の住宅産業の成長は一般的な住宅需要の増大に起因している

乙とはあらためていうまでもなく ，その需要に対しいかに効率のよい供

給体制 ・生産技術を整えるかが，乙の産業界に与えられた大きな課題と

いえる。乙の課題を解決するものとして ，従来手工業的に造作されてき

た住宅を ，工業的手段をもって大量にしかも安価に提供する乙とが必要

となり ，工業化による住宅の生産が提唱されてきた。

工業化による生産住宅の大きな目的は，乙とばをかえていえば経済性

と合理性の追求であり ，ひとつには「住宅」そのものにかかわるもので

あり，またひとつには「住宅」の流通にかかわるものである。前者は生

産技術 ・材料開発などがその大きなものとなり ，ともに前述した目的を

かなえる大きな起動力となっている。後者は原材料仕入れの問題から ，

一般需要者に「住宅」を提供する販売体制にまでもおよぶ。乙のような

複合的な背景をもとにパイロットハウス技術考案競技が実施され. I住

宅」の技術 ・機能 ・品質および生産方式などについて審査が行なわれ，

当社のホ ームコア 350 はその選にはいった。

(1) 設 備 計 画 と そ の 特 徴

工業生産の目的は経済性と合理性の追求になると前述したが，ホーム

コア 350 ではとくに乙のふたつを融合させたと ζ ろに特徴がある。住宅

設備関係、においては類似機能をもっ浴室 ・洗面所 ・便所および台所など

を最小限において近接させる。具体的にはサニタリ ーユニット ・キッチ

ンユニットに分け，サニタリ ーユニ ットには浴室 ・洗面所 ・脱衣室 ・便

所を一体とし ，またキッチンユ ニットには台所設備の機能を集約する 。

乙れらのユニットはそれぞれ工場で生産され，器具取付，内部仕上を施

し完成品として工事現場に搬送されるから ，あらかじめ容積 ・重量など

についても搬送 ・搬入可能な最大限を設計基準としている。また乙のユ

ニ ットの壁体が，構造体そのものがもっ壁体と二重壁になるような無駄

を省き ，ユニット 壁が十分その構造体の外殺となり，耐力壁としての機

能をもつようになっている。さらにこのユニットによって生じるジョイ

ン トスペースにはボイラ 一室 ・洗濯室が設けられ，全体として効率よい

設備計画が施されている。

(2)  独 創 的 な 暖 房 給 湯方式

従来住宅の暖房給湯方式といえば，石油ボイラ ーによるかガス湯沸器

による場合が一般的とされている。乙れらの各方式は，個々の機器がおの

おの独立し適当 IL組合されて ，ひとつの方式として機能をなしている。

前者は，燃料の補給などに多くの問題があり ，公害が叫ばれている昨

今，ユーザーとしては考えてしまう点が多い。また後者も安全性などに

おいて一長一短で，乙れという決め手が見出せないのが現状である。

乙乙でわれわれが開発した方式は ，乙れらおのおのの方式のディメリ

ットを認識した上で， 全く新しい概念か ら出発したものである。

それは ，機器を開発するに当り ，まず家とそのなかに展開される生活

から出発したものであり，その結果が ζ 乙IC述べる方式である。

燃焼; 部をひとつとして熱源にガスを使用し，小さな密閉容器内でガス

を完全燃焼させる新燃焼方式を採用し . 90%以上の熱効率で公害の心配

をなくすと同時に維持費の経済性を考慮した。

一方， 生活のなかの装置としての安全性を重要視して，排気ガ、スは強
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制的に外気に導き ，吸気とバランスさせて生ガスを室内 IC発生させない

ため ，その目的は十二分にはたされると考える。

また強告IJ 吸排気であるため排気管径は非常に小さく，従来のように煙

突 ・バランストップを必要としないため，せっかくのデザインのイメ ー

ジが破壊されるという乙とがなくなり ，平面計画における機器の位置に

フレキシピリティカ1できた。

熱運搬方法は，各種実験の結果から ，室内温度分布 ・気流 ・湿度など

を考慮して温水熱交換による温風ダクティング方式としたため ，室内平

面計画 IC影響を与える乙となく ，より良い室内環境を構成する乙とが可

能である。

また，給湯方式は当然二水回路で清潔な湯を得られ，シスタ ーンは暖

房用のみですむので機器に内蔵が可能となり ，したがって怠匠を害する

屋外高所設置の必要はなく ，ボイラー設置の工事も非常に簡略化さ れて

いる。

給湯能力は ，13号相当あり瞬間式でもあるため，風呂給湯もスピーデ

ィに行なえ，たっぷりお湯を使う乙とができる。

以上の機能をパックした機器を住宅というシェ J レタ ーにプレファブ的

に挿入する乙とによって，システィマテ ィックな装置として ，快適な住

空間 と生活を演出する乙とが可能となったわけである 。

(3)  ミサワホーム電 気 配 線モデユール

第三の特徴として ，独特の電気配線方式があげられる。

一般のプレファフ、住宅の電気配線は ，現在もほとんど在来のそれと変

わっていないが， ミサワホームコア 350 では，好評のホームコアのパネ

ル配線をさらに一歩レベルアップさせた方式で，完全パネ j レ内配線を確

立した。

ｾ気設備に対す る基本的な方針は ， ますますメカ ニ カ ｊ レな生活様式へ

の動向を見越して ，回路数は予備回路を含め六回路準備し ，コ ンセント

は一室 2 ロコンセント . 2 - 4 カ所，スイッチはすべてもっとも使いや

すい所 IC設けるという考え方で計画した。

乙れらは当然のととと恩われるが，現状では ，ほとんど守られていな

い。

その他，テレビのフィーダ一線 ・アース線もパネ J レ内配線を採用して

いる。

乙れらの考慮のもとで警かれたホームコア 350 の30数プランの電気配

線図面と ，パ才、 J レ組図を徹底的 lζ 照らし合わせ研究した結果，われわれ

はパイ ロットハウスの電気配線モデュー J レの完成 IC? Eった。

そして ，乙れに附随してパネル配線用の包材も開発した。

乙れは，ケ ーフツレが配線しである場所なら ，どこ からでも電源または

スイッチ回路が取り出す乙とができ，それら電材の取り付けも従来のも

のと違い，一重にプレファフツマネノレ用の機構をなしているものである。

ζ の方式の採用によって，前述の基本的な方針を全うできるだけでな

く，プレファブ化率のアップ ・現場施工の簡略化 ・工期の短縮などのメ

リットを生む乙とが可能となった。

その他，電気設備関係では ，工場パネ J レ生産段階で決定不可能なチャ

イム コー J レ用の配線 ・電話線引き込み用配線などは，現場で容易に施工

できる方法を電気配線モデューノレにあわせて考慮している。

またジョイン ト関係で・は，各回路別のケ ーフツレをジョイントスペース
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天井哀の一定の場所で結線して，容易に点検できるようにしてあり ，メ

ンテナンスなどを考慮したとの集中ボックス方式も大きな特徴としてあ

げられるだろう。

乙れらすべての総合的検討の結果は，住宅の コスト ダウンのための重

要な要素となると考える。

(4)  工 程 上 の 特徴

(1)であげた構造体設備ユニット の確立により，衛生工事11 : つぎのよう

な革 ｉ ｝，ｾ、を発見した。

一体化された設備ユニットは，いかなるパリエ 一シヨン lκζ 変わつても

それぞ

そのため，バリ エー ション 11: 関係なく ，ユニ ットの基礎には基礎打の

段階で容易に一定の所にスリ ープを設ける乙とができる。

配管についても同様の乙とがいえ ，組立前に床配管をして，ユニット

設置と同時に立配管をするので施工性が非常によく ，プレファブ化の隠

れた阻害点である衛生工事が一挙 IL解決された。

また ，ボイラ ーが建築の工程におよぼす影響は全くない。

従来のボイラ ーなどの場合，煙突 ・パランス トップなどの関口部 IL は

メガネ石を入れたりするため ，それぞれの取付規制j などから考えても ，

プレファプ的ではない欠点があった。

(2) のような方式を採用するととにより ，建築 IL与える影響を強いてあ

げるなら ，屋外に面したボイラ一室の基礎に約75m/mlまどのスリーブを

通す乙 とだけである 。もっとも工程上複雑とされていたボイラ一室が非

常K シンプルになった乙とは，大きなメリットといえるであろう。

最後に電気設備だが，従来の電気配線11 : 比較して，ホームコア 350 で

は天井乙ろが し配線のみで，その手間も非常に軽減されている。

また結線はジョイントスペースで行なうので，屋根工事その他に追わ

れる乙となくできるのも大きなメリットであろう。

今 後 の問題点

乙のように ，住宅の工業生産化を進めるにあたっては ，各ユニットを

工場生産化 ・量産化する乙とがきわめて重要であるが，住宅設備関係、の

法規は，そう した事態を予想して制定されていないため，設備の使用許可

基準 ・工事基準 ・工事資格などに関する規制内容が適切でなく ，住宅設

備の量産化 ・ユニ ット 化を促進する上で大きな阻害要因となっている。

一方，パネ J レ化 ・ユニット化という乙とは，いいかえれば部材の大型

化を窓味し ，そζ で必然的に問題となるのは ，輸送関係などの規制であ

る。

乙れらについては ，通産省および各関係事業者などで総合的な国家基

準を制定する乙とが必要であり，その上11: 各メ ーカーの開発と努力があ

って乙そ ，はじめて本格的なプレファブ住宅の時代が到来するといえる

で あ ろ う 。 ( か と う よしゃ ミサワホーム K K総合研究所技術開発館長〉
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ト系 1 戸建独立住宅 ( 1C S - P H) の設備コンクリー

壮一郎山池

前述のどとくコ ンクリ ート系の住宅である。 1戸の住宅Iζ 各戸共通し

てなくてはならないものに ，つぎの 4 つのユニ ットがある。

1. エントランス ユニット ( E ) . ( 玄関，階段)

2. サニタリ ーユニット ( S ) . ( 浴室，洗面所，便所)

3  キッチンユニット ( K ) . ( キッチン)

4  ユーティリティユニット( U ) . ( ユーティリティ)

であり ， ζ れらをプレキャスト (PCa) にてボックス化し，乙のボック

スを組み合わせ，他のユニッ ト ( 居室，寝室，子供室等) を P C
a板 lζ て

附属させ組み立てる乙 とによって
. 1階建 ・2 階建の住宅を無数にバリ

エーショ ンをもたせたものである 。従来の量産個人住宅にみられた，い

わばメ ーカーのお仕着せの感 じをさけ，個人の好み，家族構成などさま

ざまの条件を満たす，無限のプランのバリエ ーションを展開するもので

ある 。 (図ー し 2)  

〈表一 1)  

建築の特徴

なる 。

竹中工務底では宅地生産から ，設計 ・施工管理等のおのおののシステ

ムを合理的に統合 (I CS- Integrat ed Const r ucti on  S yst em) し，よ

りよい住宅を大量生産によって安価に供給する ，プレキャス トコ ンクリ

ート による一連の住宅を開発してきた。すなわち ，今回パイロットハウ

スとして応募した . I CS- P H. 中高層マンションとしての I CS- A A

ＨＴ 階 ｾ Ｕ 階Ｉ Ｎ I CS- Y . S . A  (11階) . I CS- Y ・S . B ( 15階) . 超高

層としての I CS- H ・R . R (25階) である。

めじIま

I CS-P H を開発するに当って

設備担当者と して，個人住宅の現場施工による設備をプレハプ化しu

産化するという傾向を，再度原点に帰って，プレハプ化された住宅，量産

化された住宅に対して，設備そのものがいかにあるべきかを検討した。

すなわち . (1)暖房設備そのものの必要性. (2) 暖房設備の性能および価

格. (3) 建築プランへの対応性. (4) 生産性. (5)施工管理. (6) 運搬. (7) 破壊

行為の難易性等であり ，開発へのプロセスを表にすれば下記のごとくに

生

産

上

の

ポ

イ

ン

ト

性

能

上

の

ポ

イ

ン

ト

販

売

上

の

ポ

イ

ン

ト

i車正 コスト配分

断熱遮音性能

I C S - P Hの検討過程表 - 1

L 断然、遮音性能

Z暖房総湯設備必 須

｡ｾ 売局設定

= 中堅廿ラリーマン

パイロットハウスの応募粂件
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設備計画について

ボックスユニットは ，ただ単なる建築プラン上の中心ではなし、。これ

は設備 コアとして，またボックス間における通路部分とともに設備的に

重要な役割を占めると同時に ，燐造 コアとしてもその性能をもっている

ものである。

・電気設備

a ) 屯灯 ・コンセ ント設備

包力会社の安全電[ 己記線の規準! こ準拠して，コンセントは各室 2 カ所

設置を原則とし， 居間にはセパレート 型ク ーラ が取付可能なように専用

回路を設け ，壁にはスリーブを用志している 。

b) 配線工事

居室 ・廊下の配線工事は ，配線プラスチックケース( ケース ウェイ)

を壁上部天井隅にもうけ ，V V F ケー ブノレを収納し配線する。乙の方法

lζ よれば各部品を規梅化することで大量生産が可能となり ，施工の容易

性とコス トダウンを計る乙 とができる 。また， P C
a 板組立てとは無関係

に作業ができるので，屯気工事独自の工程を組むことができる。これは

稲決する建設工事，とくに仕上工事においての意義は大きい。

E  

J

J

U

 

3  
A  B  c  

図- 2 主配管系統図 種々のプランパリエーション( ( 対する配管のキ γ トの検討。

床下配管緯工による。 11<下スペ ース は十分あり，将来配管変更可能である。

D  

図- 3 給排水 ・衛生 ・ガス系統図
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生活向上にともない電気の使用量は当然多くなる。従来の配管方法で

あれば，その入線本数には限度があり ，将来の需要要求Iこ対して自然と

制限されるが，ケースウェイを使用すればV V F ケーフソレの変更が容易

にでき ，将来の増設に十分対応できるのである。

しかし， P Ca 板の精度に影響する乙とであるが，天井とケ ースウェイ

の隙聞が目立つ との見学者のど意見もあり ，さらに今後改良を加えてい

きたい。

- 給排水・ 衛生・ガス設備

a ) 給排水 ・衛生工事の特徴

ユニ ット内衛生器具取付を工場でt行なう乙とと ，でき得る限り現場で

の建築工事と の取合部分を少なくして，設備工事を独自の工程にのせた

ζ とである。 図- 3は配管の要領図を示したものである 。

図- 4は通路部分の工場組立てされた配管ユニットの写真である。 こ

のユニ ッ 卜とボ ックス ユニットの配管を現場で接続するだけで ，屋内の

配管工事はすべて完了するのである。

・給湯設備

ガスセントラ J レ給湯暖房器は，給湯優先のため給湯能力! とはそれ相当

白

図- 4 通路部分の配管ユニ ット

おヂ日 1

浴 室

図 - 5 給湯系統図



の機器を選定すれば問題はないが，給湯時の暖房能力 lζ 対する影響が心

配される。乙れは居室がコンクリ ー ト壁体の蓄熱効果により，室温の著

しい変化とはならないとの予測で設計設置 した。実測によって も，30分

程度の給湯時間では室温への影響はまった く見られなかった。

図iζ 給湯の系統図( 図- 5) と浴槽へ湯を張る実測結果( 図- 6) を

掲げる。上記実測結果ICよれば，浴槽に46

0

Cのお湯を張るためにはだい

たい22- 23分程度であり ，良好な結果が得られた。

・暖房方式

a ) 熱源. 住宅の暖房を考えるとき ，まず操作が簡便である乙と ，住宅

であっても大気汚染に無関心であってはならない乙と ，燃料が安定して

供給される乙との理由により，ガス熱源を採用した。

b ) 方式 : 住宅の暖房方式としては ，種々の方式が考えられ実施されて

きた。方式はそれぞれ特徴をもっている が， 勺マネル ヒー テイング十加

湿" の方式が最良のものと考えられる 。 しかし設備費および維持費の面

でとれを採用するには，乙の種の住宅にはなかなか難しい。したがって

乙れに変るものと して， "対流+ 縞射" を利用したパネルラジ エタを採

用し ，配管は前頁系統図のごとく， モノフロ ーフ ィツラング利用のー管

給湯住芦E記 鞍 ( 1 J  
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図 - 6 給湯性能低験結果 〈グラフ表示)

表 - 2 使用ガス量と外気

時 ｾｊ＠

A 棟 I B 練 乾 守 宅 ｾ ｉ 吟 宅 ｆ ｬ ｩ ｴ Ｏ ぎ ｾ I 風 向

16 :∞ 5. 6 ι s  0. 25 S E  

1 7 ω 5. 4 4. 8 0. 40 NNW 

18 :∞ 6.2  5.8  0.25 NE  

19 :∞ 6. 0 5. 4 0. 25 NE  

20:  00 2.760 I  2 ω6  5.9  5. 6 2. 50 NE  

( 大阪ガス 1 0/ 4.5ωKc al J  

表 - 3 各室平均温度

ご き| 舗 平 均 値(. CJ

18 ∞~ 

|  室平匂温度ω |  グローブ温度ω

上 24. 8 

リピ Y グ

中 21. 0  20. 7 20.2  

ダイニ γ グ

下 16. 3  

上 27. 0 

子 供 室 中 21. 2  21. 8  20. 5 

下 17. 3 

上 25. 6 

寝 室 中 22. 7 22. 2  20. 5 

下 18.3  

式とし コスト の低減を計った。

図- 7は，暖房配管系統図である 。配管は床下施工の例である 。つぎ

に暖房測定の結果を表- 2 ，表- 3 ，図- 81c示す。

む す び

近い将来の住宅，とくに量産住宅における設備のあり方として，個人

の収入増に伴う使用器具電気容量の大幅な増加，暖房設備への要求，ひ

いては冷房設備等の要求が考えられる 。暖房設備が普及する時間と ，冷

房設備が普及する時間的割合は，白黒テレビとカラ ーテレビのそれによ

く似た現象になると恩われる 。乙れは，個人住宅を設計する際セン トラ

ルヒ ーティ ングを設備できる所得階層は，冷房設備も今少しのととろで

設備できる経済力をもっている ζ とで実証される 。

建築設備の業務にたずさわる者は，と くにその建物が将来の住居に対

する要求を十分に満たすように ，システム的にも計画当初より考えねば

ならない。現在のシステムが将来の要求に対応できず， シス テム その

ものが陳腐化しないよう十分留意すべきである と痛感している次第であ

る。

( いけやま そう いちろ う K K竹中工務庖設計部設備設計煤長)
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図 - 7 暖房配管系統図
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大林組ーコンクリート系連続建住宅

小 林 満

置 は じ め に 暖房設備は状況に応じて，個別方式 ・中央方式を選定できるが，本計

画では設備パネル方式( カ ーテンウオ ーJ レの一部に暖房器を組込んで各

室どとに暖房する方式) を採用した。

電気設備は将来の容量増加を見込み，余裕のあるものとした。また，

配線工事は建築工事との相伴工事を極力避ける ζ とに留意した。

2. 厨房 ・衛生設備 (設備ユニ ット)

単体ユニットとして，キッチンユニット ，洗面便所ユニット，パスユ

ニットの 3 つに分け，計画上のフレキシビリティを与えている。また単

体ユニットを組合せて複合ユニット を構成する乙とにより ，配管などの

工場組込みを最大限に発揮させるように考えた。すなわち l 階K は便所

・キッチン複合ユニット， 2 階は洗面便所 ・パス複合ユニットの 2 大複

合ユニットとして搬入を考えた。しかし今回は試行建設であり，したが

って乙れら複合ユニッ トの量産体制にないのと ，装置空間の両側に桁行

方向 1 ( 地震入力IC対しより安全度を確保する意味から門型のプレキャス

ト壁パネノレができ ，大型ユニット が持込めなくなり ，設備ユニットとし

ては，パスユニットのみを採用し ，他は現地施工とした。本計画では寝

食分離の原則にもとづき ， 1階2 階とも装置空間が中央部にあり ，各階

1 ( 便所を設けた乙とも大きな特色といえる。

3.  給湯設備

ガス焚のバランス釜を採用した。乙れは燃焼部が 2 カ所あり ，ひとつ

はパスタブ専用であり ，他は給湯用になっている。給湯

用は同時使用の頻度が少ないもの と考えてシャワ ー， あ

がり湯，台所流しおよび洗面器 iζ 給湯できるようになっ

ている。乙の方式は他の方式1 ( 比較して非常に簡単であ

り，かつ安価である。乙のバ ランス型外焚釜の給排気

は，S E ダクト方式を採用し ，他の排気系統とは独立し

泉北ニュー タウンのほぼ東端の位置に，東西約47m，南北約34mの敷

地を得て，乙乙 lζ 大林組 コンクリ ート 系連続建住宅- 2 階建テラスハウ

ス10戸の試行建設を行なった。提案住宅である 3e却シリ ーズ6 U型 6 戸

l 棟を敷地の西側に，またバリエーションである必∞シリ ーズ6 U型 4

戸 l 棟をその東側へ，計10戸 2 棟を建築した。

各線の配置は ，日照，プライパシ ーを考慮のうえ，変化を求めて，2  

戸を 1組とする雁行型とし ，しかも土地利用効率の高いプランである乙

とを実証している。

コンクリート系連続建住宅の建設に当って，その設備計画の考え方，

特色，問題点ならひ1ζ 苦心点などについて述べる。

参考のために， 図一 1 1C建築平面図， 図- 21( 給水，給湯，ガス ，排

水通気，暖房系統図を示す。

圃 設 備 計 画の考え 方および特色

1. 基本構想

本計画では居住空間と装置空間が分離されており ，建築計画，設備計

画が明快な形で一体化される基本条件をつくっている。

厨房設備 ・衛生設備は装置空間内に設備ユニ ットとして集約化され，

配管の合理化，プレフ 77' 1じを計った。
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ている。

4. 暖房設備

住宅の暖房設備は今や絶対条件lζ なりつつあり ，乙の

パイロットハウスでも義務づけられた最大の設備であ

る。暖房設備の計画にあたり ，入居者が要求する重要な

項目は，建設費が安価なとと，ラン ニング コストの安い

乙と ，火災，中毒などに対して安全である ζ と，故障が

少ないとと ，運転騒音のない乙と ，快感度の高い ζ と，

場所の 占有面積が小さい乙と，耐用年数の長い乙と ，清潔

さ，温度湿度1 ( 対する制御性 etc が考えられる。乙れら

を満足さすためには暖房方式としては個別方式がよいの

か，セントラルヒーティングがよいのか，地域集合熱源

方式か，温水か，温風か，編射暖房か，またエネルギー

源と して油，都市ガス ，m力( 深夜電力) 等々 ，検討事

項は非常に多く ，それぞれ長所短所を兼ね備えている。

乙れらを総合判断して，バランスド フルー タイプのサー

キュレーター ( 大阪ガス製) を各室の設備ノ f ネノレに組込

む乙ととした。乙の方式の長所として，

a ) 暖房負荷の大きい窓側に取付けられる。

b) 編射熱の効果も利用できる 。
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図- 2 給水，給湯，ガス，排水通気，暖房系統図

c ) 燃焼ガスによる危険性がない。結露の心配もない。

d ) 各室ごとに暖房ができ，無駄なく運転できる 。

e ) 居室空間の自由度をほとんど害さない。

f ) 静粛である。

g ) 建設践が安価である 。

h ) 取扱簡単。故障が少なく ，取はずし ，取替えも簡単。

i ) 蒸発式加湿皿で湿度調整もできる。

などがあげられる反面，短所としては，

a ) 平面的な温度分布は問題ないが垂直温度分布lζ 最大の難点があり，

乙れは天井扇などを併用するととで大幅に改善されうる 。また深夜

電力による床パネ J レなどを併用する ζ とも考えられる 。

b ) 温度，湿度の自動制御がむづかしい。

以上の長短を総合的に判断し，また東京都以南の温暖な地域の暖房と

して， 経済的であり勤労者住宅用に相応しいものと考える 。

5. 冷房に対する考慮と換気設備

冷房設備は標準設計にはないが，必要に応じて設備 ・建築の一体化を

乱すととなく設置できるように，外壁面に設備パネ J レを設けた。本パネ

ルは上部lζ ウインドク ーラセパレート 型を組込み，中段lζ 室内への給気

用換気ロを設け，下段 IC暖房用バランスドフルータイプのサ ーキュレー

ターを取付けるようになっている。

換気設備は浴室，便所，台所の各系統単独で屋上の集合排気筒へ接続

されている。

6. 電気設備

住宅の匂気設備は家庭電化の急速な進歩とともに，電気容量の増加は

必定である。したがって本計画でも ，電力の引込幹線の余裕と，将来の電

気設備増設に対する配慮は車色対不可欠の条件である 。乙の条件を満たす

ために引込幹線は 14 mnr とし ，ケースウェイは各室とも 2 回路の増設余

裕を見込んでいる。ウインドク ーラー用の コンセントも各室lζ 設けた。

電気配線工事については，省力化のため P C版への打込み配管は避け

て，ケースウ ェイを使用し， v v ケーブル配線を行なった。プレファプ

建築の大きな欠点である露出配線をできるだけ少なくするため， P C版

壁のスイッチは天井廻り縁lζ 取付けるプルスイッチとし ，コ ンセン卜は

床下配線で幅木哀を立上げ， P  C 版に直付けとした。

画 問 題点 な ら び に 苦 心 点

今回の泉北 ニュー タウンにおけるパイロッ トハウス試行建設におい

て，畳産化住宅の設備上の問題点として考えられるのは，第一lζ 全国的

な規格または技術規準の統ーである。乙れは住宅建設の工業化への発展

を大きく阻害しているものと恩われる。電力，ガスについては広域のサ

ービスと ，かなり明確な技術規準があり ，あまり問題でないが，水道に

関しては各都市どとに規準が異なり，とくに今回のように低層住宅で水

道本管からの直圧方式で引込むときの屋内給水管にはプレファプ化，ユ

ニット化は事実上不可能と恩われる。現在の使用配管材料検査，中間検

査などはとれにかわる簡便な方法，工業化へのコンベヤに乗る広域の水

道行政が切望される。

第二に暖房設備は文化生活を営む上でのt猷す必要条件である乙 とは論

をまたないが，乙れに対する助成，育成の行政もまた急務である。乙れ

にはエネルギー源の総合利用面から再考すべきときだと思う。より安全

な，より快適な暖房方式の必要性の P Rも大切な事柄である。

第三に乙の大林組一一コ ンクリ ー ト系連続建住宅一ーの設備上の問題

点，苦心点としては ，

a) 暖房の妥直方向の温度分布は満足できないが，前記の解決方法で改

善されよう。

b ) 配管のフレキシブノレジョイントでとくに都市ガス用として安全，か

っ完全なものがなく ，今後の開発が急務である。

c ) 配管用シャフ トはかなり コンパク 卜に納めたが，気密性，点検， P  

C 版孔明けの精度などにいっそうの研究が必要である。

d ) 色力，水道，ガス，の引込経路の延長が長くなった乙とと，電力線，篭

話線の引込線およびガスメ ータが露出し ，美観上の問題が残った。

e ) 電気配線のうち，床の P C版とその上の木製ノf ネJ レの間隙の電気工

事が建築工事とラップし ，苦心した。

f ) 1階床下の配管スペースは eJXJ m mとしたが作業がむずかしし

8∞mml ζ 変更する 。

以上ノマイロットハウスの設計と施工を完了し雑感を記したが，明日の

住宅産業の前進を願って筆を欄く。

( c . ばやし みつる K K大林組設備部設計課長)
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給水管・給湯管の自己管材料のトラブル

石 田 繁 夫

技術の頁にふさわしい記事というより，今までに経験した給水管と給

湯管の配管材料のトラフツレの一例を記してみたいと思います。

配管材料を決定するには，選択条件をいろいろと検討した上で配管材

料の材質を定めますが，しばらくしてトラブJ レに巻き込まれたり，また，

何の支障のないものが突然事故を起し困りはてる乙とはよくあります。

工 トラブルの要因 ( 装置，系統的なことは別として)

(1) 水 lζ 色がつく

(2) 水がもれる

(3) 水の出が悪くなる

(4) 水に変な味がする

など，一般に誰でも簡単に見つけ出せる ζ とが大半です。

E そ の 例

(1)  水に色がつく件については

1- 1  白濁した水が出た， とくに朝いちばん最初に使用する水であ

る。乙の場合，配管用炭素鋼鋼管の亜鉛メッキした管( 通常白ガス管) で

比較的新しい聞に起る現象で，メッキした亜鉛の溶出が原因であった。

乙のような亜鉛の溶解した水を飲むと気分が悪くなり，数 10 ppmも含

んでいる場合は，そのショックで失神する乙ともあるといわれます。

1- 2  つぎに同じ白色でも乳色のどとく白くなめらかな濁りとなる乙

ともありますが，乙の場合，し ばらくたって透明な水 IC変るならば，空

気を多量に含んだ水で，透明のガラスコップIC受け透かしてみると非常

に小さな空気泡が自にみえます。管材料とは何ら関係はありません。

1- 3  もっとも多いのが赤い水の出る乙とです。いわゆる鉄サピ色の

水ですが，ガス管材料のみとは限りません。古い市水道本管よりの鉄サ

ビの持ち込みもありますので，他の管材料の場合でも出る乙とはありま

す。その場合は給水管よりも給湯管の方によく起ります。乙れは，溶け

ている鉄イオンが温度の上昇によって酸化するのと，給湯加熱器の材質

や給湯管の湯を循環させるのが影響しているととがあります。

1- 4  閉じ赤い鉄サピ色の水でも井水などの場合は，塩素の注入をし

ていないと鉄バクテリアが繁殖しているととがあります。との場合はち

ょうど，綿ぼ乙りのような状態のもやもやしたものが水中にあって鉄サ

ビ‘ 色がついており ，鉄バクテリアが生息している乙ともあります。また，

藻が発生していて赤い色や緑色，はては褐色を呈する乙とがあります。

井水の場合はマンガンが含まれていると黒い色の発色をみます。また
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カJ レシュウム系のものを含むと白い結晶物が器物の底に沈でんしている

乙とがあります。

1- 5  青い水が出る。たとえば，パスタブに水をはると青くみえる。

白い陶器やタイル白地を背くそめる。タオ J レが青くなりア J レミ系のナベ

やヤカン lζ 孔がよくあく 。乙れら の場合は，銅イオンが水中に裕けてい

る乙とを意味しますので，銅配管材料を使用した場合に問題にされます。

(2)  水がもれる

突然水もれに見舞われる乙とは，天井内配管や露出配管の場合で，何

かしら ，じわじわと壁面や床面がぬれている場合は壁，床，地中等の埋

設配管に多く起ります。( コンクリ ー ト製水槽，浴槽や厨房の床等の防

水層のキレツとは別，配管材料関係、においての乙と)

2  - 1  白ガス管の場合は長い間使用しているとネジを切ったものは，

腐食によってネジ部の谷で折損し漏水に至る。同じネジ部でも砲金のパ

J レフe と接続されている部分は異種金属との電池構成の腐食もあって早く

折損する例が多い。また，孔食といってもキリかチスのようなものでっ

き抜いた孔があく乙ともあります。

2- 2  ステンレス内貼り鋼管は，管の端面をよほど慎重な取扱いをし

ないと . 7 . ) < の流れの衝突や，臭種金属による電池腐食の形成がステンレ

スと鋼管との間に起きて ，鋼管側が阜く腐食され，漏水IC至る乙とがあ

る。とのような端面K 対する配慮は塩化ビニ J レの内貼り鋼管の場合11:も

必要であるが，金属と樹脂であるのでその被害は小さいが砲金のノ匂レフe

との接続部では鋼管のネジ部が腐食されやすいので注意するにとした乙

とはない。

2- 3  黄銅管においてはシーズンクラックと称して管が突然タケを割

ったようにタテ軸方向にヒビがはいって漏水するととや，黄鋼管は合金

であるため，銅と亜鉛が水中において選択腐食現象を起し亜鉛が早く水

に溶けるので，腐食が進行する伴って強度の弱い部分でポン と折損する

乙とがある。とくにネジを切った管のネジ部の谷で起る。

2- 4  銅管の場合は伸縮が他の配管材料に較べて大きいので，その伸

縮のしわょせがときには継手に寄せられ無理がかかるので，継手の弱い

部分11 : キレツがはいり漏水するととがある。

また，鋼管の内面 IL スズメッキを施した場合 IL は，錫メッキのはげる

状態によっては鍋管に孔食を招く原因となって漏水した乙ともある。

2- 5  塩化ピニル管は凍結による破損，振動やウォ ータハン 7 による

破損で漏水するととがある。
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1. 伸縮のくり返 しが継手のキレツを招く ( 給湯管〉

4.賞鋼管の税亙鉛現象による ネジ部のキレ ツ ( 雑用水管〉

7.塩化ピニル管の ウォータハンマによる割れ ( 給水管)

ＱＰ Ｎ＼＼ 化ピニ ｊｾ 内貼 り鋼管 周 継 手 の エポキシ 樹脂塗料の浮き

( 給水管)

穐

2.浴槽の温水循環路の緑青の帯 ( 鋼管の浴場循環管) 3.貧鋼管の脱亜鉛現象によるネジ部のキレツ ( 給水管)

5 黄鋼管の脱亜鉛現象O.2 m m位腐食 ( 給水管〉 6.塩化ピニル管の濠結による割れ ( 給水管)

ｾ＿ｾ＠ ｾ ｾ＠
8. ，車結によるパルプと継手のfiJ れ ( 給水用) Ｙ 題 化ピ二 ｊｾ 内貼 り鋼管の鋼管部の孔食 Ｈ 給水管 〉

11 . ステンレス内貼り鋼管( 自ガス管) の管端面の腐食( 給湯管) 12.配管周炭素鍵管の腐食によるさひこぶ ( 給水管)
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15.配管用炭素鋼管〔自ガス管〉のネジ部の腐食の折損給水管))

13.配管用炭素鋼管( 白ガス管〉 と砲金パルプとの異種金属簸

続部の腐食 ( 給水管〉

14. 砲金パルプと白ガス管の告書銃部断面( 給水管)

16.配管用炭素鋼管( 白 ガス管) の内面腐食による管閉鎖( 給水管) 17.黄銅管のシーズンウラッウによる IIJ れ〈給渇管〉
18.黄銅管のシーズンウ ラッウによる割れ断面

(3)  水の出が悪い

白ガス管の腐食による鉄サビの乙ぶの形成により管がつまってくる例

がもっとも多いが，異種金属と接続されているパルフe部やフランジ，機器

などの接続部の限られた場所の狭窄もあり ，また，パJ レブの心棒が折損し

て仕切弁などの胴が落ち込んで閉止状態になっているとともあります。

(4)  水に変な味がする

いわゆるカナケ尖いという場合は鉄の溶解が多く ，残留塩素によ る臭

いといやな味，湧7 . k や下水管のもれた水がコンクリ ート 製受水槽の防水

キレツ部より浸水して，舌をさ すような味がした りし，工業用水を飲用

水と誤って接続 して問題を起すが，世閣にはいろ いろと その人個人によ

って変な味のとり方をしますので，個人差によるその感じ方が違い ，な

かなか難しい乙とです。

もっ とも，大阪の水がとくにカピ臭く変な味がするので飲めないとい

う水源自体より運び込まれる公害源は早く取り除いて欲しいものです。
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お わ り に

先の例のどとく何かトラフツレが起れば，早くその原因を知り対策をし

なければいけないのですが，それは言葉ほどに簡単に終る乙とはほとん

どなく ，建物の用途の性質，使用状態，管理状態 ，水質の地域性，配管

材料の材質，機器との組合せ，装置の系統，環境条件など，数多くの調

査項目を並べても実際には乙れだと決めつ ける原因は少なく ，数多くの

原因がお互いに関係しあった結果が現われるので，よほど明確なもので

ないと主原因は乙れ乙れですと答えられないのが現状のようです。

以上，配管材料の内側の水に接する商のみを対象としたトラブノレの一

例を記してみましたが，現実には外面よりの条件で同じような トラブル

が起とされるとともあります。

実例の写真を参考までにあげてみたい と思います。

( いしだ しげお須賀工業K K)



日本建築協会

月間の動き

昭和47年 4 月分

理 事

. 6.  

=  

25日 正午- 2 時於大阪ガスヒワレ食堂

出 席 者 塚 本，松村，福田正副会長ほか

15理事

井手京都支部長

正午より新旧役員の会食懇談会を開催し終了

後理事会を開催，旧役員の出席者

田中 ，山本前理事

議事(1)理事会務分掌ならびに主幹選任の件

(2)定例理事会開催日決定の件

(3) 昭和47年度委員会委員委嘱の件

(4) 前年度よりの引継事項承認の件

(5) 建築クラブ( 朝食会) の件

(6) 職員の給与引上の件

(7 )事務局職員採用の件

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

編集理事打合会

7 日 正午- 2 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 福 田 副 会 長 北 垣，彦谷理事

議 事 本 年 度 の 「建築と社会」編集方針などに

ついて

編集理事会

25日 111時~正午於大阪ガス ビ〉レ食堂

出席者福田副会長ほか 7 理事

議事 昭和47年度「建築と社会」編集全般につ

いて

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

データシート合本出版記念会

1 日 4 時- 6 時於京都野村別邸

出席者 24名( 住友有芳圏西館 ・野村別邸

見学 l  時- 4 時)

委 員 会

19日 6 1時- 8 1時半於会館集会室

出席者真塚副委員長ほか 9 名

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2)委員会運営について

(3) 編集組織について

(4) 発行計画について

幹 事 会

25日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 井上 ・其塚正副委員長，伊藤幹事

議事(1)編集組織と担当委員について

(2) 発行計画について

打L : . . L:.. 

'" =  

26日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 藤 泰，小笠原委員

議 事 樹 木 の データシ ー ト編集について

編 集 委 員 会

8月号編集共同討議

4 8  6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか 8 名

議事 8 月号の企画

作品作風担当委員会

5 日 6 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出席者中山委員ほか 4 名

議事 5 月号割付け

委 員 会

10日 3 時- 5 時半於会館集会室

出席者福田副会長，鳥図前編集委員長，

彦谷新編集委員長ほか23名

議事(1)委員長の選出について

(2)前年度よりの引継事項について

(3) 本年度の編集方針について

(4) 9 月以降の特集と担当幹事について

(5) シリー ズもの小委員選出について

(6) そのほか

作品作風小委員会

14日 5 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者中山委員ほか 7 名

議事(1)47年度編集方針

(2) 主査選出

(3) 6 月号作品の検討

8月号特集編集幹事会

18日 5 時半- 7時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 松 原，片方両幹事ほか数名

議事 8 月号= 都市住環境へのアプロー チ特集

の企画について

8月号編集共同討議

18日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか 8 名

議事 8 月号特集幹事会案をもとに企画

作品作風小委員会

21 臼 6時- 8時半於会館集会室

出席者中山主査ほか 7 名

議事 6 月号作品決定と担当委員選出

8 月号編集共同討議

25日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者松原幹事ほか 5 名

議事 8 月号企菌

作品作風小委員会

268 6時- 7時 於 会 館 集 会 室

出席者中山主査ほか 3 名

議事 6 月号作品割付け

事 業 委 員 会

見学会小委員会

B 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者荒川幹事ほか 5 名

議事(1)副委員長および幹事の選出について

(2) 3 月に実施 した見学会の報告

(3) 4 月- 6 月の見学会企画について

(4) 7月以降の見学会企画I r ついて

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

6 日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長，岩永，奥尾，佐々木

西村各幹事ほか 9 名

議事(1) 本年度の事業方針について

(2) 本年度の事業企画について

(3) 小委員会の運営について

(4) そのほか

広報小委員会

10日 6 時- 7 時40分 於 会 館 集 会 室

出席者三品副委員長，田中幹事ほか13名

議事(1) 副委員長および幹事の選出について

(2)前年度なら びに新年度第 l 回展示写真の

実施報告と第 2 回の実施企函について

(3)前年度第 1 回 ・第 2 回説明会の実施報告

と新年度の説明会企画について

(4)新年度の事業企画について

(5) そのほか

委 員 会

13日 6 時- 71時半於会館集会室

出席者北垣委員長，大橋，田村，堤，三品

副委員および岩永，奥尾，西村幹事

議事(1) 委員長，副委員長，幹事および編集兼務

委員の選出について

(2)各小委員会の事業報告

(3) 4 月- 6 月までの事業企画について

(4)新年度の事業企画について

(5) そのほか

若い会員の集い 「伝統工芸をみる会」

22日 9 時- 6 時半

見学先株式会社丸二商庖，株式会社森

本鋳金具製作所，有限会社江南

参加者 ＴＱ ｾ＠

住 宅 委 員 会

委 員 会

12日 5時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか15名

議事(1) 委員長，副委員長選出について

(2) よろず相談住宅展について

(3) 収支予算案について

(4) 出展業者の勧誘について

(5) そのほか

法 規 委 員 会 |

委 員 会

19日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか28名

議事(l )i 建築主事事務所J 仮称登録制度案の説明

(2)建築設計監理業務法資料配付

教 育 委 員 会

委 員 会
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24日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者谷口委員長，斉藤，山地副委員長

ほか 9 名

議事(1) 委員長，副委員長，幹事の選出について

(2)小委員会の構成と事業内容について

(3) 本年度の事業方針 ・企画について

(4) そのほか

会 勢 委 員 会

一般会勢小委員会

7 日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長，小川主査ほか 6 名

議 事 会 勢 に つ い て

建築クラブ小委員会

13日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 長，尾亀主査ほか 4 名

議事朝食会の実施について

( 趣意書，規約案の検討)

見 学
. . 0.  

τ E  

f亘和化学工業 (株) 東京工場と富士川建材工

業 (株) の見学会 (建材委員会)

21 日 9時半- 4時半

参加者 5 名

新岡山駅ならびに倉敷市民会館の見学会

( 写真多照)

22日 10時半- 2 時半

参加者 22名

岡山駅本屋新築工事

設計監理大阪新幹線工事局岡山工事事務

所建築課

施工監理大阪新幹線工事局岡山建築工事

区

施 工 東 半 分 附 大 林 組

西 半 分 岡 間 組

倉敷市民会館新築工事

設計監理附浦辺建築事務所

施 工 岡 大 林 組

大阪大林ピル新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿

支部共催〉

25日 3 時- 5 時半

参加者 79名

設計 ・施工 岡大林組

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

26日 正午- 1時半於大阪府建築士会

出 席 者 事 務 局 員 8 名

5 月以降の共催事業について打合わせ

役 員 ・ 委 員 の 見 学 と 懇 親 会 1  

8 日 12時半- 6時半

中央公会笠宮裏に集合，大成建設株式会社ど

提供のパス 2台に分乗し . 12時半出発。阪神

高速， 名神高速道路を経て上加茂神社に参

拝。京都国際会館見学後，同会館において懇

親パーティ開催

参加者 73名
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4 月 の 入 会 者 ( 敬称略)
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- 日本建築協会事務局

常務淫事

事務局長 : 福中定 三 郎 ( 06- 231- 9648代)

参 与・岩崎甚太郎 ( 06- 231- 9648代)

・事 業 課 助一231- 9640 ・5936

山田 日佐美 ・三木ちゑ子

芥川美智子 ・中 平 昌 三

・庶 務 課 助 一231- 9648 ・9649

吉田 悦二 ・上回セキ子

末宗ミツエ ・小石原千代乃

佐々木千年世 ・以倉久美子

・会 計 課 06- 231- 9648 ・9649

佐藤 克 ・坂東三喜子

杉 谷 和 子 ・江口美智子

・編 集 謀 助 一231- 9ω8 ・9649 ・9ωo

松 井 昭 光 ・吉 崎 裕 子

朽 木 克 己 ・侮 村 繁 人

嘱 託 . 東 出 清 彦 ・吉田 晃

鹿 内 武 三 ・黒 田 顕 真

大 阪 デ ザ イ ン セ ンタ ー

展示場 ・会議室 ・研修室

のどあんない

財団法人大阪デザインセンタ ー ( 旧称大阪デ

ザインハウス) は . 19ω 年10月，大阪府 ・大阪

市 ・大阪商工会議所によって産業デザイン振興

の中枢機関として設立されました。

同センタ ーでは ，産業界 ・消費者 ・デザイナ

ーを対象に各種のデザイン振興活動を行い産業

デザインの開発向上につとめています。

同センターは ，大阪の中心である船場にあっ

てグッドデザイン商品の常設展示場のほかに使

いやすい展示場，会議室，研修室を設けてひろ

く一般に開放しています。使用料金その他詳細

は同センタ ーにお問合せ下さい。

地下鉄中央線と堺筋線がク ロスする堺筋本町

駅のすぐ上. 2 階という至便の場所にあります。

お申込先 財 団 法 人 大 阪 デ ザ イ Y セ γ ター庶務課

大阪市東区船場中央 2 丁目 2 番地

船渇セ γ ターピル 4 号館 2 階

語大阪 (06) 262-5663e 541  

建設業界における労働関係法令

違反事件の防止に ついて ( 通知)

大阪府建築部長

大阪府労働部長

建設業における雇用近代化の推進について

は，かねてど努力願っていると乙ろですが，い

まなお業界の一部には依然として違法な労働者

募集や ，労働者供給事業等を行なう者がみられ

るために労働条件の劣悪化をはじめ，賃金の不

払い ，中間搾取等種々の弊害が発生 している現

状にあります。

ついては，建設業界の健全な発展と建設労働

者の地位の向上を図るため ，食さん下建設業者

に対し労働者の使用に関する法令等の遵守につ

いて十分認識させるとともに，かかる行為の絶

滅を期すよう指導徹底願います。

なお ，昭和47年 4 月 l 日から施行された改正

建設業法において，特定建設業者( 発注者から直

接請負う 1件の建設工事につき ，その工事の全

部または一部の下請代金の額が1000万円以上と

なる下請契約を締結して施工しようとする者)

が元請負人である場合，その下請負に係る建設

工事の施工に関して下請負人が建設業法施行令

第 7 条の 3 の規定により定め られた労働関係法

令等を遵守させる義務を課し ，また元請負人で

ある特定建設業者の下請負人が工事の施工のた

めに使用している労働者に対する賃金の支払い

を遅滞した場合または工事の施工に関し他人に

損害を加えた場合においては ，必要があると認

めるときは特定建設業者の許可権者である建設

大臣または都道府県知事は，適正と認められる

額を元請負人である特定建設業者 lζ 立替払いの

勧告を行なう乙とができるので ，乙の点』とも十

分なる周知を図られるようど配慮願います。
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B A T H- イギリスにおける保存修景計画の一例

共同研究 都市の開発的保存 7

山本康宏

は じ め に

4 ギリス政府は 1967年に、保存政策に大きな前進を与えるべく、都市環

境保全法 (The Ci vi c Amenity Act ) を可決させたが、それと並行して、

1966年に住宅地方行政省と地方議会は、共同で保存対策の一般的方法論

を見いだすために Bat h，Chest er ， Chi chest er ， Yor kの 4 つの歴史的都市

の事例研究を「保存対策グループ」に委託した。 この小論ではこのグル

ープによる Bathに関する報告書- Bat h， a  St udy in Conservat i onー

をとりあげ、その要旨の紹介をし、イギリスにおける保存計画の水準を知

る手がかりとしたい。

この報告舎の骨子は、概略つぎのようなものである 。

St ep 1サプエリアの設定

対象区域を保存の重要度に応じて、いくつかの地区( サプエリア)

に区分しランクづけること。

図 - 2  Bathおよび対象区域

18世紀的著名な施設のほとんどは区域外にあるがQueen Squareは区域

の北に接 している。

図 - 1

St ep 2解決すべき問題点

現況調査をし、保存にあたって問題となる点を指摘した後、それ

らが生じる要因の考察と、対象区域内での問題点の分布状態の把

握を1i ' なうこと 。

St ep 3保存対策に関する提案

サプエリア単位で、保存の重要度に対応した保存の原則を提案し、

また保存上の問題点を解決するために、いくつかの手法について

考察を与えること 。

St ep 4 ケーススタディ

保存の原則を各ランクの具体的なサプエリアに適用し、保存上の

問題点の解決手段を計画、設計に実現させること。

報告書は、以上のような Bat h市の調査研究を基礎にして、保存の一般的

な意味論と方法論を確立することを試みようとしたといえる 。

なおこの報告書では、対象区域を面積約20haの中世の城壁内部とほぼ対

応する区域に選んでおり、このため Geor ge王朝時代につけ加えられた歴

史的に重要な施設のいくつかは、対象区域の北側にはずれてしまってい

る。しかし対象区域は、非常にさまざまなタイプの建築物によって構成

されており、広範囲の問題をとっ扱いうるという点で、保存に関する 一

般論を展開するのに好都合な区域選定であるといえる 。

B a t h市 の概 観

Bath市は英国南西部 Somer set shi r e J+Iにある人口約 8 万の都市である 。

市の西方約16kmのところに、大工業地であり、かつ貿易港として有名な

Bri st l e 市がある 。 Bat h市の現夜の街路パターンの骨格は中世にできあ

がり、 18世紀の Geor ge王朝時代 lこRoyal Cr escent ( 半月形街路) ，Ci r cus

( 円形広場 )，Abbey Gr r en， Queen Squar e等の歴史的に重要な施設が、

数多くつけ加えられた。現在では市南部の駅周辺がセンターになってお

り、経済活動のポテンシャ l レはここに集中している 。

写 真一 1 桂廊のガラス屋根ごしにみた景色は建物と| 町内あき地がせまいこと

を示している。過皮肉慾てこみ、光町欠如、不便なプラ ンのため上

階的ほとんどが使用きれないままになっている 。

挫 築 と 社 会 / 1 9 7 2年 6 月号
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図 - 3 建築的歴史的に重要な区場

Ｈ Ｎ ｾ Ｎ ｾ＠
- ランク l のエリア

鋪聞・ ランク 2 のエリア

- ランク 3 のエリア

Ｎｾ ランク Ｔ の エリ ア

対象区域はもっとも重要な地区をひとつ含む. さらに問機に軍事喜な地

区が周辺にt立歯している 。

図 - 4 配置および外務環境

¥ 勾 配 置 且 一 … リ ア

. 同. 配置車び外部環境の悪いヱリア

- 外部環境町悪い建物

- 建てこんだ:;'<1: 日彫になる裏庭

五日狭い街路

¥ 

対象区域の環境あるいは機能上向問題は中世初期的建設で外苦11:?l! 111I が

十分にとられなか ったことに由来する。

なお、 Bat h市においては、 2000年を目標年次とした rBat h市長期計画」

の研究があり、この rBat h保存研究」の前提となっている。

サ ブ エ リ ア の 設 定 (S tep 1  )  

ここでは、対象区域をいくつかの地域にわけ、各地区別に、保存の重要

度に応じた評価を下している 。この作業のために、建築的重要度、歴史

的重要度、最観的重要j支の 3 つの要素に分け、それぞれの価値悲準で建

築のスタイル、インテリア、建物の 7 7 サード等をランクづけし、つぎ

に同じラ ンクの対象物を面的にグルー ピングして、 その結果、それ らの

群としての地区ーサプエリアを想定してい る。ここでは、そのサプエリ

アを設定するための 3 つの重要度の要素につ いて述べる。

1 . 建築的重要度

建築的価他は、デザイン的重要度および改築許容度に応 じて、 3 段階に

分類されている 。こ れは例均の建物に| 浪らず建築鮮としての価値判断に

もよl走づいて行なわれている。すなわち、建築的評価は個々の建物の単体

としての評価に限らず、それらの組合せや、さらに 外観がどの程度の改

築を受け入れられるかという適応皮とも非常にかかわ りがあるというこ

とである 。

以上の作業の結果 、分類された各段階の内容はつぎのとおりである。

( l a)完全に保存すべきもっとも建築的重要度の高い建物

(l b)完全保存が必要であるが、若干の改築は許されるもっとも建築的に

価 値の高い建物

(2a) 改築なしの保存が望ましいかなりの建築的価値をもっ建物

(2b) ある粍l交の改築が認められるが、基本的には保存する のが望ましい

かなりの建築的価値をもっ建物

( 3  ) いくぶん価値をもっ建物で、それを保存するか否かは立地条件周閤

のま浪士克等に左右されるもの

さらに保存J て若干性質の異なった 2 粍類の建物が示されている 。 ひとつ

はほとんど建築的価値をもたない建物、ひとつはいずれ重要な対象とな

ることが予恕される新建築である。

68 

これらの 5 種類の建物に| 刻して、建築的な重要性はファサ ー ドだけに限

られているか、それがインテリアから生じるのか、 背面フ ァサードに関

連するのか、といった詳細な考察にまで立ちいってい る。

2 . 歴史的重要度

建物の康史的重要l交を考える上で、その価値基準の要紫を、

(  1  ) 建築繰式上での重要度

( 2  ) 社会的な史実にまつわる重要度

( 3  ) 考古学的な重要度

の 3 つのタイプに区別している 。とくに ( 2 ) について、史実を連想させる

雰囲気的重要度を、人間生活の豊かさにつなが るも のとして重視し 、力

をいれて検討している点は注目すべきである。

3 . 景観的重要度

サブエリアの設定の法礎として 3 番目に検討されているのは、長観的要

素の分布状態である 。景観的要素として問題にされているのは、

(  1  ) 対象区域から見える周囲の背景

( 2  ) 公問、樹木、庭問、花壇などの 〈柔かい〉オープンスペース

( 3  ) 建物と建物の防lの空間 、地面の舗装、ストリートフアニチャ一、広

告物等がっくりだすく悶い〉都市安観

の 3 つめタイプについてである 。

4 . サブエリアの設定

以上述べた 3 つの保存に関する建築的、歴史的、景観的重要度の要素に

よる考察の結果、対象区域をつぎの 4 つのランクの サブエリア にわけて

いる 。

ラン 1 1. もっとも建築的、歴史的に重要な建物の多〈集合している 地区

ラン 7 2. 最重要ではないが、景観的特色や魅力をもち、いくつかの重要

な建物や空間をもっ地区

ランク 3 建築的、歴史的には、あまり重要でない 地区

ランク 4.明らかに建築的および歴史的に興味の対象とならず 、広 い範囲

にわたって再開発を必要とする 地区

この 4 つの型の サプエ リアを設定するまでに行なわれたー速の調査の過

程で、保存の意味と対象のとらえ方が、かなり明確に打ちだされている

ように恩われる。すなわち保存とは、数多くの「複合要素」一一ー固有の

歴史的な 価値を有する建物、 〈固い〉都市景観、 〈柔 らかい 〉 オープンス

ペース 、きして重要でない建物でもそれらが群としてっくりだす特色あ

る雰囲気、建物が改築をどの程度いれ、れうるかという現代への適応性、

建築史や考古学上の価値一一に注目して行なわなければならないという

ことである 。

解決すべき問題点 (Sl ep2l

St ep 1のサプエリアの設定につづいて、ここでは保存対策と密接に関連

した具体的な問題点の指摘と、それ らの 問題点の対象区域内 での分布の

しかたをみること、を主要な作業としている。そのためにつぎのような

点についての詳細な調査が行なわれている 。すなわち ( 1 ) 各|渚日Ij の建物

用途、 ( 2 ) 建築年数、( 3 )破損状態、 ( 4 ) 用途への適合性、 ( 5 ) アクセ

スのしやすさ、 ( 6 ) 建物配置 と外部環境の調査である。

1  各現況調査

( 1  ) 各階別の建物用途

対象区域内のすべての建物のすべての階の用途を調査し、地階から 4 階

まで計 5 枚 の建物用途現況図を作成している 。結果、 地階 はほとんど名

目だけ の用途である こ と、1 階、 2 f > 皆はほぼ使用されており商底、事務所、

倉庫等の用途が大半である こと 、 3 階、 4 階 は 居 住 用 途 が 多 く な り 空

室も多くなる こと が指摘されている。なお 、ここでは、対象区域の40%

以上の建物が少なくとも 11者分の空室をもっていることが明らかにされ

れている 。

( 2  ) 建築年数

対象区域の全建築物について建築年数の調査を行なっているが、 Bat hで

は、建築年数と保存の問題との密接な関述は、とくにないという結果を

得ている。

( 3  ) 破板状態

建物の破損状態を 調査し 良質な地区、悪質な地区の区域わけを行ない、

さらに特別破損のひどい建物の分布を示した図面を作成している 。

( 4  ) 今目的用途への適合性

現代の用途によく適合している建物の集合する 地区、そうでない 地区の

区域わけを行ない、さらに、特別内部プランや設備の悪い怨物の分布を

示した図面を作成している。
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中世のパターンそのままの狭いオープンスベーえが多くの環境問題

向原因となっている.

( 5  ) アクセスのしやすさ

車でのアクセスを必要とする用途の建物( 独立住宅は除かれている ) の

うち、十分アクセスのできる建物の集合する地区と、そうでない地区の

区域わけを行ない、さらに、特別アクセス の惑い建物の分布を示した図

面を作成している 。 ここでは とくに対象区域が中世の街路パターンをほ

ぼそのまま残しているために、今目的な利用に適合するには、 関鱗ーな問

題が多いことが指摘されている 。

( 6  ) 建物配置と外音s環境

日照、跳望、騒音、臭気、安全性、環境の視覚的魅力等の要素で 、外部

環境を評価し、良質な地区、悪質な地区の区域わけを行ない、さらに、

特別環境の悪い建物と、狭い空地 ( 裏庭等) の分布を示した図面を作成

している 。 ここでも中世の建て込んだ配置に加えて、後の建てl i " I しが、

問題をい っそう深刻にしていることを指摘 している 。 その他、とくに車

の別大が環境をそこなっている現状に注目している。

2  . 問題点をもっ地区の分布

現況調査の項呂のうち、破損状態、今目的用途への適合性の状態、アク

セスのしやすさ、建物配置と外部I ; ' l 境の 4 つの要素を保存上の問題点と

してとりあげ、それらの条件の惑い地区を、 1 枚の図面に ill ねあわせて、

問題点の地区分布をみている 。 その結果対象区域では、 st ep 1 で主要な

サプエリアとして区分けされた地区に問題点が集中していることが明ら

かにされた。

3 . 利用上の問題点

さらに、保存を実現するために、解決すべき問題点を明らかにしている 。
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対象区域にもっとも特徴的なのは、 ｚｅ 室が非［［［ｾＮに多いということである 。

ここでは、この実態を、名用途別に、建物の本fflJ をあげて、詳細に分析

し、対象区域が主として、建物や環境の利用上、つぎのような問題点を

もっていることを指摘している。

(1)配置の問題、アクセスの問題、建物内部のプラン等の問題等で、建物

内外の環境が利用に耐えなくなっていること

(2)対象区域外の開発が進み、区域内の建物利用の機会が減っていること

保 存 対 策 に 関 す る 提 案 (St ep3 およびSt ep4 )  

保存対策に関する提案としては、まず、 step 1 とst ep 2 での調査分析を

土台として、 3 種類の提案がなされ (st ep3) 、さらに具体的な地区や建物

を事例にとって、その提案の展開を試みている ( st ep 4  )。

提案 1 面的な保存原則

まず一番目に、対象区域の開発と保存が、具体的に行なわれた場令、い

かなる原員IJ にたって行なわれるべきかという点についてグstep 1 で設定

されたラン 7 ごとの提案を行なっている。

ランク 1. できるだけすべての建物および構築物に手を加えず、景観に変

更を許さないことを原則とする 。 しかし、使用上どうしてもそ

れが不可能な場合や、景観をそこなうものがある場合には、な

かでも重要でない建物についてだけ、周囲の環境との調和を破

壊しないことを前提として、部分的に手を加えることが許され

る。

ラン 12. 重要な建物については、できるだけ手を加えない 。景観につい

ては、それ肉体良質なものであるか、ランク 1. の地区のi f [ 要な 1-'f

図6

S  

3  

3  

2  

ｾｈｬ＠

内部改装の例: 狭い露路をはさ んで背中合せの住宅を、 一体として学生終に改装する。中央には吹きぬ

けのあるホ ールがとられる.
Ground tloo， 

Vor k  St r e・t
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Sect i on A A  
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一

図 ー 7 Cut  Rout e : 路線は盟主要な建物に与える害および土地取得す貨を最小 lニするように決められた。ポーリング的結娘、 トンネルの工法はハイド ・パーク地下i立では

じめて適用された Bentoni te Di aphragm Wal l 方，，1: がとられた。

景となっているときには手を加えない。いずれにせよ大規模な

変更を許きない。

ランク 3 ランク 4.

基本的には大幅な変更を許し、むしろ再開発の促進をも考える 。

ただし、ランク l もしくはランク 2. の地区に重大な影響を与え

ることが予想される場合には、土地利用規制、デザイン規制を

行なう。

これらの原則の具体的な適用例としては、ランク 1. 一 一Abbey Gr een地

区、ランク 2.一 一Cor r i dor Ar ea地区がある。その方法としては、各建

物や外部空間の詳細な現況調査を行ない、それらのどの部分を保存しど

の部分を改変するか、その改変の程度はどうするかなどについて、構想

図を作成している 。

提案 2 利用機会の回復

2 番目には St ep2 で展開された利用上の問題点に対する解決案が提案さ

れている。すなわち建物の用途面での工夫、内部プランや設備の改善、建

物配置等の外部空間の改善、交通面での改普等に関して、具体的な地区、

広場、街路、建物等に立ちいって考察されている 。

とくにここでは 、用途菌での工夫、たとえば旅行者向けのホテル、学生

察、住宅、商底( とくに小規模な専門庖ーーBat hには高級な専門屈が多

い) 等に改造するための考察と交通面での改善策、たとえば、基本的に

草をしめだす考え方にたって、主要道路を地下道とすること、交通の循

環を計画的に管理することなどの考察に力点をおいて論が進められてい

る。

これらの具体的な適用例を示すと、用途の工夫として、 Ki ngst on Bui l  

di ng とYor k St r eet のふたつの住宅を学生寮にかえるスタテV 、重要

な建築物である Abbey Gr een を事務所建築に転用する場合の内部プラン

や設備の改善方法を示すスタデイがあり、それぞれ詳細な設計を行ない、

あわせて費用の計算を行なっている。さらに交通商での改善策としては、

すでに以前から Bat hの2000年計画として提案されている Cut Rout e ( 地

下高速道路) の考え方を採用し、交通の循環効率を改善し、自動車公害

による環境の悪化を減少させるという観点にたって、そのルートの選択、

構造の設計、周固め建物などとの取りあい等をスタディしている 。 さら

に、工事中環境を破壊することがないよ うな配慮をも考えている 。 もう

ひとつの交通面での改善策として、地下高速道路が完成するまでの交通

管理計画を提案している 。それは、交通量実態調査をもとにして、駐車場

の位置や車道のルート、交通最等を計画的に決定し、管理するシステム

をもつべきことを 主張したものである。

提案 3 一般的な問題に関する提案

最後に、法的な問題、行政上の問題、財政上の問題等について、現状の

矛盾を指摘し、とられるべき措置の提案がされている。

まず法的な問題としては、地方機関が粂例でデザイン面での規制を行な

うべきことを主張し、その具体的手段として、高さ制限、規模制限、壁

面材料の制限、色の制限、広告物、ディスプレイなどの制限等をあげて
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いる。一方、現行の保存関係法は、 一面的に規制的権限を行使するあま

り、かえって保存上、好ましくない結果をひきおこした例をいくつかあ

げて、具体的事例に密消した適用をはかり、また規制ばかりでなく、そ

れにみあう法的補助の充実をはかることを主張している 。

また財政上の問題点としては、現在の補助金制度が理解の不足や事務上

の問題等から十分利用されていないという、活用面での問題をまず指摘

し、新たにふやすべき補助金の範囲について、用途の転用の場合の資金

援助や、インテリア部分への補助金の適用、住宅の維持管理而での補助

金の増額等を提案している 。

最後に行政上の問題として、保存義務は原則として地方行政機関にゆだ

ね、他のあらゆる都市計画と' l t ' 着した形で考えられるべきことを 主娠し、

資金運用面で国家機関が協力できるようなシステムを提案している 。

む す び

以上で rBat h保存研究報告。; . J に関する概略の紹介を終えるが、イギリ

スでは、都市の歴史的環境の保存計画が、これほど意欲的に、エネルギ

ーをついやして行なわれていることに、まず注目すべきであろう 。 日本

においては、個々の歴史的遺産に対する「文化財保護法」があるが、こ

の法律だけでは、面的な建築群としての町並みや、環境の保護には、ま

ったくといっていいほど無力である 。

最近、各地で、集落や町並みの歴史的景観を保存しようという動きが、

その地区の住民からでてきつつある 。 これは、無計画な開発により、地

区周辺の環境が著しく悪化してきたことをみ、自分遠の住む地区がこれ

まで保持してきた環境の重要性を再認識しは 1・めたか らであろう 。歴史

的環境は、そこに住む人却の、す ぐれた生活空間の一部として、精成さ

れるべきであって、文化財であるから保存するといったこととは、おの

ずと異なる。

このような観点からすれば、ここに紹介した rBat h保存計画」の背景と

なっている T he Ci vi c Ameni t y Ac t のもつ意義は重要である 。 いCi vi c

Ameni t y " は、日本語にすればい都市生活の楽しきゅということになる

が、こうした概念が保存計画の娘底にあることは、学ぶ必要がある 。 す

なわち、保存計画はすぐれた生活空間1をつくり出していく計画の一環と

してとらえられるわけで、械念的には保存計画というよりもむしろ、再

開発計画に近いといえよう 。

この小稿の作成にあた 勺ては、西川冗之、松田孝夫両氏町助力を得た. 末尾を か1) ー

、感謝的意を述べておきたい.

参考文献 ・Bat h- a  St ady  in Conservation.  

( やま L とやすひろ 兵庫県建築部住宅開発i i ' l ! )
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. 建設省主催パ イロ ッ卜ハウス入選

積水ハウスは長年つちかわれた経験と豊富な実績で

より良い住まいづくりにおこたえします。

セ キ ス イ ハ ウス・ K 型

50，000棟 に及ぶ建築実績を誇る積水ノ、ウスは、滋賀 ・関東 さいわい、個人住宅はもとより、寮 ・社 宅 ・庖舗などの企

両工場で最新鋭設備を設置、高精度の建築部材を量産 、つ 業施設としても大変 、ご好評をいただ‘ いています。

ねに業界のリーダーとして活躍してまいりました 。 また積水ノ、ウス独自の〈直接契約= 責任施工〉方式による住

また、高度な施工技術の確立、住まいづ くりの簡素化など まいづくりは、お建てになった皆さまからお喜びいただい

に取りくむ一方、日本全国 160カ所に設置した営業所 ・展 示 ています。

場では 、皆さまと、たえまない交流をはかっています。 幅広い事業内容をもっ積水ハウスの今後にご期待ください。

且畠畠副
積水ノ、ウス株式会社

大 阪 市 北 区 玉 江 町 2 丁目 2 番 地 ⑤ 530 

( 大阪国際貿易センタービル )H06(443)1231代表

川崎 ・横浜 ・藤沢 ・横須賀 ・千葉 ・大宮 ・宇都宮 ・仙台 ・静岡 ・沼津・浜松 ・豊橋・名古屋 ・岐阜 ・四日市・北大阪 ・土界 ・奈良 ・利歌山 ・京都 ・大津 ・

神 戸 西宮 ・姫路・支持軍 ・岡山 ・倉敷 ・福山 ・呉 ・広島 徳山 ・下関 - 北九州 ・モの他



ここから号ＺＮＮＮＮ， ｾｊ ｬＮＮＮ，ＺＺＱが誕生します・・Ｎ .  

全 国 に13カ 所 の 精 鋭 工 場

最短距離でお届けで、きるネットワーク

オンライン ・シ ス テ ム に 乗 っ た ダ イ ワ ハ ウ ス

は、厳重な品質管理、品質検査を通って、 13

ヵ 所 の 工 場 か ら 生 ま れ て い ま す。

それを29 ヵ所の支庖・営業所、 35 ヵ所の出張

所 がバ ックアップして全国的なサービスを提

供 し て お り ま す。

宅地建物取引業者免許番号 建 設 大 臣(2) 第 2 4 5号

。 一 登 録 番 号 一 明81 号

夫和 Jゆえ Z業株式奮気t

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1 丁 目 40番 地 〒550 T E L 大 阪06 (532) 大 代 表6351

支 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 丁 目 6 番 地 〒 103 T E L 東 京 03 ( 274) 大 代 表0311

ほか全国に75 ヵ 所



信用&>3技術ど伝統の

アrx771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢保商由
大 阪市 北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364・代表 o 2  0 6 - 9  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本社 神戸 ､ｪｬ ｬ 川医 ｾｴｬ､ Ｎ央 Ｎ￬ｕｽ Ｔ 一 Ｑ ( 英和1ビル )

Ｇ ，ｌＺｾ，ｲ ｩ＠ fil り; ( 331) 0881- 3  

支底 大阪 ､ｪｾｴ 反紺笠 ｉ ｊｬ ｦＵＰ Ｈ 立ビル Ｕ 階 ＵＰＲ 号室 Ｉ

ｾ｛ｌ［￬円大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸市作介区八怖. i U} 1  - 5  (，，，1:;活221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＷＱ ミー悶ｾ帯

) 雪山ヲ q イト
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 - 11 電話 (571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪出張所大阪市都島区都島中通り 2- 3- 1 電話 (921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 脱 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 東 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー 1
( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N Sライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 
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空 調 設 備 の 頁

開

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《診 都新目玉業社

本
社 東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 r ・ 名 古 屋 広 島 ・福 岡

営 業 所 釧 路・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京都・ 神 戸

大阪電気暖房株式会社

本 社

支 l苫

営 機 所

出 張 所

株 式

会 社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市西区江戸堀 1 - 6 0  m結 (441 )  8231代表

東 京 名 古 屋 大 阪 ー絹 岡

札 眺 ・ 仙 台 金 沢 ・ 広 島

蟻岡 ・新潟 ー横浜・富山・盟国・稲井・京都 ・神戸 ・

間山 高松 ・熊本・鹿児島

給

暖

排

冷

水 ・ 衛

房 ・換

生

気

設 計 施 工

大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

Ｗ ・｜ｾ ｦｯＱ ｩ 日 ・笠ＮＧ気鯛和段備・給排水衛生設備・塗装置宣備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 療 機/ 設 計 ・製作 ・施工

宮三} 苫平

株式

会社
建材社

⑧ 

本社・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑨ (211)1535 代

出 張 所 = 札 帆 仙 台・盟 国 ・金 沢 ・神 戸

広 島 松 山・福 岡 ・パ ン コ ッ ク

水 道 ・衛 生 ・ 暖 冷 房 ・ 其f也管 E 事

設 計 並 施 工

( 旧斎必久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田r 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 従 来 京 郎 千 代 出 区 大 予 田T 2 の 8 ll'f!也 ( 日本ピ Jレ)

ZE  J吊 東 京 ( 270) 7  4  1  1 昏 ( 代 表 )

キ凶足。ど守業所 ヰω見市市大通西4 1刊 1，f U>lI! j自主Hピル 心，!li 礼申) I! 2jI:，7:，ti 

金Hc 中 業 所 金 沢市，: : ; ｉｾｉ＠ .r 2 待 1 6  ｾ［Ｎ＠ Ｇ ，Ｑｬ Ｇ ＡＱ ｾ Ｇ 金
話 作 品 ・ 』 民 所 稲 作 市 御 幸 之 の l ・世，! ，; 前作 11124:16

品 位 出 帰 所 川 』 怯 市 2  111' r  9 官。!占 '.. J怯 ⑪ !) 145

|品l山出張所 l品) 11I rti 大( J ¥ 3  8  U の 1  '，tl ，!，; 1品]山 2世，>486

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

緊 斎 藤 省 三 商 唐

本 庖 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1

大阪支后

京都支底

支 庖

営 難 所

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 池 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 縞

宇 都 宮 ・ 横 浜

丸ピ J レ6 7  6 号

電話 212f何3751

大同ピル 616号

電話 443附 3361

電話 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

r  固

‘  

冷 暖 房 y  名 将 サ y シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 巡 搬 機械

厨 房 ヲ田園田園守 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取 締 役支 庖 長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東 京 ー日比谷ー 三倍ピル

支 唐 名 古 屋、福岡、札鋭、 広島、仙台、富山

出 張 所愉浜、金沢、 併問、 高松

φ ‘  

空 気 鯛 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株式曾枇

大 阪 支l吉

本 社

支 社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

調空発
-ー

-

-‘ 

株式会社。
本社 ・本 J;5 大 阪 市 北 区 b l " 田 町 16 番 地

支 庖東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号

福 岡 市 大 名 1 丁 目 B 番 12 号

電話 0 6 - 3 6 3 - 1371

m話 0 3 - 2 9 2--， 7751

屯諭 052- 581- 8571

m訴 0822- 47- 4535 

泣 訴 092- 76- 3795

出 ヲ艮 所 浦 山 ・ 筒 井 ・京 都 ・神 戸

須 賀 工 業 株 式

松 江

A 、

去
社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 丁目 1 4  電 Ui 4 4 1 - 5171 

腐 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・信 岡支

営 換 所一 千 葉 ・償 浜 ・広 島 出 張 所 高 松 ・北 九 州

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧精 ＱＱＱ［Ｇ 告縫繍 ｾｄｉ Ｚｴ
本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 彼 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 日 回 町 3 0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新 東 京 ピ ル )

仙 台 支 庖

名 古 屋 支 唐

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 田T 6  0  

包 括 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  



空 調 設 備 の 頁

@  平' " 互業株式会社

I暖 ・冷J15 • 空主 ｌｕｬｬｩｪ 単位 ｉｕｉｾｊ 笠装置

設 計 施 じ

品ｾ

-← 
套拘

fi!!! 高回
設計 ・施工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 回 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支1古

大 阪 di 問医江戸上村通 2 の 2T E L  ( 441)附 1994 .  ( 443)  日切331
社本

空気調和 . .t.e. i.昆恒温 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱鉱業検ま舎紅

新日本空調株式会社

. s  

墨画"

司 &

大 阪 市 南 区 Illfj 鹿 町 2 - 5  0  1電話 261 - 2436(j¥:)

東京都大国区西潟込 1 - 2  - 1  電話 773 - 1231間

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 底

東京支底

営 難 所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ヒソレ)

';]l話 ( 06) 344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本僑本石町4- 2(三井第二別館)

屯話 (  03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 大 分

阪 支 開

本社 ・東京支m

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

恒

波

境

j

z

E

環

計

房

生

設

暖冷

衛

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

く哩哩型畳コ

社

大阪市西区京町堀 1 丁目 6 2  包括(443) 8161  (大代表)

名古屋市中村区水主町 1の 1 2  電話(541 )0966(551) 1655 

東 京 都 港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2.  

赤 坂 ピ - 1 ピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l のl 電話 (341) 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

支 庖

出張所

東 洋 梨 工 議 織 式 会 祉 大 阪 安 信

T E L (443)  8 0 7 1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・サ ッ シ - ド ア ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 高 麗 締 5 - 4 5  (興 銀 ピ ル 別 館 )

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 悉

東 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興和ピル)

m 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・工 場

空鯛 事 業部

会 社

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 岡 町 2 0 番 地 の l

電話 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜間1専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 包括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

il! 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

大 阪 支 l吉

四 日 市 支 J吉

大 津 営 業 所

津 営 損 所

本社及京都支底

⑨ 

古名腐支

2舎町産H副 S
給- 排水 ・衛生・消火・ 暖 冷房 設 備

唱Ｕ］Ｂ・ＮｾＮ，Ｎ

③時j語器掛鮮

-_ _ _ _ _ _ _  ｉｉＮｾＧＢＺ可Ｚｾ・ ＱＱ ＺＱＧＢ

(&'11&. 

お 22 西原衛生工業所大阪底

電 話 大 阪 ( 458) 3531 香

郡 ・ 福 岡

大阪市大淀区中i I ¥南辿4丁目 11

出 張 所 = 京

80 

エ レベ ー タ ・リフト・ カーリフト

計 ・ 製 作

I U，取締役 長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 (天 六 阪 魚 ビ ル ) ( 351) 4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  492Ht  サ ー ビ ス 事 黛 所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 09951-t 工 場 ( 328) 0363代

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・高 松 ・ 広 島

キ土本



社

A

Q

一

A

朝

電 気 設 備 の 頁

社

キ土

本社営業所

本キ土

東京支社

本

支 庖

営 業 所

京都営業所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高腿橋五丁円 二八棒J也 '111，ぷ大阪 (202)0325- 9  1ft 

本 社東京r . l 1 千 代 同 医 丙 仲 間 l 丁I ' l 4 番 地 5 サ

支 社 札 帆 仙 台 ・丸 / 内 ・名 古 屋 ・福 岡

出 仮 所 旭 川 ・ 白 河 術 浜 . ｭＮ 悶 ・ ｾ山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 山 区 上 稲 山 北 1 ー 2

T E L (06)  452- 1  1  5  1 (代 )

大 阪 市 此 花 区 恩l ' t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

A

Q

一
品エ藤エ太 陽

本

電力エ ー10; 本音11

社

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

司'

株
信
一
刈

電 気 工 事

EF: I  

司，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

収締役社長 中 本 正 明

社 大阪市 ｊｊ 血束 ｼ 烹 ｾＨＭ江 東 之 町 三 「日 :Ii 

m Ui 大 阪 (9:11 ) 代 表 7 3  4  1  - [i 

0 3 8 8 ・2 1  9  :l  

大阪市hl ( l I l l>?] f i [ 点之田r '. rn- - Ｎ ＮＮ｛ｬ，治大阪 Ｈｾ Ｚ Ｑｉ Ｉ ＷＨｘ ｉＴ

奈良県i卸J; /f，fil J1J f6jj 曲町 三6 () ・心lt M卸，I，庁 2 2607 ・12.""，!1

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ピ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古屋 ・舞鶴・大阪南・神戸 ・広 島 ・九州、l

A

S

A

 

式

英
舌

口
{

 

業 株

原菜

エ

取締役社長

原栗6注

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・，制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 T El 1 1 0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 館 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

鳥 ・千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

工情

血

〈

敏

凡

又事工

程

一

川電

電 気 設 備 ⑤ 設 計 総 工

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北 区中之品 3 の 3 朝日ビルディ ング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京区 西 京 健 部 葛 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 . l E ; 絵 問r 1 丁 目 2 2  

包 括 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

屯 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 帆 ・ 福 岡

:II!l 川 ・浜 松 ・姫 路 ・広 島 ・ 高 総

キ土

庖

本

支

社

林

大 阪 市 北 区 制i 主 町 5 0  (堂 ピ ル 7 階)

屯 Itli 剖) 3  6  7  1  ( ( U 

東 京 邸 中 央 区 日 本 ttii 箱 崎 町 3 丁目 2 lII=地

屯 ぷ 砂 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . ey . 悩 山

夫

一一
一

代b . 収締役

株 式 会 社

ヰ土本

日E支

営 業 所

群出張戸斤出 張 所

宝 電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笈 町 五 O (堂 ピ ル三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 械 見 通 二 丁 目 ニ O 番 地

包 括 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・幌 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

社

A

Q

一

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 事 設 計 施 工

一
ー

一ゐ

実中|刊取締 f支社長
千土本

大 阪 市 西 区 北 明 江 上 j曲 1 r 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・ 名 占 1; 1 ・広 j:Ji- 師 岡

本土本

社支

営 業 所

営業所
市神出張所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 m: 1也

nt ，i!i 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京郎港区新繍 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 似 35

大阪市・札。見 ・r"Ji w. . ・四日市 ・松山・徳 11.1

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 都1 ・1:f. i掌 ・，n. 問 ・水 島 ・福岡

A

Q

一

A

ネ土

電 気工 事 ・ 計 装工 事 ・ 設 計 施 工

本
社本

東 京 支 lJJ

所張出

支 底

蛍業所

74  



奉 仕 感 謝 の 庖

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪: :  'I} 淳 窯 業 高 志

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 981l1'.l也( 靭本町バス停前 )

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路営業所 姫路市北条ロ 126 岳地 (住友生命保険ピル 3 階)

屯 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 名 古 屋 ・金沢 ・広 島 ・今治 ・領 問

建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、鍛帳、貝際、壁紙室内装飾級車毛、舗床オ一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. Vト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電E重 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営 業 所 名 古 屋 ・ 福 岡

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

へくン手Lーチ・ミ)if;-j，レ

合

目

叩

川

村

商

わ

れ

幸

一

問

-
-
-

諮
問

Standard 

@ー
BoardふSlate

ラ胃

君4 1 X F曹6 続

械式盆宇土カシ9 . : '

旧社名 関西 : 暖房工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

T E L :  6 7 2 - 1  2 8  1 (大代表)

出 張 所 東 京 営 業 所 ・名古屋・広島 ・福 岡 ・徳 島

工 場 和 泉 ・堺 ・名 古 屋

テレ ックス ; 本社NO. 526- 7688 . 和泉工場 NO. 538ト5898

〈 営 業 目〉
にヨ

ロロ

空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

各 種 送 排 風 機 ・ 空 調 機 器

公 害 防 止 装 置 ・ 風 力 輪 送 装 置

設 計 ・ 製 作

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

内外建材株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 掲 北 通 1 - 25(相 生 ピ ル )

T  E  L  (441 )3983- 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 総 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  (962)  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 里 子 井 上 町

T E  L075 (581 )  0 1 2 6  
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‘  

。

間11

輔1

N. G. C. i t  

防 工 事 責 任 施 エ

ト ー フ 責 任 施 工

肉升互業株式会経

工 場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

J 7 } レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ 〉〆 • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

• ド ア ー ハ ン ガ ー

トT . K乏
套32 三 高 製 作 所

近代建築の要求す る

76 

圭壬. n.

E 又 言十

製

対馬
特 許 11¥ f実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，-，q -

イ乍

施 工

11¥俣シャ11，9- 工業株式会宇土大阪支庖

石 綿 セ メ ン ト の 最 高 水 準 を 行 く f ノ
建物内外壁、間仕切、 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配屯室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

アスベストJω ャ
製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 適。

A s bes t o 8 arri ev  ( 硬質石綿板)

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社@  
( 呈 カタログ)



建 材 ・ そ の 他 の 頁

ｾ］ｾＺＺＢ［ｉ庭園ドは、旭化工板の製品です Ｓ
豊 富 な 経 験 と 実 績 が 、 そ の 名 を 不 動 の も の に し ま し た 。

ユ ニ オ ン ボ ー ド ど 名 づ け て 19年 。

旭 化 工 板 の ユ ニ オ ン ボ ー ド ーーー し、まや 、木 毛 板 ・スレートサンドイ

ツチパネ ノレの代名調。 19年 前 に 、旭 化 工 板 の 技 術 を 結 集 し た サ ン

ドイツチパネノレを 、「ユニオ ンボード J の 名 で 、 はじめて世に送り

出して 以 来 、各 分 野 で 経験 と実績を つ み 重 ね 、他 に 類 を み な い 高

品 質 パ ネ ル と し て 、 ご好 評 い た だ い て お り ま す 。 い わ ば、 旭 化工

板 は ユ ニ オ ンボ ー ド の 生 み の親 。 そ れ だ け に 、ユ ニ オ ンボ ー ド の

す べ て を 知 り 尽 し て い ま す 。

ホユ ニ オン ボードは旭 化工 板 の 製品 です。H

〈ユニオンボードの 特徴〉

. 耐 火、断 熱 、 遮音 性 にすぐれています。 ・現 場 野 積 安全 養 生 の た め に ビ ニ ー ノレシ

・全 国 をネット す る 販 売 ・施 工 管 理体 制 ー 卜で被 覆 し ていま す

- 旭 化工 板 の ユ ニ オ ンボ ー ド の施 工 には 、

その性 能 に 適 合 し た U B コーキ ング を

採 用 し て い ま す。

_- ーーーーーーーーーーー、

⑧回目?E製造株話会社

東京量黛所 車京都台東区鵬2-3- 5 ( 鵬武闘 ピル) TEL 東京 (03) 似2-9お1(代)

名古屋出彊所 名古屋市中区丸ノ陶ー18-12 (大興ピル) TEL 名古屋(05司96卜5例。

福山出張所 福山市訟浜町1-1-4 (福山不動産ピル) TEL 福山 (ω4助お -1491関

前 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1859 TEL 鈴鹿 (0593)78-1165- 6  

上 野 工 場 上野市山出字柏ケ坪 l∞町1 TEL 上野 (05952) 3-Q205- 6 

!  ・資料 ご希引の方 i

i  は、本社A 係 ま 1

1  でお申 し込みく i  

i  ださい . i  

、、、、 / '

ド ル パ ン チ カ ー ベ ッ ト の 決 定 版

主 ｅ ｮｳ ａ 己 正 ョｾ
ボ リ プ ロ 7 0 % ナ イ ロ ン 3 0 % 

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最 大限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え、

ニ ー ド ル の 欠 点 を 全 く 解 決 し た 驚 異 的 な … … … … … /' ::' ;11ス

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特 許 )

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く 、 耐摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐久 力 は 抜 群・・・・・

土足のところに絶矧七、 フレヤーの起らない…………… • .2- D: ;  Ｏ，ＺＺ，ｾョス

本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 地 区 発 売 元 装 栄 株 式 会 社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

ｾｾ＠

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % ・・ a・・..⑮・ .4111‘ 。.

. . . . .  司 ｆ ヨー・Ｇ、ｾ .・E・-
Z 手 U 茸 噌. - o: . _晶 晶4 ・" . 11 、ー，，--

デ ラ ッ ク ス ・・・・ ー・ス ベ リ止め加工、 重 量 感 の ある 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド ・・・・ ・・ 甚 は 板 ゴ ム で 特 に 工事 向 の価 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 22 22? Z22 2 T tZ 7 22(;己主辺諸
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建 材 の 頁

社

..-0、

ｾ＠
涯柏 原

電 話 大 阪( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀 川 区 御幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御幣 鳥西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材l苫又は当社へ

@  

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住吉 区粉浜

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

4

，
、

e

-

e

・

・

す

ぷ

か

-

・

新

い

す

ゾ

-

四

香

・

・

七

宝

・

・

舗

錦

紛

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ::"""Jι

q ィ5，z，

コート

( 特長)

，J.議

青 株 式

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐両守

イサ・

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番地 T E L 大 阪 ( 538)2951 - 5・( 541) 5757

営 業所 東京 ・高槻・明石 ・短路・四国 ・中国

イ寸i星音水火
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た f ノ

・主な特長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 押 込 力 に 変 え る の で 完 全 無1h{ 動 無 騒 音 で す。

2. 根 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. スライ 必 の 沈 桁 は あ り ま せ ん。

4. 完 全 に 支 持 層 に 岩 若 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 室 の あ る 建 築 に 最 適 で す。

ｾ＠ _.- ----. ＭＮ巴ｾ .. 司ＭＮー司 ｲｾ ＱｃＭ］
<: i v 株式書紅証志歪雪 I p.np n  

. 本 社 大 阪 rli Jl.!: 1正 向 腿 附 2 の 20( 高 閲 新 ピ ル ) T  E  L 大 阪 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支l苫 1'. .1.- W-. rU 111  
i正針1! - 3 - 2 ( 納 産 ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 払il ，iij rli ， ｾ ， ｾ反 Ｑ ー Ｑ Ｕ - 33( 司l 栄j 協 ピ ル )

. 営 業 所 !R J;( ' ，1TI 凋 . '，;¥山・ lぶ砧・熊本 ・J免 児 }::J ・ 工 場 大 阪 . : 1' "，古川 ー鹿 児 Jゐ

建 材 の 頁

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

タ 然 え な い
オリエンタルメタル ( O. P. M)

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工' ! J ' ｊｾ＠ ｾ＠ ヲル製造株式会祖

本 社 兵 庫 県 尼崎 市 昭 和 南 通 り3 - 26松 本 ピ ノ レ 電 話 大 阪 ( 412) 5131代 表

東 京 支 社 及 エ 湯 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 l吉 及 エ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支I苫 及 エ 渇 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  
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モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー 卜 用

事マ ノ - J レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン 卜 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 梁 に よ り 適 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン トと 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の I腐 蝕 ・l席 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ IS)i 温 効 力 は恒 久的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z 2: : 1- I - ( セメント起泡剤) . %' 1 ": : ' - 1"  場所打ち杭エ)

/  法添加剤 /  

セ メ ン 卜 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式b! ' "田区' ‘ ，ー. . . . . 晶

東 京 書 官 品 川 区 大 弁 1ー 15- 1  1lr 東 京
(774)  4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 1: 浦 市 大 田T1  2  1  3  1lr I:i 甫
(21)5189 

東北営費量所 福 五 五 県 福 向 市 下 型f 寺 下 遠 l京 1lr 福 島 (  34  )  7  1  1  1  

ごー 桜次 第
盛 岡 営 集 所 岩 手 県 祭 附 市 南 大 通 3ー 12-50 哩E 盛 附 (  24 )  0  2  1  3  

カ タログ進呈し ます
大 阪 営 業 所 人・阪バ j *'，)(:1ベ*"，本 2-17-26 1lr 大 阪 (971) 4  7  6  5  

間

一

ι

剤

戚

a

，

矧
↓
一

幻

才

ド

一

一

一

9

6

S

R

特

叫

(標 準 型)

強 型)

型)

( 早

(遅 延

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

クリプトン

型 枠 剥j 離 剤

セパール

ｾ￸ ニ ＮＺＱ 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮神戸五五ヰ株式計t ji is j j j i jfl !?(:j1689;89 
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全く新しい床タイルてす

三 星 ピサロンは、従来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ピの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重合体の特殊樹脂を用いた I'''i 期的な

新 製 品 で す。軟 質プレスタ イ プの床タイルに比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ンダ一方式の流れ模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た。

協同組合員が責任をもって施工いたします

ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

武 任 施 工 の 出 来 る 協 組μ が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの日寺代; です

- ｾピサロンの新しい色調、パターンは、ｊＺ ｊ￮ 代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 ; ; + [ 京浜松町の超高層世界貿初

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模械がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。

合

合

組

組

同

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

ヨ

ロ

事

事

E

ロ

エ

エ

回

目

床

床

F

r

同

時

専

東

西

/

¥

ゼ昔日こs

* MI.桁= 333. 3 X 333 .3  X  2 弘 9 枚 1 m'

333. 3 X 333 .3  X  3 弘1 9 - &/ m'

青色 数 = 18色

女官l I i桁 = 2 "Ym厚 J山 1，200円 1 m' (300m' 以上)

ＳＧ 弘 ｪ 写 ｉ ＡＢ ｾ 1，800円 1 m' (300m'以上)

小ｾｩｬｉ虫制上旬・階段 ＴＰＥ 高製 造 元= 田 島応 用 化 工株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電信 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 娼 l の 7 4  

E古 ( 441 ) 5  9  5  1  
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

- 本品は特に各部品の材料を吟味し、表而が錆

びないようポンデライジング加工を施した上

に防鋳塗装 をしてお ります。

. :tH J. 塗装仕上製品の他に、他の持出し吊の腕

昔日 ( 吊込後民から露出する部分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバ ー を付けてあります。

・回転部分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i妖入してあります。

・}]I J 裂の設計裂作をも歓迎致します。

三 後建 材 工 業 株 式 会 社

- 弊 社 製 立 枠 付

ピ ポ y 卜 ヒ ン ジ

C;I; 

実 用 新 実 登 録

第 5 17316号 の

J Iキ宇 lこは: イ可 A- ら

低 触 致 し て お η

まi : t A- 。

民一

v

民

υ

只

υ
本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i (06) 751 - 3653- 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所2 ー 11 ー 11 f i (03)623 ー7677

M e官 ③ 型シリーズ

く特許>I.C全自動操作盤

暖 房 ・ 給 湯 用

( 立 形 横 形/ 中 圧 用 低 圧 用 )

灯油・ A 重 油 ・ ガ ス 焚

株式会社= 醜昌贈信号

大 阪 06( 474 ) 3441 刊 ・ 名 古屋 052( 881 ) 2228附

仙 台 0222 ( 25) 3052 ・福 岡 092( 41 ) 9415刊

松 山 0899 ( 45 ) 3957

※ こ' 一 報 下 さ い 。 カ タ ロ グ を お 送 η い た し ま す 。

. ご入会のお申込は ・社団法人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北浜3 - 37 電話大阪( 06)231 ・9648 ・9649 ・9640 振替 口座大阪39975番
定価 400円( 送料共)


